










































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──どうして、恋愛は一筋縄ではいかないんだろう。

　好き嫌いの話だけじゃないし、気持ちを伝えればいいなんて簡単なものではない。

　確かに〝好き〟って告白して、相手側から良い返事をもらえれば、きっと付き合うこと自体は上手うまくいくと思う。

『晴れてカップル成立！　めでたしめでたし～。ｆｉｎ』みたいにね。

　でも、その先……ずっと先までの関係を考えた時に、どうしても足踏みをしちゃう自分がいた。

　──もし告白が失敗したら？

　いくら今、仲が良くても、その想おもいを伝えた後に今までと同じような関係でいられるのかな……？

　気兼ねなく話せて、一緒にいて楽しくて、不器用さがたまに可愛かわいくて愛いとおしい。

　互いに尊重し合っているところがあって、二人でいて何もすることがなくても一緒にいられる空気感が好き。

　けど、そんな気持ちが告白した結果で変わらない保障はどこにもない。

　ましてや告白をして、失敗することになれば気まずくならないわけがないよね……。

　もし、振られても『以前と変わらない関係だよ！　友達だ！』なんて言う人がいたとしても、どこか自分の気持ちを押し殺して、取り繕っている部分はあると思う。

　それに自分が変わらないようにしても、相手が変わっているかもしれない。

　何とも言えない申し訳なさと、気まずさを内包して、向き合っているのかもしれない。

　……はぁ。ネガティブに考えると色々と浮かんできちゃって……本当に分からないなぁ。

　ずっと考えてはいるけど、私には正解が見えてこない。

　それに、きっくんは、付き合うよりもその先のことを考えているから、余計に簡単な話じゃないよー。

　私としても『その先も！』って、もちろん思うけど……。

　今の関係や状況を色々考えると、前途多難なんだよね……はぁぁ、お腹なかが痛いなぁ。

　私がそんなことをごちゃごちゃと考えながらも、笑顔だけは崩さずに前にいる二人に視線を向け続けていた。

　お互いに視線を合わせながらも、一言も発しない。

　警戒心をむき出しにする彼女に対して、私はというと……避けていた遭遇を予期せぬ形で果たしてしまい、私は顔面に笑顔を貼り付けることで平静を装うしかなかった。

「…………」

「…………」

「あはは……」

　ただ、無言の圧力に気け圧おされ、口からは乾いた笑いしか出てこなかった。

　……世間って狭いね。

　もう……どうしてこうなるのかなぁ～！

　そんな叫びたい気持ちを抑え、私はひとまずニコニコし続ける。

　何か困った時は〝笑って誤ご魔ま化かす〟というのは、トラブル回避には鉄則だ。

　曖昧に表情を曇らせるよりはいい。それに、笑っていると、睨にらむような目つきにはならないから、相手に『私は争う気はないよ』と、暗に伝えることもできる。

　そう思っていたのに、

「くっ……！　余裕ってことね」

　なんだが、東ひがし浜はまさんの視線が余計に険しくなってしまった……。

　まさか、こんな遭遇の仕方になるなんて…………神様のばかぁ～!!!!

　この状況、どう考えてもライバル認定とか、よくない方に勘違いされるよ～！

　私がライバルなんて思われることはおこがましいかもしれないけど……。

　はぁぁ。それにしても──二人とも綺き麗れいだなぁ。

　初めてこんなに近くで見たけど、『足ほそっ！』って思わず言いそうになってしまうぐらい細くて綺麗だし、ほんとモデルみたい。

　ゆいなちゃんは目がくりくりして、庇護欲を掻かき立たてきたてるような愛くるしさがあるし……。

　ここまで可愛い二人だったなんてぇ～……。

　アハハ……戦う前から戦意喪失しちゃう。

　そう心の中で嘆きながらも、私は頭を働かせて『自分にできること』について思考を巡らせていく。

　と、言っても脳裏に浮かぶのはトラブル回避に向けた精一杯の誤魔化しだけなんだけどね……。

　仲がいいことは伝わっているとは思うから、重要なのは二人の認識を〝ただの友達〟や〝仲の良いクラスメイト〟程度に留とどめること。そうすれば、無用なトラブルは回避できる筈はず……たぶん。

　今、考えないといけないのは時間を作ることだからね。

　場当たり的な嘘うそでの誤魔化しは脆もろくて後が怖いし、そして何より……。

　私はきっくんを横目で見る。

　彼は『不整脈』という言葉に動揺しているのか、難しい顔をしていた。

　……きっくんって誤魔化しとか下へ手たなんだよね。

　それとなく助言ができるといいんだけど……。

　ほんと、逃げたことは追ってくるよね。

　どんなに逃げたって、嫌なこと、苦手なことは自分にとって最悪なタイミングで訪れてしまうのは、なんでかなぁ。

　私が二人に会ってしまえば、無用な騒動が起きて余計にきっくんを悩ますことになるかもだし……だから、避けていたのに。

　あーダメダメ、黙っていても何も始まらない。覚悟を決めないと……頑張って私！

　出会ってしまったのは仕方ないんだから！

　今の状況をなんとか打破しないと！

　えっと……まずは、しっかりと挨拶をして、『私は敵じゃないですよー』ってアピールしてからの、最終的には『じゃあまた学校でね！』とにこやかに別れる。

　うんうん。大筋はこの流れでいこう……。

　緊張で胸に嫌な高鳴りを感じる。

　私はそんな気持ちを抑えて、じっと見つめてくる二人へ交互に目配せをしてから柔和な笑みを作り、声をかけた。

「こんにちは～。こうやって会うのは初めてだよね」

「やっほ～！　ゆいなだよぉ～」

「や、やっほー？」

　ゆいなちゃんは、私に無邪気な表情でそんな挨拶を返してくれた。

　よかったぁぁ……。

　私は怖い反応じゃないことにそっと胸を撫なでおろす。

　だけど、ニコニコしてるゆいなちゃんとは対照的に東浜さんは怖い顔をしていて、私をじっと見て観察しているようだった。

「えっーと……ジロジロ見られると恥ずかしいなぁ～……なーんて」

「……黒タイツ」

「くろたいつ？」

「そう、黒タイツ」

　東浜さんの視線が私の足先からなぞるように頭まで動く。

　その視線が気になって、私は自分の足元をチラリと見て首を傾かしげた。

　あれ、どうしてなんだろう……？

　黒タイツを見て、そんな『長年の宿敵に会ってしまった！』みたいな反応なのかな？

　って、なんか黒タイツに対する視線が怖いよ!!

　すっごく睨んでるからぁ～！

　白だと太って見えるから自信がなくて穿はけないし……生足は冷え性には辛つらいんだよね。

　私がそんなことを思って二人を再び見ると、東浜さんと視線がかち合ってしまった。

　睨みつけられる……って思ったのに、何な故ぜか彼女は見み惚とれるような笑みを浮かべて、私に微笑ほほえみかけてきた。

　それが逆に怖くて、私は思わずごくりと唾を飲み込んだ。

「ねぇ。あんた」

「ご、ごめんね！　急にこんな感じだとお邪魔になっちゃうし、私はかえ──」

「気にしなくていいわよ。良かったら家に上がっていって」

「……へ？」

　予想外の提案に私の声が裏返った。

　顔から火が出そうな恥ずかしさを誤魔化すように、私は思わず聞き返してしまう。

「き、きっくんの家に、上がっていいの？」

　私の言葉に東浜さんの眉間にしわが寄る。

　だけど、すぐに平然とした余裕のある表情になった。

「もちろん」

「それは嬉うれし…………あ、でもちょっと今日は帰ら──」

「気にしないで」

『帰らないと』って言おうとしたら、食い気味にまた言葉を遮られてしまった。

　そして、私の逃げ道を塞ぐように、矢継ぎ早に言葉を連ねてゆく。

「ここで会ったのも何かの縁だと思うのよ。遠慮なんていらないから……愛子さんもいい？　彼女と親睦を深めたいの」

「それはいいわねぇ～。私としても仲良くなるのは大歓迎よ。こういう時は、甘くて美味おいしいものを食べながらお話しをしましょう～！」

「あのっ」

　私がなんとかこの流れを断ち切らないとと声を出す。

　だけど、同時に私の気を逸そらすように弱々しく服を引っ張られた気がした。

　……うん？

　引っ張られた感覚がした方に目を向けると、いつの間にかゆいなちゃんが私の斜め後ろに立っていた。目が合った途端、潤んだ瞳で上目遣いで見つめてくる。

　その表情は、女性の私から見てもキュンとしてしまうような可愛らしいものだった。

「ゆいなも話したいんだけど……だめぇ？」

「そ、それは……」

「おねが～い」

　猫なで声で、ゆいなちゃんは甘えるような仕草を見せてきた。

　きっと、これは演技なんだよね……。

　それは私も分かってはいるんだけど……。

　その声と目を向けられたら、何故か断れない気分になってしまう自分がいた。

「え、えーっと」

　私は困って、きっくんに助けを求めるように視線を向けた。

『なんとか断る流れをアシストして……！』という期待を込めた視線。

　こういう時に空気を読んでくれるか不安だけど、でもきっくんは努力家で日々成長しているし、アドリブ力だって向上している筈！

　いざという時は頼りになるんだからっ…………たぶん。

　自信はない。だけど、頼るしかなくて、私はそんな淡い期待を持ちつつ、きっくんを見る。

　私の気持ちがなんとか伝わったのか、ぼーっとしていた筈のきっくんと私の視線がかち合い、ハッとした様子を見せた後に小さく頷うなずいた。

　良かった、伝わったみたい──

「真ま優ひろ。良かったら上がっていってくれ。ちゃんとみんなに紹介したいんだ」

「…………」

　そうじゃないよ～～～[image: かんてんふ]

　私は、心の中で盛大に叫んだ。

　残念ながら口にした言葉は、もう戻らない。

　その証拠に、『紹介』、『真優』というワードを聞いた東浜さんとゆいなちゃんの笑みが、一層に明るくなった気がした。

　無駄に明るい。それは、もう怖いぐらいに。

　……どうしてなのかなぁ。これは逃げられないよ……別のことを考えなきゃ。

[image: ]

　私は心の中で逃げることを諦め、半ばやけくそ気味に嬉しそうな明るい顔をした。

「じゃあ、お邪魔しようかな～。お話できるの楽しみ～」

「「いらっしゃ～い」」

　満面な笑みに恐怖を感じる時が来るなんて……。

　はぁ、ため息が出ちゃうよ。

　でも、逃げていたことは追ってくるってことだよね。

　やっぱり……神様は私には意地悪だ。

　私はこうして、意図しない形できっくんの家に上がることになってしまった。




　　　　◇ ◇ ◇




「お邪魔します……っ」

　緊張のせいか、少し上擦った声が出た。

　ドキドキと激しく鼓動する胸を落ち着かせようと、私は胸に手を当て深呼吸をする。

　うっ。緊張がヤバいよ～……っ！

　私は今、大好きな彼の家に初めてお邪魔している。

　緊張しながら廊下を歩き、ダイニングに通された私は促されるままに椅子に腰を下ろした。

「今日、ケーキを焼いたの。準備するから待っててね。チョコは好きかしら??」

「あ、ありがとうございます！　大好きです！」

「ふふっ。じゃあ持ってくるわね～」

　愛子さんは上機嫌な様子で鼻歌混じりに準備を進めてゆく。

　目の前には『こんなに食べられるかな？』と思ってしまうぐらいのスイーツの数々が置かれていき、最後には紅茶まで添えられた。

　私はその光景に思わず「わぁ～」と声を出す。

　ちょっと豪華なティータイムみたい。歓迎されて嬉しいなぁ～。

　すぐにでも食べたいのは山々なんだけど、これからどうしよう……？

　今の状況に私は頭を悩ませていた。

　今、ここにいるのは偶然が重なった結果で、意図的に行動したから起きたことじゃない。いつもだったら不測の事態に備えて考えているけど、今日は違う。

　だから、このイレギュラーな出来事に思考が追い付いていなかった。

「悪いな。急に上がってもらうことになって」

「ううん。大丈夫。ケーキとか甘いの好きだから、凄すごく嬉しいよ」

「そうか、ならよかった。まぁ遠慮なく食べてくれ」

「ありがと～」

　私はそうお礼を言うと、いつも険しい顔をしている彼が嬉しそうに微笑んだ。

　こんな反応をされたら、普通は嬉しくて、大好きな人がすぐ隣にいるこの状況に有頂天になってしまってもおかしくはない。

　けど今は、彼に笑顔を向けられる度に苦笑いを浮かべるしかない状況だ。

「…………美味しい」

「う～ん！　ケーキさいこ～」

　東浜さんとゆいなちゃんは美味しそうに出されたケーキを夢中で食べているようだけど……正面に座っている二人からは、時折視線を感じていた。

　でも、愛子さんがいるお陰なのか二人からは、そこまで露骨に敵対心を示されない。ただ私に訊たずねる機会を窺うかがっているように見える。

　このまま波風が立たずに、ひたすらニコニコして終わればいいんだけど……。

　そんなことを考えていたら、「あ！」とキッチンから声が聞こえてきて、申し訳なさそうな顔をした愛子さんが近づいてきた。

「あの、どうかしました？」

「今、連絡が来て仕事先に少し行かなくちゃいけなくなったのよ……」

「大変ですね……」

「そうなのよ～。ほんとごめんね、真優ちゃん。今度、じっくりお話を聞かせてちょうだいな」

「は、はい！　是非……」

　私の語尾が小さく尻すぼみになってしまう。

　愛子さんは、きっくんたちに目を向けて、ビシッと指を差した。

「ちゃんと客人をもてなすのよ？　いーい??」

「分かってるよ、愛子さん」

「よろしい！」

　愛子さんはきっくんの言葉に満足そうな笑みを浮かべると、「じゃあよろしくね～」と言ってから荷物を持ってすぐに出ていってしまった。

　取り残されたこの部屋にシーンとした静けさが生まれ、皿とフォークが微かすかにぶつかる音だけがしている。

　……もしかしなくても、ピンチなんじゃないかな？

　愛子さんという最後の砦とりでが失われ、焦燥感に似た感覚が私の胸に広がった。

　困ったなぁ……どうしよう、きっくん。

　焦りから私は彼を横目で見ると、神妙な面持ちで何かを考えているようだった。

　少しでもきっくんと話がしたいんだけど、この状況で耳打ちとかできる隙はないよね……。

　それができれば、余計にこじらせないように『発言には気をつけて！』とか、『変に私のことを持ち上げたり、気を遣わないで普通の友達のように接して！』って言えるのに～！

　二人の気持ちを煽あおるような展開だけは避けたいよ。

　きっくんも頑張ってるのに、私のせいで努力が無駄になってほしくない。

　時間を稼ぐために逃走するってことには失敗したから、とにかく二人と仲良くなって、歪ゆがみ合うなんてことはないようにしないとね。

　けど、どうすれば────

「ひゃん!?」

　急に足を突かれて、私の口から変な声が出た。

　その声に驚いた東浜さんとゆいなちゃんの視線が私に集まる。

　きっくんを横目で見ると、『しまった』という顔をしていて、誰が突いてきたのかは明白だった。

「……おにぃ～？　なんかテーブルの下でいちゃついてないかにゃ？」

「しょーご？　何しているの……？」

「い、いや、それは勘違いだ。ただ、足がぶつかっただけで……悪い、真優」

「だ、大丈夫！　問題ないよっ」

「「ふーん……」」

　二人のじとーっとした視線が突き刺さる。

　……足のくすぐりに弱くて変な反応しちゃった。

　今のきっくんの慌てっぷりから察すると、彼も私と話をしたかったんだと思う。

　だから、何か合図をって思ったんだろうけど…………うぅ、ごめん。

　私は、手で顔をパタパタと扇あおぎ、恥ずかしさを消そうとした。

　そんな私を見て空気を変えようと思ったのか、きっくんが「ちょっといいか？」と話を切り出した。

「なーに、彰しよう吾ご」

「とりあえず自己紹介でもしないか？　梓あずさとゆいなとは初対面なことだし、互いに分からず話すのも困るだろ？」

「まぁ……それもそうね」

「ゆいなはいいよ～」

「真優も構わないか？」

「ううん、そうだねっ！　それがいいと思う！」

　私はきっくんの提案に乗り、頷いた。

　きっくんありがと～！

　不穏な空気は去ったよ！　ファインプレー！

　えっと……自己紹介なら、流れ的に私からやった方が良さそうだよね？

　そう思って、コホンと咳せき払ばらいをしてから微笑ほほえんだ。

「初めまして……その、白しろ中なか真優です。趣味は色々とあるんだけど、今は料理とかゲームが結構好きかなぁ～。よろしくね？」

　私はそう言って、再び二人に笑いかけた。

　……これでいいかな？

　短すぎず長すぎず、後の人が言いい辛づらくならない文量と内容……。

　ゆいなちゃんはゲーム、東浜さんは料理が好きっていうは知ってるから、これで共通の趣味から話題が広がる筈はず！

　これで仲良くなるための第一歩だよ！

「はーい！　じゃあ次はゆいなねぇ～。好きなものは甘い物とお菓子！　ゲームもめっちゃ好き～！　まひろんは、後で一緒にやろうねぇ」

「うんっ」

「やったぁ！　じゃあ次はあずあずよろ～」

　ゆいなちゃんはニコニコしながらそう言って、またケーキを食べ始めた。

　あんなにたくさんあったのに、面白いぐらいに減っている。

　まひろんって……ゆいなちゃんはフレンドリーでいいなぁ。

　和やかに始まった自己紹介にほっとしたのも束つかの間ま、東浜さんは立ち上がると私に鋭い視線を向けてきた。

「……東浜梓よ。趣味がどうとかは一旦、どうでもよくて。白中さんに聞きたいんだけど」

「うん……いいよ。なんでも聞いてね」

「ありがと。じゃあ遠慮なく」

　本当は、『なんでも聞いて！』なんて言いたくはない。

　これからのことは想像に難くないし、逃げられることなら逃げ出したくなるのが、人の性さがだ。

　だけど、逃げ続ければもっと問題が大きくなってしまうのも理解している。

　だからこそ、私はそう答えた……お腹なかはキリキリするけど。

「回りくどいことは嫌いだから単刀直入に聞くね。彰吾とはどんな関係？」

「えっとね。関係と言われたら、高一からのクラ──」

「高校生にもなって家に来るぐらいだから、〝ただのクラスメイト〟ってわけじゃないんでしょー？」

「それは……」

　こうなってしまったら腹をくくろう。

　頑張るんだよ、私……。へこたれてはダメ。

　二人に圧倒されそうになるのが、目に見えているけど……。余計にきっくんとの関係がこじれないためにね、私がやらないと！

　きっくんは二人が張り合うようなことは嫌がっていたし、私が二人と気まずい雰囲気になるのは望んでないと思うの。

　だからこそ、二人とはきっと恋のライバルではあるんだけれど……仲良くなって認めてもらわないとね。

　それに────結婚とかしたら、二人とも付き合うことがあるわけだし……えへへ。

　そうと決まれば、ファイトだよっ！




「私ときっくんは親友だよ」




　私は二人の目を見て、ハッキリと伝えた。

　これは嘘うそではないし、私と彼の関係性に間違いはない。

　ただ、家の前で言っていたことが気がかりだけど……。

　でも、幸いなことに家の前で私にこそっと言った程度だから、まだ二人には伝わっていないと思う。

　もし仮に聞かれていたら、バトル不可避になっていただろうからね……。

　それに、この前の話だときっくんは『ちゃんと自分の気持ちを伝えた』って話だから、考える時間が欲しいことも伝えてあると思う。

　だから、今はこうやって『親友だよ』と伝えることが大事。

　私がそう言うことで〝自分がリードしているから大丈夫〟って……少しでも思ってくれればバチバチになることなく落ち着くと思うの。

　私の言葉を聞いた二人は、きょとんとして目を合わせる。

　それからこそこそと内緒話を始めてしまった。

「……ゆいな？　どう思う？」

「まぁそういうことなんじゃないかなぁ～」

「じゃあ知らないってこと？」

「たぶんねぇ」

「なるほど……」

　断片的にしか聞こえてこないけど、東浜さんから敵対心が薄れた気がした。

「ねー彰吾。白中さんは親友って言ってるけど、あんたはどうなわけ？」

「ああ、それは──」

「私ときっくんはクラスメイトで親友だよね！　高一から同じクラスだし。ね？」

「まぁ……そうだな。真優とは親友」

　きっくんは、普段の仏頂面が崩れて照れ臭そうに同意した。

　って、どうしてそんな紛らわしい反応するの!?

　これだと変に邪推されても仕方ないことに……。

　私はチラリと東浜さんを見る。

　顔を引きつらせて、口角がぴくついていた。

「きっくんは、親友って言葉にするのが照れ臭かっただけだから他意はないからね？」

「他意ねー。彰吾ってあんまり交友関係が広そうに見えないけど、白中さんが一番仲がいいわけ？」

「そうなるな。それに、クラスの委員長で凄すごく頼りになるんだよ」

「それでこの子のこと好き？　それとも嫌い？」

「おい。どうして急にそんな質問になるんだよ」

「別にいいでしょー。ただ、率直な気持ちを聞きたいだけ」

「……好きとか軽々しく言えることではないだろ。人間性の話をしているのなら、もちろん好ましいのは当然だが」

「へー、ふ～ん。そうなのね」

　余裕たっぷりな様子で東浜さんはくすりと笑った。

　勿もち論ろん、目は笑っていないんだけど……。

　ってか、それが逆に怖いよ!!

　私のことを相当警戒しているみたいだけど、きっくんから聞いているような刺とげ々とげしさは感じない。

　それどころか、慌てている私と違って大人の余裕を感じてしまう。

　歳としは同じなのに、見た目から精神的なことまで私とは正反対みたい。

　レベルが違いすぎて……すぐにでも白旗を上げたくなっちゃうよ。

　それにゆいなちゃんは無邪気で可愛かわいいし……。

『私の戦う武器なんてなくない!?』って思っちゃう。

　はぁぁぁ……どうして、きっくんの周りにはこんな可愛い子たちがいるの～。

　──ダメダメっ！　弱気になったら！

　とにかく話を変えて……自分から行かないと。

　私はギュッとテーブルの下で拳を握り、それから二人を真っすぐに見つめる。

　そして、「私は二人と仲良くなりたいな。ダメかな？」と言った。

「いいねいいねぇ～。じゃあ、仲良くなるために親睦会だねっ！　れっつティータイム」

　真っ先に私の言葉に反応したゆいなちゃんは、無邪気な表情でそんなことを言い出した。

「ちょっとゆいな。まだ食べるつもりなの……？」

「もちのろんだよ！　古来より、仲良くなるにはお茶会って相場が決まってるよん」

「どんな相場よ」

「にゃはは～」

　話の腰を折られて気が削がれたのか、東浜さんはやれやれと肩をすくめて、椅子にどかっと座り直した。

　一方ゆいなちゃんは上機嫌で、「お菓子～お菓子～」と口ずさんでいる。

「ってことで、おにぃ～。ちょっと紅茶を買ってきてぇ」

「……紅茶？　家にあるだろ？」

「濃縮のブラックティーでお菓子をアレンジしたいんだよねー。コンビニにあるから早く～。それがないとお茶会ができないよぉ～」

「我わが儘まま言うなって。てか、客人を放っておくのはダメだろ」

「私がいるから問題ないわ」

「それが心配で……。いや、とにかく紅茶のためにわざわざ出るのは……」

「後で美味おいしいお菓子を用意するから、後で一緒に食べようね？」

　困っているきっくんに、私は暗に『大丈夫だから行ってきて』という態度を示す。

　本気で心配しているようだけど、私の意図が伝わったのか、諦めたようにため息をついた。

「すぐ戻るから、暴れるなよ……梓」

「どうして名指しなのよ。私の印象について、もう一度よく話し合う必要がありそうね？」

「それから、ゆいなは甘いの食べすぎるなよ？　夕飯が食べられなくなるからな」

「大丈夫～。ゆいなは食べても太らないしぃ」

「ったく太らないからいいってわけでは……。まぁ、じゃあ行ってくるけど」

　きっくんはそう言って、ドアを開けようとドアノブに手をかける。

　けど、何か思うことがあったのか立ち止まった。

「……真優は遠慮するところがあるから、無理強いはしないでくれ」

「えへへ、心配ありがと」

「……じゃあすぐに戻ってくるからな」

　きっくんは心配そうに言い、名残惜しそうにして部屋から出ていってしまった。

　……行っちゃった。

　心細いけど……。心配してくれた言葉は嬉うれしかったな。

　そんなことを考えながら、出ていったドアを眺めていると、腰の辺りをツンと突かれた。

「ん？」

　驚いて突かれた方を見ると、ゆいなちゃんがにんまりと人の悪そうな笑みを浮かべていた。

「ねーねー」

「どうしたのかな？」

「まひろんって、おにぃとどこか通じ合っている感じがするねぇ～。なんか言わなくても分かる的な」

「そ、そんなことないよ！　たまたま……そう、たまたまだからっ！」

「アハハ！　照れなくてもいいって～。それよりもさぁ、この後はどうしよっか??」

「えっと、お菓子作りをするんじゃなかったの??」

「せっかくだから他のことしたいなぁ～って」

　じゃあ、何のために紅茶を買いに行かせたんだろう？

　という疑問を呑のみ込み、私は何をするか考える。

　ゲーム……。それから料理……。二人の無茶ぶりがあっても、嫌な顔しないで対応する。

『苦手だから無理！』って最初から言ったら心も近づけないからね。

　……とにかく嫌われないように。

　仲良くなるためには、幻滅されてはダメ。

『こんなのもできないの？』とか、『あ、無知なんだ』と思われたら、認めてもらえなくなっちゃうし、頑張りどころだよ。

　──大丈夫。

　こんな日が来るかもしれないって、練習してきたから……自信を持って臨もう！

　ここは自分から提案しないと。よし、やるぞ～。

「ねぇ二人とも……。こうして初めて会ったことだから、ゲームとかどうかな？」

　私はゲーム機を指差して、二人に提案した。

「それは勝負ってこと？」

「うんっ！　対戦ゲームだからね」

「……なるほど。負けられない……そういうわけね」

　こうして私たちは親睦を深めるためにゲームをすることになったのだった。

　前途多難だけど、頑張るよぉ～！　お～っ！
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　──やられた。

　これが初めて黒タイツを見た時に感じた印象だった。

　抱擁感がありそうな優しい雰囲気に加え、可愛らしい大きな瞳。

　優しく微笑ほほえむ姿は、性格の良さが滲み出ているようだ。

　……しかも、それなりに大きい。

　どことは言わないけど、少なくとも私よりは……。

　自分の見た目は優れているという自負がある私だけど、そんな私でも『強敵だ』って思える相手に見える。

　はぁぁ……ゆいなだけでも大変なのに、まさか学校にこんな子がいるなんて。

　そんな思わぬ伏兵の登場に私の心はさっきから乱されっぱなし。

　表情を取り繕って、余裕があるように見せるのがやっとだ。

　ただの見み栄えっ張ぱりな行動なのだけど……。だって、彼女の言動にいちいち慌てていたら、なんか癪しやくじゃない？

　負けた気がするし……。

　──でも、私は知っている。

　こういう人の良さそうな見た目をしている人に限って、裏の性格が酷ひどかったりするんだからね。

　特に、彰しよう吾ごみたいな馬鹿正直で真っすぐな人間ほど騙だまされやすいのよ。

　まったく、彰吾には困ったものね。まぁでも、そこで登場するのがあなたのことをよく知ってる私ってこと。

　彰吾は、彼女の本性が分からなくて一緒にいるだけかもしれないわけだし。

　だからこそ、幼おさな馴な染じみとして見定めないといけない……！

　まぁただ、話してみて思ったけど簡単にボロは出さなそうなのよね。

　何か隠しているのは態度から察する部分はあるけれど、中々誤ご魔ま化かすのが上手うまいわ。

　けど、絶対に尻尾しつぽを掴つかんでみせるから……っ！

　私はそう気合いを入れて、三人でやり始めたレースゲームの画面に集中した。

「おお、まひろんやるね～！　ゆいなも負けてらんないなぁ～」

「ああ！　横から甲羅は困るよー……」

「ふっふっふ～。バナナガードはさせないぜ！」

「ふんっ」

　白熱するレース展開に盛り上がっているようだけど、私は冷静に次のことを考えていた。

　──恋愛は勝負。

　勝った負けたの勝敗がハッキリと出てる残酷な椅子取りゲーム。

　それが、恋愛だと私は思っている。

　どんなことでも負けてらんないし、特にぽっと出の人になんて負けるわけにはいかない。

　しかも相手は、私に対して〝明確なマウント〟を仕掛けてきている。

　趣味は料理ですって……？

　ふふっ。これは私への宣戦布告と受け取ったわ。

　きっと彰吾からは私のことを聞いていたんだろうし、これは間違いなく挑戦状ね。

　マイルドな言い方をしていたけれど、私には『料理が好きだけど、私に勝てますか？』っていう風にしか思えなかった。

　まさか正面から挑んでくるなんてね。

　裏でコソコソせずに正面から向かってきた心意気だけは認めてあげる。

　けれど、料理が得意な私に対してにわか知識の披露でもするつもり？

　正直、片腹が痛くて欠伸あくびが出るほどよ。

　まぁどんな勝負であっても、絶対に負けないのだけど。

　恋もゲームも、全部私が勝つ!!

　私は心の中で再び気合いを入れて、ゲームに臨む。

　このレースゲームは臨場感があって、私が本当にマシンに乗って運転しているかのように、体が左右に揺れていた。

　右へ、左へ、曲がる度に体が動いている。

　そして、最後のコーナーを壁沿いに走り、ゴールする前にレースが終了を迎えることになった。

　私は、コントローラーを床に置き、

「まぁ、最初はこんなところね」

　と、ひと息ついてから肩を回した。

「あずあずよわっ!?　何、やりきった雰囲気出してるのぉ!?」

「いい勝負だったじゃない。死闘とはこういうのを言うのね」

「いやいや、ゴールする前にゲーム終わってじゃーん！　あずあずが不器用なのは知ってるけど、下へ手たすぎだってー。ね、まひろん??」

「ま、まぁ初めてやると難しいよね。ドリフトとか、コース取りとか考えること多いから……。でも、初心者は呑み込みも早いからすぐに上手くなるよっ！」

「……このゲームそこそこやって長いんだけど、私」

「え、えーっと……」

「まひろんかわいそー。こんな人はフォローできないよねぇ～。ハッキリ言っていいよ？　人の話を聞かないで突き進むから、上手くいかないんだよーって。ほらほら～」

　ゆいなは私を挑発するように言って、何度も頬ほおを突つついてきた。

　不満そうに見ると、にししと意地の悪い笑みを向けてくる。

　……そんな安い挑発に乗るわけないじゃない。

　私は嘆息し、ちらっと白しろ中なかさんを見る。

　彼女は相変わらず無駄に爽やかな笑みを浮かべていた。

　くっ……余裕の笑みってわけね？

　けど、まだよ。

　このゲームに負けただけで、根本的な勝負に負けたわけではないのだから。

　勝負は『相手が負けた』と認めるまで、決着とは言わない。

　そんなことを考えていると、白中さんが遠慮気味に肩をちょんと触ってきて、顔を向けると微笑みながら話しかけてきた。

「良かったら、東ひがし浜はまさんに教えるよ？」

「教えるってゲームを？」

「うんっ。動き自体は悪くないと思うから、コツを掴めばすぐに上手くなると思うんだぁ」

「お気持ちだけで結構よ」

「そ、そっかぁ……」

「今度、彰吾にでも教えてもらうわ。昔は私ぐらいの腕前だったけど、最近は上達したみたいだし」

「アハハ！　確かに、おにぃも結構下手だったよねぇ～」

　彰吾は私と同じで不器用だ。

　ただ、私と違うのはできないことをそのままにしないで、努力をしてカバーする。

　勉強と違ってゲームに関しては好んで時間を取らないから後回しだったけど、最近は前と違って自意識高い系クソ真面目勉強馬鹿から脱却していた。

　料理、ゲーム、私たちとの時間。色々なことに時間を割いて、けどどれも疎おろそかにしていない。

　ほんと……何事も一生懸命なのよね。

　できないことを素直に認めて、教えを乞う姿勢は私にない部分だから……そこは尊敬してる。

「おにぃって急に上手くなったよねぇ～」

「努力馬鹿だからじゃない？」

「それはそうだけど。ゲームは攻略やテクニックの解説を見るだけじゃすぐには上達しないからねぇ……うーん」

「何を考え込んじゃって。いつもの結果でしょ」

　ゆいなは両手の人差し指で自分の頭の横を突く。

　そして何かに気が付いたのか、手をポンと叩たたいた。

「もしかして、まひろんが教えたとか??」

「あ、それは……」

「その反応……ははーん、やっぱりねぇ～。じゃあ、あずあずがおにぃから教えてもらったら師匠はまひろんってことになるねっ！」

「…………」

「あれあれ～。黙っちゃったぁ？　ざーこざーこ──にゃっ!?」

「うるさい口はここー？」

「んーっ!!　ん～っ！」

　私は、ゆいなの頬を両手で挟み、じたばたと暴れる彼女の頬をこねくり回した。

　……元からゲーマーってこと？

　それか単純にやったことが多いから？

　どちらにせよ、分が悪いわね……。

　彼女の欠点や弱点、そして勝つための戦略を考えるためにも時間が欲しい。

　そうなれば、そこそこ時間がかかってなおかつ、私が得意なゲームで様子見するのが吉……。

　私はゆいなを放し、前振りを入れつつ提案をすることにした。

「まぁ、このゲームがたまたま上手かったんでしょ？　別のゲームなら私と同レベルよ」

「ん～？　でも、あずあずは全部下手だよねぇ？　マ〇カーの前にス〇ブラもやったけど、全然だったじゃーん」

「そんなことないわよ。今までは私の苦手な部類だから。それに、獣を狩るのはそこそこできるわ」

「モ〇ハンのこと？」

「まぁそれね」

「どうしてそんな得意気でいられるのさぁ……。いつもキャリーしてもらってるくせによく言うよー」

「正面からぶつかってもイノシシは倒せるようになっているから、進歩でしょ？」

「武器が強くなれば、それは倒せるよぉ」

「ま、そのゲームで腕前を見ようってことよ」

「確かに露骨に差が出るけどさぁ」

　ゆいなは気が進まないのか、少し悩んだ素振りを見せる。

　それから、ゲームを持ってきて、

「まひろんはやったことある～？　ウチにあるのはひと世代前のばかりだから、知らないかもだけど……」

　そう言ってから、白中さんの前に置いた。

　流石さすがにこれはやったことないでしょ？

　このゲームはゆいなが好んで遊んでいるけど、販売中のものじゃない。中古で買わないと手に入らないし、特に白中さんみたいな普通の女の子って感じの子は知らないまであると思う。

　私は、彰吾とゆいなと付き合いが長いから知っているけど。

　きっと第一声は『初めて触るよ～』ね。

「いいゲーム機だよね～」

「え……そ、そうね」

　白中さんの予想外な反応に私は言葉を詰まらせる。

　首を傾かしげる私に気づいた様子はなく、彼女はテーブルに置かれたＰ〇Ｐを嬉うれしそうに手を取った。

「これはソロでやればいいのかな？　それともみんなで??」

「え、えっとね。あずあずが腕前を見たいみたいだからソロかなぁ？」

「腕前……じゃあ、闘技場か訓練だよね？」

「う、うん。金きん獅じ子しとか……」

「分かった。運も絡むけど、頑張るねっ！」

　白中さんはそう言って、慣れた手つきで操作し始めた。

　知っているような素振りを見せる彼女に、ゆいなは半信半疑の様子だった。

　それもその筈はず、私たちの周りでこのゲームを未いまだにやっているような人には会ったことがないし、会うわけがないと思っているから。

　だからこそ驚いていたわけだけど……。

　彼女のゲーム画面を見たことで、いつの間にかゆいなからは、いつもの茶ちや化かした態度がなくなっていた。

　プレイする姿を真剣に見つめて、息を呑のんでいるようだ。

　こんな真剣な顔…………どちらのケーキが大きいか、選んでる時ぐらいじゃない。

　私は違和感を感じながら二人を眺める。

　そして、ゲームを始めてから少しして、クリアをした時に流れるＢＧＭが聞こえてくると、ゆいなは立ち上がって拍手をした。

「ええぇぇ～！　うまっ!?」

「ふぅ……」

「しかもその動き……。クリア画面の確認の仕方が、ＴＡをやりつくした人のやつじゃん!!」

「ティーエー？」

「タイムアタックのことだよ！　闘技場や訓練はやり込み要素だからねぇ」

「へ、へぇ～……」

「凄すごいなぁ～。こんなタイムは私も出したことないしぃ」

「えへへ……ちょっと練習したんだぁ」

　まさか計算高い女!?

　これも想定して動いていたってこと!?

「いやぁ。ゆいなも流石にびっくりだよ～。っていうか……想像以上」

「これなら一緒にできるかな？」

「ふっふっふ～。もちのろんだよっ。これはゲーマーとして負けられないねぇ～！」

　……なんか悔しい。

　盛り上がる二人を見ていると、自分が置いていかれるような、そんな疎外感に似た焦燥を持ってしまう。

　まるで私を除のけ者ものにして、そのままいなかったかのように…………。

　その時、私の脳内に雷が落ちたような衝撃を受けた気がした。




　まさか────これは作戦!?




　彰吾を攻略するには外堀からってこと!?

　母親、妹……。

　結婚すれば家族は否いや応おうなく関わることになる。

　だから、上手うまく取り入ることが肝要だ。

　それを実行してるっていうわけ……!?

　だったら、彼女の行動に納得ができる。

　常に笑顔なのも、油断させるための罠わなで……最終的には、私のポジションを我が物にして、出し抜こうっていう魂胆に違いないわ！

　私の考えを裏付けるように、白中さんを様子を窺うかがってみると、どこかほくそ笑むような表情…………悪女の顔をしている気がした。

　さっきまでの笑顔が全て、怖い顔に見えるわね……。

　策を練ろうにもどうすればいいの……？　もしかしてもう手遅れ……？

　白中さんの対応に悩み、頭を捻ひねっていると、

「東浜さんも一緒にやらない？」

　と、彼女が声をかけてきた。

「私は……」

「ゆいなはいいけど、あずあずじゃまひろんの足元にも及ばないと思うよぉ？」

「みんなで騒ぎながら楽しむのもゲームの醍だい醐ご味みだと思うから、勝ち負けが全てじゃないと思うんだぁ。だから、東浜さんも一緒に楽しめたら私は嬉しいな」

「お！　言うね～。ここであずあずを煽あおるなんて」

「そ、そんなつもりはないよ！」

　白中さんはあたふたと、首を振って否定する。

　その可愛かわいらしい仕草に嫌いや味みは感じなくて、寧むしろ清すが々すがしいぐらい自分との違いを思い知らされた気分になった。

　……彰吾はこういうタイプが好きなの？

　そう思うと、余計に負けてらんないじゃない。

　私は、深呼吸をして気持ちを落ち着かせた。

「とりあえずゲームはパス。もう少し上手くなってから一緒にやってよ」

「あれれ……？　あずあずにしては素直」

「別にいいじゃない。それよりも次のことしましょ？」

「じゃあ……トランプとかならどうかなぁ。神経衰弱とか良さそうだと思うの」

「いいじゃない！　トランプなら慣れてるから」

「え～っ。ゆいな頭を使うのきらーい」

「我わが儘まま言わないの！　じゃあ私が持ってくるから、待ってなさい」

　私は彰吾の部屋に入り、昔よく遊んだトランプを引っ張り出した。

　……フフ。これなら勝てる。

　カードの裏面からでも数字が分かるこのイカサマトランプならねっ！

　やっぱりひとつぐらい勝ちをもらうから。

　──最終的に勝てばいいのよ!!

　と、そんな悪役的なことを考えながら、私は二人のところに戻った。







　──十分後。

「え、うそ……負け？」

「あ～おしかったねぇ。僅差でまひろんの勝ち～」

「こんなことにはならない筈なのに……あっ」

「え？　何その反応…………もしかして、あずあずはズルしてたとかぁ？」

　ゆいなはぐいっと近づいてきて、怪しむような視線を向けてくる。

　私は彼女から顔を背けた。

「このトランプって前から家に置いてあるし、ずっーと前からこんなことしていた？」

「…………うっ」

「せこっ!!」

　私は顔を手で覆い、ゆいなを見ないようにした。

　……穴があったら入りたい。

　すぐにでも逃走したいぐらい恥ずかしい状況だけどそんなことできるわけもなく、ゆいなは私の肩を後ろから掴つかみ、ゆらゆらと揺らしながら責め立ててくる。

「慣れてるって自信満々だったけど、イカサマのことだったの～!?」

「……っ」

「うわぁー。勝ちそうになっていた時にドヤ顔していたけど、痛いって～。いたた～」

「手段がどうであれ、勝てばいいのよ！　勝てば官軍負ければ賊軍！」

「いや、負けてるけどねん」

「…………」

「とりあえず謝りなよ～。勝負を挑んで、しかもズルして勝とうとしたんだから～」

「そ、それは……」

　私は、恐る恐る白中さんへ視線を向ける。

　目が合うと彼女は微笑ほほえんできて、「私は楽しかったから、気にしないよ」と、特に気にした様子もなく言ってきた。

「許してくれるとか、心の広さもあずあずと段違いじゃん……うわぁ、あずあずは残念な子ー」

　煽ってくるゆいなを無視して、今度は紙に式を書いてゆく。

　そして、それを彼女の前に叩たたき付けた。

「ま、まだ終わりじゃないわ！　今度は知識で勝負よ！」

「切り替えがはやいねぇ。あずあずは諦めが悪いねー」

「うるさいわね！　こほんっ……そうね、最近の話題だとこの紙に書いた『ｘ＝ｘ＋１』についてとかはどう？」

「えー何その質問～。ぺっぺっー……数学滅ぶべし」

「どんだけ嫌いなのよ……」

「む～り～っ」

　私もこの話は良く分からないけど、少し前にネットで話題だったこともあり、見み様よう見み真似まねで書いただけで、意味は知らない。

　ただ、知識マウントで勝とうと思っただけだ。

　彼女も知らなかったら、『答えを聞くんじゃなくて、自分で調べれば』と言えばいいし。

　でも、残念ながら私の目もく論ろ見みは秒で瓦解してしまった。

「ゆいなちゃん、それは数学じゃなくてプログラミングで使うんだよ？」

「え、そうなのぉ……？　ゆいなからしたらイミフなんだけどー。どんなぁ？」

「……聞かせてもらおうじゃない」

　私は、余裕たっぷりな態度でソファーに腰を下ろして腕を組んだ。

　手を差し出して、彼女に答えるように促す。

　白中さんは、紙に書きながら説明をし始めた。

「数学とちょっと考え方が違うんだけどね。〝＋〟という効果をｘとｙの記憶領域に適用し、新たなデータを作り出すことなの。〝＝〟は、その新たに作られたデータを左側の変数に記憶するという効果かな」

「どういうことぉ？」

「例えるなら、『ｘに数値で１００、ｙに数値で２００がそれぞれ記憶されている』と仮定してｘ＝ｘ＋ｙを実行すると、ｘに『１００＋２００』の結果である『３００』が記憶されて、ｙは『２００のまま』って動きになるっていう感じかな」

「「へ～」」

「ただ、専門的な勉強をして理解したわけじゃないから、あくまで知識程度にしか分からないんだけどね。えへへ」

　私とゆいなの頭の上には、きっとはてなマークがいっぱい浮かんでいたと思う。

　ってか、何で普通に答えられるのよ。

　折れかける心をなんとか奮い、今度は不意打ちでなぞなぞを仕掛けてみる。

「……カエルのお父さんは『ケロロー』と鳴いて、お母さん、お祖ば母あちゃんは『ケロリ～』と鳴きます。じゃあ子供はなんて鳴くでしょう」

「なぞなぞかな？　えーっと、答えは……」

　脈絡なくなぞなぞを出された白中さんは、首を傾かしげた。

　どうやら付き合ってくれるようで、相変わらずニコニコしている。

　まぁ突然のぶっ込みだから、これは答えられない筈はずよ。

「さぁ答えは……」

「答えは『鳴かない』だよね？　カエルの子供っておたまじゃくしだから」

「……正解」

「ふふっ。やった～」

　え、何この子……？

　……なんか、色々できすぎて怖くなってきたんだけど。

　そもそも普通プログラミングとか、勉強してるもの？

　必要ない人には絶対に必要ないし、私なんて『話題としてある』程度の認識だったわよ。

　次の手が思いつかず、平静を装って余裕なふりをしていたことが崩れてゆく。

　ゆいなは「凄すごいねぇ～」と言い、さっきよりも白中さんとの距離が近づいているみたいだ。

　最も早はや勝てるのが……幼おさな馴な染じみとしての立場だけ。

　でも、それだけで進展がないから、今のままでいるだけではダメだと思えてくる。

　特に、この子を見ていると、焦りと一緒にその気持ちが一層高まってくるようだった。

　──はぁぁ。粗探しをしても、いいところしか出てこない。

　何でも知っていて、けどそれをひけらかさない。

　どこか優しさと安心感を彼女から感じてしまう。

　それが……悔しく思えた。

　まったく。勉強とかの知識は、彰吾も大概だと思っていたけど彼女も努力し……………あ。

　そう思った時、すとんと腑ふに落ちた感覚が私に生まれた。

　今日のやりとり、会ってからの仕草……その全てが繋つながった気がした。




　だから──知りたい人、って。




　あーあ。競うとか、負けるとか……なんか、馬鹿馬鹿しくなってきた。

　それよりも、この子がどんな人で、何ができるのか……ちょっと興味が湧いてきた。

　私はそう思って、「料理が好きってことだけど、何を作るの？」と共通の話題を振ることにした。

　白中さんは目を丸くして、それからなんだか嬉うれしそうにはにかんだ。

「色々あるよ！　得意料理はね～」

「無難に肉じゃがとか言うんでしょー？」

「あ、確かに得意かも」

「やっぱりね。私は昨日、作ったわ。今日は中華を作るつもり」

「中華いいねっ。昨日は夜食を作ったかなぁ～。それ以外はお母さんが作ってるの」

「夜食って何を作るの？　カロリーが低いやつ？」

「土手煮かな」

「ぶっ、どんなチョイスなのよ!?　太るじゃない」

「わ、私が食べるんじゃないよ!!　お姉ちゃんがお酒と一緒に欲しがったりするの～！」

　彼女は顔を赤くして否定した。

　その様子がおかしくて、私はくすりと笑う。

「ねぇ他には何を作るの？」

「えーっとね。他のお姉ちゃん用の夜食は……酢豚を作ったかな」

「よく覚えているわね。ちなみにパイナップルは入れる派？」

「入れるよ！　ただ、意外といい値段しちゃうから悩みどころだけどね」

「まぁでもパイナップルは入れた方がいいわ。理由は、勿もち論ろん知ってる？」

「肉が柔らかくなるよね。事前にハチミツに漬けて柔らかくすることもできるみたいだけど、下ごしらえが大変って感じ。東浜さんは??」

「そうね。私は下ごしらえに困ることないけど。大体の材料は常にあるから」

「いいなぁ～」

　羨ましそうに笑う彼女に、私もつられて笑う。

　こういう波がないゆったりとした雰囲気って、男の子は好きなんでしょうね。

　でもそれは、この子が周りを凄く見ているからなのだろう。

　だからきっと、

「白中さんってさ、損な性格って言われない？」

「あはは……よく言われるかも」

「でしょーね」

　私は、思わずくすりと笑った。

　そんな私を見て、二人とも肩の力が抜けたように表情を緩ませた。

「彰吾とはいつからなの？」

「きっくんは覚えていないと思うけど、小学生の時だよ」

「幼稚園だから、出会いの早さは私の勝ちね。私の方が関係が深いわ。しかも、髪のこれ、プレゼントなの。白中さんはもらったことないでしょー？」

「プレゼント……わぁ、いいねっ！」

「でしょ？　これも勝ち」

「ぷぷっ。マウントの取り方が情けない……。プレゼントをもらって、出会いも早いのに進展してないとか、あずあずがチキンを発動したってことだねー」

「うっさいなぁ！　あんたも一緒じゃない」

「私は求めてるものが違うも～ん。それにゆいなも小学生の時だし～」

「はいはい。とりあえず、悪い女に騙だまされてるわけじゃなくて良かったわ。色々と彰吾が考えを改めることになったのは、白中さんのお陰ってことね」

　もし、陰でこそこそして、嫌いや味みな人だったら徹底的にと思っていたけど。

　今の私にはその気持ちは全くなくなっていた。

「あはは……」

「じゃあこの前、彰吾と話したことも当然聞いてるってこと……？」

「うん。自分の気持ちは伝えたとは聞いているよ」

「……そう」

　目の前にいる彼女を見て、ふと思ったことがあった。

　……もしかしてじゃなくて、やっぱり知らないんじゃない？

　ゆいなともさっきそんな話をしたけど、彼女の態度、性格を見て確信している自分がいる。

　だって、彰吾が全て話しているのであれば、『両思いかも！　やった～』的な流れでぐいぐい行きそうなものだと思うの。

　それがないなら、知られちゃったら私が負けてしまう……。

　他の勝負は勝てなくても、これだけは負けたくない。

　たとえ彼女がどんなにいい子でもね……。

　これは私のアドバンテージだから。

　でも、今はね。

「まぁ、仲良くしましょう。せっかく知り合えたんだから」

　彰吾を変えてくれた彼女に感謝して、この子とはこれからも関わっていきたいと思う。

　恋愛観が小学生以下の彰吾に芽生え始めた気持ちと変化。

　嬉しくはあるけど、同時に不安もある。

　絶対に負けないからっ！

　そのためにも徹底的に粗探しをして、弱よわ味みを握りましょう。

　どんなにいい子でも……何かはある筈!!

「うわぁ。絶対にあずあずは残念なことを考えてるぅ。仲良しこよしは賛成だけどねん」

「白中さん。学校での彰吾のことを教えて。私、もっと彰吾のことを知りたいの」

「ふふっ。もちろん、なんでも聞いてね？」

　私たちは、彰吾が帰ってくるまで、学校の話とかで盛り上がることになった。




　　　　◇ ◇ ◇




　真ま優ひろが心配で、俺は買い物から走って戻ってきた。

　残念ながらゆいなが言っていた紅茶はコンビニをいくつ回っても見つからなくて、結局『午〇の紅茶』を数本買ってきた。

　……大丈夫か？

　梓あずさもゆいなも、俺のことになると怖いからな。

　それに、なにやら不穏な空気も感じたから……。

　けど、真優が困っていたら仲裁するのが俺の役目だ。

　そう思って、みんながいる部屋のドアノブに手をかける。

　すると、部屋の中から楽しそうな声が聞こえてきた。

　……盛り上がってる？

　部屋を恐る恐る覗のぞくと、そこには楽しそうに話す三人の姿があった。

「それで、あの時、そんなことがあってね」

「へぇ～、おにぃにそんなことがあったんだぁ」

「意外な発見ね」

「ただいま……。えっと……俺がいない間に何があった？」

　三人は顔を見合わせて、笑い合う。

「彰吾には、言えないの秘密の会話よ」

「……それ、凄く怖いんだが……まぁでも、仲良くなったのならいいのか？」

「アハハッ！　まぁそういうことだねぇ～」

「楽しく話してたよ、きっくん」

　仲良くなったことは、嬉しいことなんだが……。

「女子って……ほんと、よく分からん……」と、そんな呟つぶやきが漏れ出ていた。
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　あの日以来、どこか上の空だった。

　バイトをしていても、何な故ぜか現実感がない。

　生活自体は変わらず、普段からのルーティンもいつも通りなのに、どこか没入できないでいる。

　病院に行っても体に異常は見られなかったのに、微妙にむず痒がゆい体のざわつきは、何故か治らないままだ。

　……どうしたんだろうな、俺。

　前は勉強やバイトをしている時は集中していて余計なことを考えないで済んでいたのに、今は常に色々なことを考えてしまう。

　梓あずさにゆいな、そして真ま優ひろのこと。不整脈の可能性も残し、俺のこれからのことも……気になることばかりだ。

　そもそも、この常に気になってしまうことが恋なのか？

　それとも何も知らなかった人間が未知の感覚に惑わされているだけに過ぎないのか……？

　仮にこの気持ちの変化こそが好きな気持ちだったとして、俺はそもそも人に好かれるほどに素晴らしい人間だと言えるのだろうか？

　──みたいな考えが頭をぐらぐらと揺らし、胸につかえる気持ち悪さが焦燥感を煽あおってくるようだった。

「先輩。今日も相変わらずの仏頂面ですね」

　冷めたような淡々とした声をかけられたと思ったら、頭をポンと叩たたかれた。

　振り返ると、バイトの後輩である南なん條じよう乃の華かが肩まで伸びたアッシュグレーの髪を手で耳にかけてから、不機嫌そうに「仕事に集中してください」と言ってきた。

「すまん」

「謝罪はいいので、皿の片付けを手伝ってください。重たいのは先輩の仕事です」

「悪かったよ。てか、仏頂面ってそういう南條も同じような感じだろ」

「まぁ私はクール系ですから」

「自分で言うことか、それ」

　俺がため息混じりにそう言うと、南條はくすりと笑い軽めの皿を全て持っていってしまった。

　相変わらず遠慮がない……本当に重たいのだけ置いていったな。

　バイトの後輩の南條は一個下の後輩で、見ての通り可愛かわいげがない。

　いつもどこか冷めているような態度で接してくるし、お客さんにも笑顔を振りまくようなこともない。

　笑顔なしってホールの仕事としてどうなんだろうって気はするが……。

　でも間違った対応はしないし、冷静沈着で慌てたりもないから、ミスなんてバイト始めぐらいにしか見たことがない。

　まぁ、あの性格でも一部の客からは需要があるようだから、俺がとやかく言う必要はないのだろう。

　俺は持ってきた皿を洗い場に持っていき、皿洗いを始めていく。

「先輩、これもお願いします」

「了解。やっぱりランチ後だから皿が多いな。洗い場にあるので全部か？」

「いえ、残念ながらそれは一部ですね。まだまだありますから、テキパキとお願いします。一息入れる暇はないですから」

「分かってるよ。急ぐから」

「『可愛い後輩も手伝ってくれ～』とか泣き言を言わないんですか？」

「変な声真似まねはやめろ。全く似てないからな」

「分かってますよ。本物はこの百億倍情けない声ですもんね。私じゃ到底真似ができないです」

「いつもに増して絶好調だな……」

「お褒めの言葉ありがとうございます。それで、本当に手伝わなくていいんですか？」

「別にいいよ。テーブルとかを拭いてもらっているわけだしさ。適材適所の分業制でいくのがいいだろ。まぁとりあえず休憩に入ってくれ」

「それはどうも。では、お先です」

　南條は抑揚のない声でそう言って、控室に入っていった。

　口を開けばこんな感じのやりとりばかりだが、仕事上の関係は悪くない。

　互いに自分がやるべき領分を理解しているからだろう、会話をしなくても仕事はいつも滞りなく終わる。

『これはやるべきか？』みたいに周りの様子を窺うかがうなんてことも、彼女とシフトに入っている時は全くないから気が楽だった。

　唯一、気になることがあるとすれば、彼女の性格がいまいち掴つかみどころがないことだろう。

　……どこの学校とか、普段は何をしているのか……とかも本当に知らないんだよな。

　そもそも聞いたら、『詮索するってキモいですね』とか言われそうだ。

　俺がそんなことを考えていると横から「先輩」と声がかけられた。

「ん？」

　声のする方に顔を向けると、控室に入った筈はずの南條が隣にいて、手にはコーヒー牛乳のパックを持っていた。

「もしかして差し入れか？」

「飲みかけですけど……まさか」

「めっちゃ引いた顔するなよ。タイミング的に差し入れだと勘違いしただけだ」

「冗談ですよ。勿もち論ろん、分かっています……分かっていますよ」

「その『分かった』と言うのが勘違いを理解したのか、それとも俺の変態性を勝手に決めつけたのか……どちらだろうって疑問は敢あえて聞かないようにしておく。態度的には明白であるけどな」

　生意気な後輩のペースに流されてはダメだと、俺は彼女から視線を洗い場に戻す。

　ただ、彼女は俺に用があるのか横でコーヒー牛乳を飲みながらじっと見つめていた。

「……何か用があったのか？」

「そうですね。まぁ聞きましたよ、この前のこと」

「この前？」

「この前、バイト先に女の子を連れ込んだとのことですが…………公私混同が甚だしいですね。死んでください」

「弁明の余地なく、酷ひどい言い草だな……」

「事実ですよね？」

「ただのバイト紹介だよ。頼まれたんだ」

「着せ替え人形にして遊んでいたって話を聞きましたけど？」

「それは俺ではなく新あら井い先輩だ」

「バイトの制服姿を見て、ニヤついてたって話は？」

「…………ニヤついてはいない……たぶん」

「最低ですね」

「くっ。それは…………弁解の余地がない」

　真優の制服姿が似合っていたから見み惚とれていたとは思う……。

　ただ、ニヤつくような顔はしていなかった筈だ。

　これはあくまで主観だから、他人から見たらそうは思えないかもしれない。

　返答に自信がないのはそういうことだ。

「まぁ、ここのバイト着が可愛いのは否定しませんよ。普段の可愛さが何割増しになっています。どうです？」

　南條はそう言って、スカートをひらっとして鼻を鳴らした。

　まぁこの後輩にも似合っているのは事実だろう。

　だが、それを俺が口にすることはない。賛辞を贈ろうものなら、その数倍の小言を言われることになるからな。

「確かに南條言う通り、ここのバイトは制服がウリでもあるよな。企業の戦略が上手うまくいってると思うよ」

「……ま、先輩はそういう人ですよね」

　俺の言葉が気に食わなかったのか、彼女の声がいつも以上に素っ気なく冷たい感じに聞こえた。

　……いや、どうすれば良かったんだ。

　ほんと、女の人の気持ちを理解するのは難しい。人の気持ちなんて分からないことが多いから、理解できていると思う方が傲慢なのかもしれないが、これも俺の努力不足のせいだろうか……？

　俺はそんなことを考えて頭を悩ませていると、横からため息が聞こえてきた。

「ハァ。それで先輩、連れてきた方は同じ学校の人なんですか？」

「ああ。クラスメイトで仲がいいんだ。それでバイト紹介って感じ」

「へー」

「南條は誰か友達とか連れてこないのか？」

「連れてきませんよ」

「あ……」

「……その同情的な目はやめてください。友達がいないわけではありませんので。冗談ではなく本当ですから」

「すまん……」

　地雷を踏んだと思ったけど、そうではなかったらしい。

『何を言っているんだか』といった様子で、呆あきれたように肩をすくめてみせた。

　南條の友達ってあんまり想像ができないが、バイトと学校では雰囲気が違うのか……うーん。

　あ、そういえば、南條って学校の話とか全くしないよな。

「なぁ、南條って学校どこに通っているんだ？」

「……珍しいですね。先輩が私に興味を持つなんて」

「そうか？」

「そうですよ。前は『仕事以外興味ありません』っていう感じでしたので」

　南條はだるそうにしている目をぱちくりとさせ、驚いているようだった。

　確かに彼女の言う通り、そういうこと聞いたことなかったもんな。

　彼女はクスッと笑い、挑発するような視線を向けてくる。

「どこの学校だと思いますか？」

「他の学校についてよく知らないが……確か南條の学校は私服だよな？　バイトに制服で来ているのを見たことがないし、そうなると私服の学校は限られてくるから」

「いえ、私の学校は制服ですが？」

「……うん？　制服なのか……？」

「はい。制服がそんなに気になるんですか？　うわぁ……」

「ドン引きした顔をするなよ。ただ、バイトに私服で来ているから、面倒じゃないのかって思っただけだ」

「学校はバイト禁止ですので」

「それで毎回私服に？　バレたら罰則があるってことか」

「そうですね。万が一、見つかったら停学です」

「厳しいな……」

　けど、そんなリスクを負ってでもバイトをしないといけないということは、のっぴきならない理由でもあるんだろう。

　そう考えると……。俺にできることは限られるかもしれないが助けたいな。

「その表情……これをネタに私を脅そうとしています？」

「あらぬ妄想だ。俺を何だと思っているんだよ」

「鬼畜女たらし」

「酷いな……。いや、俺はただ、そんなリスクを冒してまで、バイトをしなきゃいけないのは大変だと思ってさ。何かできることがあれば協力をって──」

「遊ぶのにはお金が必要ですからね」

「おい。俺の心配を返せ」

「いいじゃないですか。理由は人それぞれで。そういう先輩こそ、どうしてアルバイトを？」

「金はあって困るものでもないだろ」

「なるほど、彼女に貢ぐためですか……。残念ながらその相手は先輩を彼氏ではなく『財布』と思っていますよ」

「違う。てか、何で俺はそういう扱いなんだよ」

「バイト内で浮ついた話を耳にしないので、別にいるのかと思っていまして」

「俺は誰とも付き合っていないし、貢ぐ相手もいないからな」

「…………へー、いないんですね」

「そもそもアルバイトをしているのは、大学は自分の金で行こうと思っているからだ。別に遊ぶ金が欲しくてやっているわけではない」

「そうでしたか」

　南條は興味なさそうに、視線を他に移した。

　だが、顔を背ける際に見えた口元には薄っすらと笑みが浮かんでいるように見えた。

「じゃあ先輩は、彼女がいないから色々な女性の間でフラフラしてるってことですね」

「フラフラと言われると耳が痛いが……。何人も親しい女性がいるわけではない」

「つまりは一人ではなく、何人かはいるってことですよね？」

「まぁ……」

「そうでしたか。つまりモテるんですね。クズは死ねばいいのに」

「おい、流れるように暴言を吐くなよ。それにそういう南條こそ、モテそうじゃないか」

「あいにく、学校、バイト、塾しか私の行動範囲はありませんので」

「場所だけ聞くと出会いがありそうにも思えるが……塾とかにはいないのか？」

「いません。それに今は、最近入った方に男子たちは釘くぎ付づけですからね」

「そんな人が入ってきたのか。俺が聞いても分からないとは思うが、どんな人なんだ？」

「東ひがし浜はまって人ですよ。見た目からして目を惹ひく方ですね」

　……普通に知り合いだった。世間は狭いな。

　俺が苦笑いを浮かべていると、南條がじーっと見てきて、それから首を傾かしげた。

「あれ。もしかして、お知り合いですか？」

「まぁそんなところだよ」

「親しい感じで？」

「所謂いわゆる、幼おさな馴な染じみだ」

「つまり、先輩には可愛かわいい友人と美人な幼馴染がいると……」

「……そうなるな」

「やはり、全人類のために一度死んだ方がいいです。女性を侍はべらすなんて、先輩はとんだクズですね」

　南條は、ゴミを見るような目で俺を見てくる。

　俺が苦笑すると、彼女は大きなため息をついた。

「フラフラしないで、さっさとひとりを選んで付き合ってください」

「そうは言うが、軽々しく決められないだろ？　恋には双方向性が重要なんだから」

「双方向ですか？」

「向けられる気持ちに、同じだけってことだよ。つまり、生半可な気持ちで付き合うことは最低だってことだ。その先まで考えないとな」

「その先って結婚ですか？」

「まぁな」

「普通に重くて面倒な考え方ですね」

「俺にとってはこれが普通だからなぁ。重くともなんともない」

　俺がそう言い切ると、南條はため息をついた。

　恋愛について、俺の知識不足が否めない。

　今まで毛嫌いしていたが、最近では知識の吸収は急務だと思っている。

　恋愛の指南本も買って勉強中ではあるが、中々成果は出ていない。

　知識を入れても、実際にはいかせていないのが現実だ。

　それに、

「自分ってまだまだだなって思うんだよ」

「と、言いますと？」

「残念ながら、俺は好意を向けられるようなできた人間ではない」

　そう言うと、南條は「そうなんですか？」と首を傾げた。

　俺は洗っている皿に視線を落とし、手を動かす。

　いくつか洗い、食洗機に入れたところで話し始めた。

「俺には誇れるようなことが、少ないんだよ。彼女たちと自分を比べると俺は相応ふさわしくないと思ってしまう。だから、好意を向けられるだけの存在になるために頑張らないとな」

「そういうことでしたか。確かに、先輩は頭が固くて、不愛想でノリが悪い。つまらなそうに見えることが多いですよね。しばしば、『この人、大丈夫か？』って思いますし」

「あはは……南條は本当に容赦ないな……」

「まぁでも、良いところはあると思いますよ」

　南條はそう言って、食洗機から出てきた皿を手に取り、タオルで拭き始めた。

　俺に背を向けるようにして立ち、いつもの抑揚のない声で「馬鹿ですね」と呟つぶやく。

「自分にとっての当たり前は、他人にとっては特別だと感じたりすることがあります。自分の常識は他人の非常識ってやつですね」

「俺が非常識って言いたいのか？」

「それは否定しません。ただ、別に『彼女たちに相応しくない』なんて思う必要は先輩にないんですよ。好意を寄せられているのであれば、自分では気づいていない惚ほれる要素があったということですから」

「…………」

「なので、ごちゃごちゃ考えず、先輩は先輩らしくしたらいいんじゃないですか。まぁ、残念な欠点を直そうとすることは良いことだとは思いますが」

　休憩にもかかわらず、せっせと皿を拭いていく。

　表情は見えないけど、髪の隙間から覗のぞく耳は薄っすらと赤く染まっていた。

　……気を遣ってくれてたんだな。

　人の感情を推し量るのが苦手な俺でも、そのぐらいの気遣いは分かる。

　普段の俺との違いを見て、彼女なりに話してくれたんだろう。

「ありがとう、南條。スッキリした」

「いえいえ。ただ、さっきの話は先輩の話が全て妄想ではなかったという前提ですけど」

「一言余計だ」

「それは、どうも」

　南條はこちらを向き、らしくない微笑ほほえみを浮かべた。

　だが、すぐにいつも通りの冷めた表情になり、コーヒー牛乳を手に取って飲み始める。

　どこかしんみりとした空気になっているが、

「ちょっと！　ボクを置いて話をしてないでよ～」

　と、元気な声が洗い場にやってきて、しんみりとした空気は一瞬にして霧散していった。

「……新井先輩。重たいです。そして、抱き着かないでください」

「いいじゃないか。のかっちは可愛いから抱きしめたくなるんだよ。よしよ～し」

「……ハァァ」

　物もの凄すごく嫌そうな顔をして、引き剥がそうとしている。

　けど先輩はやめるつもりがないらしく、何度も頬ほおを突つついていた。

「南條が嫌がってますから、その辺にしといてください」

「はぁ～い」

　南條は新井先輩から解放されると、逃げるように控室に戻ってしまった。

　……相性が悪いもんな、新井先輩と南條は。

　先輩には毒舌とか全く意味をなさないから。

「あ、そういえば彰しよう吾ご君。この前の子は来ないのかい??　それを聞きたくて来たんだよ」

「えっと、真優ですか？　また甘いのは食べに来たそうにはしていましたが……」

「本当かい!?　それなら、ボクがいる時に是非呼んでよ！　サービスはするからさ」

「じゃあ、一応、聞いてはみます」

「ありがと。いやぁ～。この前の制服姿がかなり似合っていただろう？　だから、個人的にまた来てほしいんだよ。今度は男性の服も着てもらおうと」

「……真優は着せ替え人形じゃないですよ」

「あ、そうだ！　ここのバイトをしてもらえば合法的に制服を着てもらえるね。応募してくれないかなぁ～。応募してくれれば店長に土下座をしてでも、雇ってもらえるように頼むのに！」

「勝手に話を進めないでください。真優は断るの下へ手たなんですから、強引にはダメです。俺が止めます」

「え～っ！　なんでさぁ～」

　新井先輩が俺の胸をポカポカと何度も叩たたく、それを無視して仕事に戻ろうとしたところ、入り口から案内される声に混じって聞き覚えのある声が聞こえた気がした。

　俺は洗い場から出て、店内に顔を出す。

　すると、今、来店した客と目が合った。




「や、やっほーきっくん……ちょっと来ちゃった」
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「やぁやぁ！　来てくれたんだねッ！　もしかしてボクに会いに??」

「え、えっと。それは……」

「とりあえず、さっそく着替えを──」

「……こら。遊んでないで仕事をするよ。迷惑だからね」

「あ～っ。ちょっと引っ張らないでよ～」

　私がきっくんのバイト先にお邪魔すると、前もいた元気な先輩が来てくれて……そして彼氏さんに一瞬で連れていかれてしまった。

　きっくんはというと、恐らく洗い物をしていたのかもしれない。

　私に顔を少しだけ見せてから、また店の奥に戻ってしまった。

　……バイト中だから、仕事を優先したんだろうなぁ。

　終わらせたら、話しに来てくれるとか……？

　あ、でも今は邪魔しちゃダメだよね。

　今日の目的はあくまでパフェ！

　そう、甘い物を食べに来たんだからっ！

　別に、外できっくんに会ってもそんなに迷惑をかける心配がなくなったから、浮かれてるわけではないんだからねっ!!

　……って、なんで心の中で言い訳してるんだろう。

「あはは……とうとう来ちゃったなぁ」

　私はそう呟き、メニュー表を眺める。

　前回来た時は、東ひがし浜はまさんとゆいなちゃんと会わないようにしていたから、気をつけていたけど……今はその必要はない。

　二人とは仲良くなったし、その分、堂々とできるようになっている。

　ただ、まだ学校以外できっくんと会うのは緊張しちゃうけどね……あはは。

　だって外で一緒にいたら『バチバチな展開!!』みたいになりそうで……。

　そんな私の気持ちもあって、学校帰りに一緒にファミレスへ行くなんて勇気はなく、散々葛藤した末に時間を空けてからひとりで来ているという感じだ。

「うーん。苺いちごパフェ……、抹茶、それとも背徳デラックススペシャルパフェ……悩んじゃうなぁ。量が多くても食べられる自信はあるんだけど、デラックスはカロリーが不味まずいよね……」

　私は自分の腰辺りを摘つまむ。

　特に太っているわけではないと自分では思っているけど、可愛かわいい二人を見てから、前よりも気をつけるようになっている。けど、そういう時に限って、お姉ちゃんが甘い物を買ってきたり、誘惑が多かったりするんだよね。

　なんとか耐え抜いたんだけど……あ、だからこそ、ここで食べてちゃダメかな？

　でも、この一週間は我慢したから、思いっ切り発散したいし……。

　決めた──今日は自分へのご褒美ってことで思いっきり食べることにしよう!!

　頑張れ、明日の私。

　そして、ごめんね明日の私……！

　心の中でそんな自問自答を繰り返して、呼び鈴を押して店員さんを呼んだ。

　来てくれたのは、この前いなかった端正な顔立ちをした綺き麗れいな店員さんで、ネームプレートには〝南なん條じよう〟と書かれていた。

「はい。ご注文をお伺いいたします」

「あ、あの……これを」

　商品名を口に出すことが恥ずかしくて、私はデラックスパフェの写真を指した。

「かしこまりました。カロリー１５００ですね」

「え？」

「どうかなさいましたか？」

「い、いえ。何か不穏な単語が聞こえた気がして……。えっと、このパフェってそんなにカロリー高いんですか……？」

「背徳でデラックスですから、一日の消費カロリーといい勝負をします」

「うぅ……それは確かに背徳だぁ」

　まさか、そんなに高かったなんて……。

　メニュー表からは実物の大きさが分からなかったから、全然想像できていなかったよ。

　じゃあ、他のに──

「ただ、味は保証できますよ。一度食べたら他のパフェでは満足できなくなります」

「そ、そんなに？」

「当店の手作りチョコブラウニーに加え、四層からなるチョコの波状攻撃。濃厚な生クリームを堪能しながら飲む紅茶は……これまた逸品です。食べた人のみぞ知る、数量限定のメニュー。それがこのパフェです」
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「ど、どうすれば……」

　淡々と説明する店員さんに視線を向けると、くすりと意地の悪い笑みを浮かべた。

　誘ってる……間違いなく私を背徳の闇に誘っているよ。

　あ～っ！　どうしよう!!

　食べたいけど、そこは沼だと分かっている！

　でも、食べたい!!

「さぁお客様。ご決断を──」

「こら南條、お客様に何してるんだよ」

「きっくん!?」

　選択を迫ってきていた店員の後ろから現れたきっくんは、彼女の頭を軽く叩き、呆あきれるような顔をしていた。

　……やばい、恥ずかしいところ見られたかな？

　甘い物を大量に食べようとする大食い女って思われてたり……。

　顔が熱くなり、手で扇あおぐ。

「すみません先輩。良い反応をするからつい」

「ったく、真ま優ひろ悪かった」

「い、いや全然気にしてないよっ！　それよりも店員さんがフレンドリーでいいなって思ったぐらいだから」

「それならいいが……」

「では、改めて注文を──」

「南條。真優なら迷うことなく、デラックスを食べるよ。寧むしろ普通サイズだといくつも頼むことになって満足できない筈はずだ。な、真優？」

「無駄に爽やかな笑み……って、私はそんなに食いしん坊じゃないよ!?」

「任せてくれ、俺が作ってくるから」

「……きっくんが作るの？」

「大丈夫だ。マニュアル通りに作るから。今までも問題なく提供できている」

「そ、そうなんだ」

「任せてくれ。完璧なデラックスを作ってくる」

　きっくんは、キリッとした顔をして厨ちゆう房ぼうに行ってしまった。

　断るタイミングを逃しちゃったなぁ。

　けど、きっくんが作ってくれるのは普通に食べたいし、何より……写真で見ると本当に美味おいしそうだからね。

　ここは背中を押してもらって、美味しい物を食べられるって前向きに考えよーっ！

　でも、きっくんって、普通の料理は苦手だけど、マニュアルがあるものは問題ないんだね。

　やっぱり仕事はきっちりってタイプだからかな？

　私はそんなことを考えてパフェが出てくるのを、今か今かと待っていた。

「パフェ好きなんですね」

「うん。好きだよ」

「先輩のこと好きなんですよね？」

「うん、す──ふぇ!?」

　流れのまま答えそうになって、私は声がした方を慌てて振り向く。

　そこには注文を聞きに来ていた南條さんが戻らずに立っていて、私をじっと見つめてきていた。

「あ、あの……何か」

「協力しましょうか？」

「……うん」

「言葉足らずでしたね。『先輩への恋を協力しましょうか？』ってことです」

「ええっ!?」

　思わぬ申し出に大きな声が出てしまった。

　南條さんの顔を見ると、特に変化はなく〝無〟って状態が相応ふさわしい顔をして私を見ているだけ……。

　どうして急にこんな提案をしてきたのか分からず、私はもう一度聞き返した。

「きっくんへの……その、協力って？」

「その反応、やはりそういうことですね。もしかしてと思っていましたが、先輩と言っただけで〝城き戸ど先輩〟となったので……まぁそういことですか」

「うっ……」

　自分で墓穴を掘ったことに気づき、私は顔を彼女から背けた。

　……弱よわ味みを握られた気分だよ。

　その前に、知られたことが恥ずかしすぎるよ～っ！

　恥ずかしさのせいで、走り回って叫びたい気分……はぁぁ。

　心の中でため息をつき、南條さんを見る。

　相変わらず、何を考えているか分からない表情をしていた。

「そんなに怯おびえなくいいですよ。知ったからといって、あなたに不利益な行動をするつもりはないですから」

「そうなの？」

「ただの事実確認です。けど、協力するっていうのは本当ですよ」

「協力っていっても……」

　きっくんの場合は、彼の境遇から形成された難しい価値観があるから、協力といっても難しいと思うんだけど。

　でも、とりあえず悪い人ではないってことかな……たぶん。

「すぐには信じられないと思うので、今は心に留とどめていただければ結構です。返事はいずれ聞かせてください」

「う、うん」

　南條さんは淡々とそう言い、私の前に一枚の紙を置いた。

「まずは、ここでアルバイトしてみませんか？　ちょうど、ホールを一名募集してるんです」

「そうなの？」

「はい。良かったらですが」

　私はバイト募集のチラシを見つめる。

　協力の話からバイト勧誘に変わり、頭が追いついてこない。

　動揺が極限までいったからか、頭の中でぐるぐると思考が迷子になっているようだった。

「あ～っ！　ボクを置いてズルいよ～!!」

　そんな元気な声が耳に届き、私は声がした方を向く。

　きっくんが私が想像していたものよりも大きなパフェを持って、横には元気な先輩がくっついてきていた。

「うわぁ～。美味しそう」

「お待たせ。俺が作ったパフェだ」

「えへへ、上じよう手ずだねぇ～。食べきれるかなぁ」

「真優なら問題ない筈だ」

「あはは……」

　屈託のない笑みを私に向けてくる。

　……信頼されていることを喜ぶべきなのか、大食い甘党女と思われていることを悲しむべきなのか。

　何とも言えない微妙な気分だよー。

　私は苦笑して、パフェを口に運ぶ。

　口に広がる濃厚なチョコの味……。その想像以上の美味しさに、私のスプーンは止まらなくなった。

「美味うまそうに食べるねぇ～。写真を撮ったらいいＰＲになりそうだと思わないかい？」

「思いますが……食べてるのを邪魔しちゃ悪いですよ。二人とも仕事に戻って」

「待ってよ彰しよう吾ご君。真優ちゃんに聞きたいんだ」

　元気な先輩にそう言われ、私は食べるのを一旦止めて彼女を見た。

「真優ちゃん、この前みたいにもっかい制服着てみない？」

「……え？」

「ボクとしてはまた見たいんだよねぇ。目の保養的な感じで！　男性用のもあるし、この前のもあるし、両方あるよ～」

「え、えーっと」

「さぁさぁ、どっちを着るんだい？　なんなら両方でもいいんだよ??　なんなら、自分が着た姿を想像してみるんだ」

　制服を私の目の前に差し出して、煽あおるように言ってくる。

　そんな先輩と私の間に、きっくんがため息をつきながら割り込むように入ってきた。

「先輩は、何おっさんみたいなことを言っているんですか……」

「え～彰吾君は見たくないのかい？」

「見たいか見たくないかで聞かれたら、見たいですが」

「でしょー」

　きっくんは照れたように僅かに頬ほおを染める。

　彼の照れた姿が可愛かわいくて、

「きっくんが見たいなら、着替えるよ？」

　私は少し悪ノリをしてしまった。

　すると、周りから生温かい視線を感じてしまい、私はメニュー表で顔を隠す。

　……穴があったら掘り進めて潜ってしまいたい。

「アハハ！　イチャついてるね～」

「か、からかわないでください……」

「ごめんごめ～ん」

　楽しそうに笑い、私の肩をバシバシと叩たたく。

　ひとしきり笑った後、

「ここで、真優ちゃんはバイトしてみるの？」

　先輩はチラシを指差して、そう訊たずねてきた。

「い、いえ。まだ確定というわけではなく……さっき聞かれただけで」

「え～やろうよやろうよ～！　真優ちゃんがいれば絶対たーのーしーい～！」

「けど、ここって倍率高いんですよね……？　私じゃ分不相応かなぁって」

「そうか？　高いけど真優なら大丈夫だと思うよ。この前のも似合っていたし、謙遜する必要はない。それに仕事に対して責任感もあるからな」

「じゃ、じゃあ……応募してみようかな」

　私はチラシに視線を落とす。

　自信があるわけではないけど、本音を言えば一年生の時からここでアルバイトをしたかった。

　だって……きっくんがいるから。

　でも、東浜さんやゆいなちゃんのことを考えると、彼に迷惑をかけると思って考えないようにしていた。

　……こんなチャンス、もうない……よね。

　私はきっくんに視線を移し、彼の目を真っすぐに見つめた。

「……きっくんは私が一緒に働いてもいいのかな？」

「真優と一緒だと俺は嬉うれしいよ」

「う、嬉しいって……。でも、私が入ったら東浜さんやゆいなちゃんもバイトをしたくならないかな？」

「したくなるとは思うが、二人が通ってる学校はアルバイト禁止なんだよ。だから、食べに来ることはあってもバイトはやらないと思うぞ。生徒会役員ってこともあるけど、二人とも校則はキッチリ守るタイプだ」

「そうなんだ……うーん」

　抜け駆けみたいになってしまわないかな……。

　せっかく仲良くなったのに、これをキッカケに険悪なことになったら嫌だし。

　でも……。

　脳裏に過よぎるのは、魅力的な二人と、培ってきた時間の長さを感じさせる距離感。

　それを思い出した時、ダメだと思う気持ちから欲の方に心が傾いた気がした。

　学校だけじゃなくて、もっと一緒にいたいから……少しぐらい、いいよね？

「……やろうかな」

「おおっ！　是非やろうよ～。じゃあ南條ちゃん！　店長に話しに行くよ～」

「了解です。先輩」

　そう言って、二人は慌ただしく店の奥に消えた。

　残された私ときっくんは、その様子を見て思わず笑ってしまう。

「いい人たちばっかりでいいね、ここ」

「まぁな。それは間違いないけど、真優が気に入られたからだろ」

「えへへ。だとしたら嬉しいなぁ」

「いい食べっぷりだったからな」

「ちょっとそれは言わないでよ～っ」

「悪い悪い」

　私はそう言いつつも、口にパフェを運ぶ。

　さっきよりも甘く、美味おいしく感じて、心なしか体がポカポカと温かくなってくるようだった。

「もし、受かったらその時はよろしくね」

「ああ、こちらこそ」




　この数日後、アルバイトの採用の電話が来て、無事にきっくんと一緒に働くことになった。

　ちなみに、嬉しくて部屋で飛び跳ねていたのは秘密だ。
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　七月に入り、汗ばむ陽気のある日。

　私はエアコンの効いた生徒会室で、副会長とゆいなと一緒に仕事をしていた。

　一枚一枚、書類に目を通して内容を吟味する……そんな仕事だ。

「あずあず～。文化祭に向けた企画案、早くまとめないとだよー」

「分かってるわよ……。その前に、シャツのボタンをちゃんと留めなさい」

「え～」

「いくら暑くてもだらしがないし、女子校だからって油断しすぎよ」

「ぶぅ……ケチーっ」

　ゆいなはぷくっと頬を膨らませて、言われた通りにシャツのボタンを留める。

　それから、パタパタと下敷きで扇あおぎ始めた。

　その様子に、私はため息をつく。




　──私は夏が嫌い。




　夏服になり、みんなが薄着になるこの季節が……。

　夏の解放感に当てられたのか、浮き足立つ人が増えるし、ガードが緩くなって横柄に振る舞う頭の悪い人間が増えて、煩わしさが増すばかりだ。

　それは、生徒会でも例外じゃなくて、寧むしろその筆頭とも言える人物がいる。

　私は、ソファーでゴロゴロするゆいなを見る。

　そんな彼女のシャツのボタンの隙間からは、ピンク色の下着がチラリと見えていた。

　……はぁ、情けないわね。

　警戒心のなさには辟へき易えきしてしまうけれど、それよりも──。

　私は自分の服に視線を移す。

　ゆいなと違って戦闘力の低さに、ため息ばかりが出てしまっていた。

「駄肉なんて、滅びればいい……」

「あずあずなんか言ったぁー？」

「何でもないわよ。それよりも、あんたはこれからのことを考えなさい」

「う～ん？　考えることなんてあったっけ??」

　恍とぼけたような態度を見せる彼女に、私は嘆息した。

　この前のことで危機感を感じていないのなら、悠長だと言わざるを得ないわね。

　……スペックの差を初めて感じているし、何か勝負を挑んでも勝つことが想像できない。

　これといった欠点も見当たらなくて……。

　あの日以来、私の中には焦りが積もるばかりだ。

　幼おさな馴な染じみだからなんて時間的優位性に甘んじていたら、負けることになると思っている。

　──何かできることはないの？

　──これから私は何を変えればいいの？

　──彼の気持ちを動かすには何が足りないの？

　考えても考えても見えてこない。

　私は、はぁと深く息を吐き、ゆいなを見る。

　能天気な彼女は、ニヤニヤとした表情で私を見ていた。

「なんでも勝った負けたで考えるから、焦って空回りするんだよー」

「この前、白しろ中なかさんと話をしてみて何も感じなかったわけ？」

「ん～それよりもあずあずの残念っぷりの方が気になったかにゃん」

「……何よ、それ」

「だってボロ負けだったじゃ～ん。ぷぷっ。ウケるぅ」

「馬鹿にしてぇ……。ゆいなはどっちの味方なのよ！」

「ゆいなはおにぃの味方にしかならないよ？　今もこれからもね～」

「『何言ってんの？』みたいな顔をしても、その返答だと訳が分からないから」

「そっかぁ。残念～」

　ゆいなはそう言って、ソファーで足をばたつかせた。

　……何を考えているのか、分かんないんだけど。

　まぁ私としては、勝負する気がなくて諦めたのならライバルが減っていいけど。

　さて、とりあえずは一番の強敵の打倒を考えないといけないのよね。

　はぁ……私にもあのぐらいの可愛さがあればいいの？

　そんなことを頭で考えつつ、私は書類に手を伸ばす。

「あ……」

　紙の束を上手うまく掴つかめなくて、床にバサッと落としてしまった。

　それを見たゆいなと副会長が書類を拾ってくれて、そのまま机の上に並べてゆく。

　ただ、束のいくつかを副会長が自分の脇に抱えた。

「……会長、私はこちらをやりますので」

「ごめん、ありがと」

「全くあずあずは仕方ないなぁ。生徒会長としてもっと頑張らないとねぇ～」

「あんたは怠けてないでやりなさい」

「アハハ！　少しはやるよ～。でもね、あずあず。真面目な話、恋にうつつを抜かすと足元をすくわれるよぉ？」

「ふんっ。そんなヘマはしないわ」

「いやいやぁ。油断してると、のんのんに会長の椅子を取られちゃうことになるから」

「任期を全うしたら、すぐにでも譲るわよ。ただ今はプライドに懸けて仕事はこなすけど」

「さっすが～。ここでは完璧生徒会長様だからねぇ。でもねぇ、あずあずのことが噂うわさになってるよ??」

「何よ、噂って」

「『生徒会長が恋煩いしてる』って」

「はぁぁ。どっからそんな噂になるの……」

「のんのん、嘘うそじゃないよねぇ～」

　ゆいなが黙々と仕事をしていた副会長に話を振ると、「……そうですね」と短く答えた。

　こちらを向かず、書類の仕分けとパソコンに内容の打ち込みをしている。

　記録は、本来ゆいなの仕事だけど、副会長がやっていることが多い。

　眼鏡めがね姿に黒髪の三つ編みという、絵に描いたように真面目なのが彼女の特徴だ。

　……ほんと、いつも助かるのよね。

　あまり会話には参加せずに、仕事が終われば帰ってしまうのだけれど。

「……会長、終わりました」

「ありがとう。いつも、ゆいなの分までごめんね」

「さんきゅ～」

「お礼はいいから、あんたはいい加減働きなさい」

「にゃん!?」

　私はゆいなの頭をぽかんと叩たたく。

　すると、彼女は猫のような声を出した。

　不満そうに口を尖とがらせて、つまんなそうに仕事を始めた。

　……真面目にやれば早いのよね。

　パソコンにどんどんと内容を打ち込まれてゆくのを見て、私は嘆息した。

「……そういえば会長」

　珍しく話しかけてきた副会長に、私は体をびくっとさせてしまう。

　そんな恥ずかしい反応を隠すように、軽く咳せき払ばらいをした。

「どうしたの？」

「……髪留め変えたんですか？」

「まぁね。たまにはイメチェンよ」

「……もしかしてですが、彼氏からのプレゼントとか？」

「ま、まぁそんなところよ」

　私がそう言うと、ゆいなが「片思いなのに見み栄えを張ってるぅ～」と呟つぶやいた。

　そんな戯たわ言ごとを無視して、鏡越しに髪に着いた髪飾りを見る。

　彰しよう吾ごからもらったこれを、私は毎日着けていた。

　嬉うれしくて見る度についにやけてしまうのが難点だったりする。

　まぁでも仕方ない。

　好きな人からのプレゼントを喜ぶなって言う方が無理な話だ。

　髪飾りをぼーっと眺めていると、くすっと笑い声が聞こえてきた。

「……本当に大切なんですね」

「そうね。本当に大切……」
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「それだけ想おもっているのに、いざ行動しようとすると足が竦すくんじゃうだよねぇ」

「うっさいわね……。無理なものは無理なのよ……」

「けど、頑張らないとねぇ。まひろんは強敵だよん」

「分かってるわよ……私だって考えてる」

　見事に言い当てられて、不ふ貞て腐くされたような反応しかできなかった。

『あんたも同じ状況でしょ！』というツッコミを口にする余裕はない。

　ゆいなの言う通り……私はこのままではダメだと思っている。

　──あの日、勇気を出したからこそ関係は動いた。

　けれど、あのぐらいの衝撃がないと変わらなかったと言える。

　いつもみたいに過ごしていても、彰吾とこれ以上親密にはなれないだろう。

　だからといって、あれに勝る良い手段なんて思いつかない。

　……告白より上って、何があるのって感じ。

　そんなことを考えていると、副会長が「……提案があります」と言ってきた。

「提案って？」

「……はい。ボディーブローが徐々に体に効いてくるように、細かい攻めを積み重ねるんです。……そうですね、ギャップ萌もえなんていかがでしょうか？」

「ギャップ萌え？」

「……はい。例えば、普段は凛り々りしい会長がたまに弱さを見せるとかです」

「弱さ……難しいところね」

「……会長は何でもひとりでこなしてしまうところがあるので、強いイメージを持たれてることでしょう。そこで、甘えてみたり普段だったら絶対にしないような行動をするんです」

　……確かにこの案はアリだ。

　どうしても、彰吾を前にすると口調が強くなったり、強気に出てしまうことが多い。

　そんな私が甘えてみる………………いや、恥ずかしくて死ぬ。

　自分のそんな姿が想像できなくて、口からはため息が漏れ出た。

「……お気に召しませんか？」

「まぁ想像が……。ちなみに、他にはあるの？」

「……そうですね。では自分とはタイプの違う女性を真似まねして意中の彼に接するとかはどうでしょう」

「タイプの違う女性ねー」

「……参考になりそうな方をイメージするのが宜よろしいかと。重要なのは、違和感を好意と錯覚させることです。意識してこない相手には、まず意識させないといけないですから」

「参考にするわね。ありがとう」

「……少しでもお役に立てれば幸いです。では、私はこれで」

　副会長は、そう言ってから丁寧に頭を下げて生徒会室を出ていった。

　私は、残りの書類をまとめてから椅子に座り直す。

　さっき聞いた話を自分なりに変換して考えていると、作業を終えたゆいなが「終わったぁ～」とぐったりとした様子で近寄ってきた。

「お疲れ様」

「……もう、しばらくは働きたくな～い」

「生徒会に所属してるんだから諦めなさい」

「え～だって遊ぶ時間減るじゃん」

「副会長みたいにすぐ終わらせて帰ればいいでしょ？」

「だってぇ」

「我わが儘ままばかり言ってると、おやつを抜きにするから」

「そんなぁ～～！」

　私は、涙目で見つめてくるゆいなを無視して自分の荷物をまとめてゆく。

　泣き落としが効かないと分かったゆいなは、机に体を乗せるような体勢をとって、いつもみたいな生意気な表情を向けてきた。

「あずあずは空回りしないように頑張ってねぇ」

「いらない心配ね」

「チキンのあずあずが何もできないに一票！」

「くっ、見てなさいよ」

　ゆいなに挑発されて、私の中に沸々とした気持ちが湧いてくる。

　……勇気。ちょっとした勇気。

　自分を奮い立てるように、心の中で何度も呟いた。




　　　　◇ ◇ ◇




　生徒会で話をした後の休日。

　今日は、朝からゆいなと愛子さんが出かけていて、勉強をする予定の彰吾だけが家にいるという状況だった。

　つまり、家にいるのは私と彰吾の二人っきり。

　ただ、間近にテストを控えていたので、互いに勉強をしているだけ……。

　ちょっと残念シチュエーションだった。

「……これは解ける。ん……これは、パッとは思いつかない……」

　彰吾は参考書の問題に向き合い、難しい顔をしている。

　けど、集中している姿はカッコよくて、私としてはその仏頂面もずっと見ていたいと思えるものだ。

　だけど、この後のことを考えると私にそんな余裕はない。

　緊張が臨界点を突破しそうなぐらい高まっている。

　そんな私の気持ちなんて知る由もない彰吾は、勉強の手を止めて、うーんと体を伸ばした。

「いてて、少し疲れたな」

「そうね。だったらちょっと休憩しない？」

「そうだなぁ」

「紅茶、準備するから」

「おう。ありがとう」

　私は紅茶を淹いれて部屋に戻ってくると、彼の隣に腰を下ろす。

　勉強の時みたいに正面に座らなかったことに驚いた彼は、目を丸くした。

「梓あずさ？　わざわざ俺の横に座らなくてもいいんじゃないか」

「……彰吾が嫌なら移動する」

「その言い方はずるいだろ」

「じゃあ遠慮なく……」

「お、おう」

　ぴたりと彰吾の肩に自分の体を預け、体重をかける。

　普段の私ならしない行動に、彰吾はなんだか照れているようだった。

　これがギャップの力……！

　ありがとう、副会長!!

　で、でも……こ、声とか震えてなかった？

　大丈夫よね……？

　表情を取り繕っているからきっといつも通りに見えるだろうけど、実際は平静を装うのに必死だった。

　でも、今日は積極的に行くと決めている……。

　私は、自分の服をぎゅっと握り、彰吾に話しかけた。

「……お願いがあるんだけどいいかなぁ？」

「うん、何？」

「少し疲れたから、横になりたいなぁと思ってね。えへへ」

「梓……？　口調がいつもと違くない？」

「そうかなぁ。しょーくん？」

「しょーくん!?　呼び方が変……いや、俺の聞き間違い??」

「……ちょっと横になるのはダメかなぁ」

「い、いや。それは構わないが……」

「ありがとう。じゃあ、お言葉に甘えるねぇ」

　私はそう言って、胡座あぐらをかいている彰吾の脚を枕代わりにして横になった。

「梓!?」

　急な出来事に彰吾が珍しく動揺を見せる。

　あたふたとして顔が赤い。

　かく言う私も、心臓がバクバクだった。

　……ふぅ。動揺してはダメよ……落ち着いて私。

「……彰吾って良い匂いがするね。落ち着くなぁ」

「あ、梓？　あまり動かないでくれるか？」

「……ダメ？」

　彼の目を真っすぐに見つめる。

　目が合うと、私の顔が熱を帯びていくのを感じた。

「ダメというか、くすぐったくてさ……」

「分かったよ。じゃあ、動かない代わりに撫なでてもらってもいーい？」

　私はワンピースの胸元を少し下に引っ張り谷間を見せる。

　それから誘うような視線を向けた。

　……優しい喋しやべり方かたに、甘えるような仕草。

　誰を参考にしたのかと言われれば、二人しかいないのだけど。

　私の精一杯の頑張りが通じたのか、彰吾の手が私の体に伸びてくる。

　緊張から体にきゅっと力が入るのを感じた。




「……梓。大丈夫か？　熱でもあるんじゃ……」




　彰吾はそう言って、手を私のおでこに当てて熱を確かめてきた。

　それから心配そうな眼まな差ざしを私に向けてきて、熱を測る彼と私の顔の距離は物理的にも近くなっている。

　そのせいか、ただでさえ熱くなっていた体はどんどん火ほ照てっていて、これ以上ないぐらいにクラクラしてしまうほどになっていた。

「……マジで熱いな。これは、ちょっと休んだ方が」

「や……動きたくない」

「分かった。じゃあ、少し我慢してくれ」

「きゃっ!?」

　私を軽々と抱き上げた彰吾は、一階に降りてリビングのソファーに運んでくれた。

　思っていたよりも筋肉質でたくましい腕に抱かれて私の心臓は、張り裂けそうなぐらい高鳴っている。

　それは耳にまで届きそうなぐらい、全身で脈打っているように思えた。

　やばい……彰吾ってこんなに……っ。

　私は赤面した顔を隠すように、手で覆う。

　だけど、彼の様子が気になって、指の隙間から窺うかがうと心配そうに見つめていた。

「無む茶ちやはするなよ？」

「別に風邪じゃないし」

「ん？　口調が戻ったのか？」

「あ……」

　すぐに出たボロが恥ずかしくなり、うつ伏せになった私はクッションに顔を埋うずめた。

　……失敗した。いい調子だったのに……。

　足をバタバタとする姿は、駄だ々だをこねる子供みたいだっただろう。

　そんな私を見たのにもかかわらず、彰吾からは笑うような声は聞こえてこなかった。

「なぁ梓」

「……何よ」

「いつも梓が頑張ってるのは知ってるから……たまには俺を頼ってくれ。甘え辛づらいかもだけど、俺に遠慮はいらない」

「…………」

「できることは少ないけど、一生懸命やるからさ。何か要望があったら言ってくれ」

「ん……じゃあマッサージ。肩とか腰……」

「りょーかい」

　彼はそう言って、言われた通りにマッサージをしてくれる。

　大きな手が私の腰に当たり、「んんっ」と自分が出したことがないような艶なまめかしい声が出てしまった。

「「…………」」

　互いに無言になり、彰吾は手を動かしてくる。

「どこか、痛いところはないか……？」

「うん。大丈夫。問題ないわ」

「ほんと、無理すんなよ。急なキャラチェンジしてまで甘えようなんて」

「……そんなに違和感があった？」

「違和感というか、単純に──」

　彰吾は少し黙り、

「普段の梓の方が俺は好きだよ……」

　と、言ってきた。

「気が強いように見えて実は繊細で、冷たいようで面倒見がいい。そんな梓がいいなって思う」

「うっさい……知ってるから、そんなの」

「ははっ。そっかそっか」

「ムカつく。今日は、ただちょっとからかっただけだから、勘違いしないでよ」

「はいはい」

　彰吾から「好き」って言葉が聞けて安心したのか、急に睡魔が襲ってきた。

　実際、疲れが溜たまっていたのだろう。

　緊張の糸が切れた途端、ガクッと力が抜けた気がした。

「梓。マッサージにご要望はあるか？」

「ふくらはぎとか、肩がまだだからお願い」

「任せてくれ」

「この後……もし、寝ちゃっても勝手にどこかに行かないで」

「分かってるよ。眠くなったらゆっくりと休め」

「ありがと」

　最近、ずっと考えてばかりな私だったけど、この気持ちいい感覚に身を任せてゆく。

　……やがて温かい感覚が体中に広がっていき、私は意識を手放した。




　目が覚めると夕方になっていたけど、彰吾は約束通り隣にいてくれて、目が合うと笑いかけてくれた。




　　　　◇ ◇ ◇




「──ということで、最初にしてはまずまずの成果だったわよ」




　後日、私は生徒会でアドバイスをしてくれた副会長に報告していた。

「……お疲れ様でした。上手うまくいったようで」

「まぁ望んだ展開ではなかったけどね」

「……そうなんですか？」

「心配されて、なんか色々とマッサージしてくれたって感じ。なんか久しぶりにあんなにくっつけたし、私としては結果オーライよ」

「……は、はぁ」

「それにしても、心配してもらえるって嬉うれしいわね。彰吾の優しさも改めて知れたし、それにマッサージも気持ち良かった。あ……もしかして、この方法は合法的に密着できる？」

「……会長はそれでいいんですか？」

「触れられると幸せよ」

「……まぁ会長がいいならいいですけど」

「さて、彰吾が私しか考えられないように頑張らないと。もっと積極的に動いて夢中にさせないといけないわ。あ、でもその前にこの間のお礼ということで、たくさん尽くしたいわね……。お風呂はハードルが高いから……うーん。そうね、今度は私がマッサージをして後ろから──ダメダメ、焦りは禁物ね。でもこれは合法的に近づけるし、邪魔も入らなくて……」

　私がそうぶつぶつ呟つぶやいていると、口が半開きになった副会長が何か言いたげな目でこちらを見ていた。

　まるで残念な人に向けるような、そんな眼差しだ。

「どうかしたの？」

「……会長って病んでますね」

「はぁ？　何言ってるの？　私はただ愛が重たいだけで、病んでないから」

「……それ、自分で言うことですか？」

「自覚してるだけいいのよ」

　私はそう言って、今日の夕飯の献立を考える。

　そうだ、今日は彼の好きな料理にしよう。

　ふふっ。食べた後の少年みたいに笑う顔が楽しみ……。




　そんなことを考えながらする仕事は、いつもよりも捗はかどったのだった。







[image: 第六話　真優はぷくっと口を膨らませる]







　ある日の昼休み。

　俺は真ま優ひろに用があって、クラスメイトと談笑している彼女のもとに行った。

　それに気が付いた女子たちは、決まってある行動をしてくる。

「あ、旦那が来たよー」

「ちょ、ちょっと、そんなんじゃないからぁ」

「アハハ！　ごめごめん～」

「いや、俺は後でもいいんだが……」

「そういうわけにはいかないって～。それじゃあ後は城き戸ど君よろしくー」

　肩をバシッと叩たたかれて、『頑張れ』と言いたげに親指をぐっと立ててきた。

　……何を頑張れと言うんだ？

　昼休みだけではなく、真優のところに行くとよくある反応で、最も早はやそれに慣れてきている自分がいる。

　ただ、周囲からの見守るような視線には何とも言えない居心地の悪さを感じていたから、それは正直悩みどころだ。

　けど、敵意やマイナス要素のあることを感じるわけではないから、寧ろ反応に困ることになっている。

　そもそも……見られていること自体がなんだかむず痒がゆい。

　だから俺は決まって、

「真優、場所を移して話してもいい？」

「うん」

　教室を出ていき、人通りの少ない廊下で話すことにしていた。

　出る時に真優に向かって『頑張って』みたいな声がかけられるが……そんなに俺は世話がかかるのだろうか？

　まぁ実際、頼り切っている部分はあるから、否定はできないが……。

　俺たちがよく話をする廊下に到着すると、並んで壁に背を預ける。

　そして、真優から話を切り出してきた。

「きっくん。いつもごめんね。何かみんなが勝手に盛り上がっちゃって……」

「まぁそろそろ夏休みだからな。気持ち的に舞い上がっているんだろう。高二の夏なんて、受験勉強においての重要な位置付けなのにな」

「え……あ、うん」

「違うのか？」

「デスヨネー……ハハハ」

　何な故ぜか棒読みで喋しやべる真優に俺は首を傾かしげた。

　その様子を見た彼女は、何故か遠い目をして小さく息を吐く。

　そして切り替えるように、にこりと笑みを向けてきた。

「そういえばきっくん！　何か用事があったんじゃないの？」

「ああ、そうだった」

「ふふ。何かまた相談事かなぁ？　何でも乗るよー」

「ありがとう。お願いしたかったのは、また新しい料理を覚えたいと思ってさ。卵焼き以外に、肉のソテーとかハンバーグとか……いや、無難な味み噌そ汁しる、豚汁も捨てがたいな……」

「あははっ。色々あるってことだね。じゃあ……また私の家でいいの、かな？」

「お願いしてもいいのか？」

　俺がそう頼むと、真優は花を咲かせたようにパーッと明るい表情になった。

　それから何度も頷うなずいて、可愛かわいらしく親指を立てる。

「ふふっ。勿もち論ろんだよっ！　真優先生にまっかせなさーい」

「ははっ。ありがとう」

「頑張ろうねっ！　それじゃあ……」

　真優はスマホのカレンダーを表示して、俺に見せてきた。

「いつにしよっか？　私はいつでも大丈夫だよ」

「そうだなぁ。来週の月曜日からテストだから……その後ってところか？」

「うんうん。それが無難かなぁ。今回は試験範囲が広いしねぇ……」

「真優はテスト勉強は進んでる？」

「ん～……まぁまぁかな。きっくんはどう？」

「俺はいつも通りだ」

「そっかぁ～。流石さすがだねっ！」

　いつも通り……。

　そう言ったけど、実際はいつもよりピンチだ。

　前よりも考えることが増えた結果、勉学に全てを注ぎ込むことができなくなっている。

　……まぁでも、それが悪いことばかりじゃないんだよな。

　前よりは視野が広がったし、梓あずさやゆいなとの関係も良くなったと思う。

　これも、俺の隣にいる親友のお陰だ。

「真優、この前のことだけど……ありがとな」

「別にいいって。お陰で彼女たちと仲良くなれたし、寧ろ良かったと思うよ」

「それならいいが……」

「それよりもきっくんは大丈夫？」

「家の方も体の方も大丈夫だ。体は異常もないって分かったし、問題はない。古今東西、病は気からと言うぐらいだから、自分が『大丈夫だ！　正常だ！』って思うようにしたら自然と落ち着いたよ。不整脈は……」

「…………そっか」

「なんか元気ない？」

「ううん!!　全然！　バリバリ元気だよっ!!　あはは……」

　真優は苦笑して、わざとらしく頭を掻かいた。

　それから思い出したように手を叩いて、にこりと笑いかけてくる。

「あの日のこと、詳しくは話せてないけど、たくさん遊んだんだよ？　三人で盛り上がっちゃった」

「俺もゆいなから聞いたよ。真優が無双してたって」

「無双は言いすぎだよ～。でも、みんなとできるぐらいには頑張ったかなぁ」

「謙遜する必要はないって。ゆいなもこの前のことは楽しかったみたいで、また真優とゲームをしたがってるよ。『いつ来るの～？』って聞いてくるぐらいだから」

「えへへ、そうなの～？　嬉うれしいなぁ」

「時間があったらでいいから、また相手をしてやってくれ」

　俺がそう言うと、真優は照れたようにはにかんだ。

　……真優がそんなにゲームできるなんて知らなかったな。

　ゆいなは、俺以外をゲームには誘わない。

　そんな妹が自分から誘うということは、真優がかなり上手うまかったという証拠だろう。

　俺自身、真優にゲームを教わったことはあるけど、それはあくまで知識的な話で実際にやっているところは見たことがない。

　だが、ゆいなが興奮して俺に言ってくるあたり、腕に間違いはない筈はずだ。

「真優ってゲームが趣味だったんだな」

「うん。嫌いじゃないよ」

「最近のゲームはするのか？」

「してないかなぁ。きっくんは？」

「俺は妹とするぐらいだから、一昔前のぐらいしかしないよ」

「そっか。もし家で新しいゲームをやることになったら、私にも教えてね？　話とか聞きたいし」

「ああ、それは勿論」

「やったぁ」

　そうやって笑う嬉しそうな顔を見ていると、自分も何故か嬉しい気持ちになる気がした。

　同時に、とくんと胸の奥が微かすかに震えた気もする。

「どうかしたの？」

「いや、なんでもない……」

「そっか……。それにしてもテスト前って体が重くなるよねー」

「テスト前って机に向かう時間が増えるから、余計に肩が凝るよ。肩を回すとさ、外れるんじゃないかってぐらいボキボキ鳴るし」

「私も最近は肩がカチカチだよー……」

　真優は両腕を思いっきり伸ばして、ふぅと息を吐く。

　俺も真似まねをして同じように体を動かした。

　もし、この光景を誰かに見られたら廊下でラジオ体操をしている謎の男女として噂うわさになっていたことだろう。

　体を解ほぐすような動きを俺たちは何度か繰り返してから、顔を見合わせた。

「う～ん……体を伸ばすと気持ちいいね～……」

「だなぁ」

「そうだ。今日も放課後、一緒に勉強するでしょ？」

「もちろん。今日は試験範囲から互いに問題を出し合って答えてみるか。互いに忘れやすいところとか」

「いいねぇ～。場所は教室？　それともバイトに早めに行ってから、そこでやる??」

「バイト先……。いや、今日は新あら井い先輩がいるからやめておこうかな。絶対に集中できない……」

「先輩って凄すごく頭がいいから『問題を出してくれるかな？』って思ったけど」

「うーん……俺も真優と同じことを思って先輩に質問したことがあったんだよ」

「そうなんだぁ。どうだったの？」

「答えはすぐに教えてくれるんだけど、説明が抽象的すぎて理解不能だった。物理とか聞いたらさ、『ぎゅ～んってなるからその答えだよ！』って言われたからな」

「あはは……それは分からないね」

「先輩は天才型だからなぁ。俺みたいな凡才には理解が難しいから、多くの問題をこなして叩たたき込こむしかない」

　先輩は一度見れば大体は覚えられて、二回見れば盤石だとか……。

　そのレベルの人に少しでも近づくためには、俺みたいな人間は努力で補うしかない。

　時間効率に天と地ほどの差はあるけど、やるしかないと思っている。

　まぁたまに……すぐ頭に入って何でもできてしまう人を羨ましく思うこともある。

「そう考えると、真優って天才型っぽいよな」

「え～。そんなことはないよ？」

「そうか？　俺からしたら、なんでもそつなくこなすし、何でも聞いたら答えが返ってくるだろ？　あんまりできないことが想像できないんだが……」

「ふふっ。そんなことないよ？　私もきっくんと同じで量で勝負するタイプだから」

「そうなのか？」

「そうだよ～。だから、私ときっくんは似た者同士ってこと」

　真優は微笑ほほえんで、壁から背中を離す。

　すると、タイミングよく予鈴が鳴った。

「流石、真優。時間ぴったりだな」

「やるでしょ～。じゃあ早く戻ろっか」

「おう。そうだ、今回はテストの点数勝負はするか？」

「負けないよ～」

「俺も負けるつもりはない」

　負けた方がプリンを奢おごるとか、やっぱりパフェにしておこう。

　みたいな、他愛たわいもない話をしながら教室に戻ったのだった。




　　　　◇ ◇ ◇




　テストが終わり、俺は学校帰りにそのまま真優の家を訪ねていた。

　約束した通り、料理を教えてもらうためである。

　……妙な緊張感があるよな、人の家に行くって。簡単には慣れそうにない。

　そんな思いを抱きつつも、俺は準備を進め、持参したエプロンを着けてから料理用のノートを手に持って準備を整える。

　俺の横を何度も真優は行き来して、野菜をいくつか置いていった。

　陽ひがやや傾き始め、茜あかね色いろの光が家の中に射さし込こんできている。

　その光は台所の俺たちを照らし、まるで擬似的なキャンドルを演出しているようだった。

「この時間って綺き麗れいだよねぇ」

　真優も同じことを思っていたようで、ぽつりと呟つぶやいた。

「俺もそう思う。いいよなぁ、こういうの」

「ね～。ムードたっぷりの演出って感じ」

「電気をつけなくても十分に明るいな」

「そうだねぇ。せっかくだから、このまま明かりをつけずに始めよっか」

「ははっ。それはいいな」

「じゃあ、今日は豚汁にしようと思うんだけど、野菜を切るのは前に教えたことがあるから大丈夫かな？」

「ああ。問題ない」

　俺たちは並んで、野菜を切っていく。

　リズムよく〝トントン〟と音を立て、たまに音が重なった時なんかは、おかしくなって互いに笑ってしまった。

「きっくん、上手くなったねぇ」

「ああ、お陰様で」

　真優のお陰で野菜を切るのは問題ない。

　彼女ほどではないにしろ、そこそこ手際良くできるようになっている。

　……最初は小さく切ることもできなかったよな。

　大きさもバラバラだったり、皮かわ剥むきをしないで人にん参じんを使おうとしたこともあった。

　今では懐かしい思い出だ。

「ふふっ」

「どうかしたか、真優」

「ううん。なんでもない。ただ、こうやって並んでいるとね……ちょっとおかしくて」

「おかしい？」

「ほら……こうして並んで料理をすると、新婚みたいだから」

　真優は自分で口にしといて恥ずかしくなったのだろう。

　顔を赤く染め上げて、慌てたように話し始めた。

「あ、あくまで客観的な感想を口にしただけだよ……。他意はないから」

「おう……」

　そう言われたら、どうしても意識してしまう。

　幻想的な光景に、心まで惑わされているようだ。

　……教えてもらっているのに、何を考えているんだよ。

　俺は気持ちを切り替えようと、次の野菜を切ろうと手を伸ばす。

　そしたら、同じように手を伸ばしていた真優と手が重なった。

「「あ……」」

　二人して、同じような声を漏らす。

　手をさっと引いて真優を見ると、彼女も俺を真っすぐに見つめていた。

「……きっくん」

　夕焼けのせいなのだろうか。

　彼女の顔は赤く、次第に眼めが潤んだような輝きをみせてきた。

　前に教室でキスの話をしたことがあるけど、今の表情はその時のことを彷ほう彿ふつとさせる。あの時に感じた不整脈のようなことが、再び俺の体に起こっていた。




「そ、そうだ！　さっき冷蔵庫見たら思ったより食材が足りなかったの!!」




　後少しのところまで、顔が近づいたところで真優が急に離れて曖昧な笑みを浮かべて言ってきた。

「……そうなのか？」

「うんっ！　だから、ちょっと買ってくるね」

「買い物なら俺が行くよ」

「何を買えばいいか分からないでしょ？　ちょっと待ってて。頭冷やしてから、帰ってくるからぁ！」

「落ち着け…………って、もう行ったのか」

　真優はわき目も振らず飛び出していってしまった。

　残された俺は、部屋の電気をつけて、茜色に染まった家の雰囲気を変える。

「俺も落ち着けだよな……雰囲気って怖い」

　恋愛に人生を捧ささげたダメ親も、こんな雰囲気に毎回呑のまれていたのだろうか。

　一生、理解することはないと思っていたけど……僅かだけど体験できた気がした。

「勢いって、こういうところから生まれるんだろうな。真優が戻ったら、しっかりとフォローしよう」

　俺はそう心に誓い、真優が戻るまでに準備を進めてゆく。

　できることはやってた方がいいよな。

　野菜を洗ったり、切ったりなんかして……。

　けど、いつ帰ってくるんだ？

　そんなことを考えていると、家の中に空気が入ったような音がした。

　玄関の方から、ドアを閉める音も聞こえてくる。

　そして、

「ただいま～っ！　千ち聖ひろさんが帰ってきたぞ～」

　とテンションが高い元気な声とともに、真優の姉である千聖さんが勢いよく登場した。

　大学の帰りなのか、手提げからは教科書らしきものが見えている。

　そして、男子高校生からしたら、目のやり場に困るような緩めの格好をしていた。

　目が合って、互いに状況の整理をしているのか無言のまま見つめ合う。

　そして、妖艶な笑みを浮かべるといきなり抱き着いてきた。

「うわぁ～！　きっくんじゃな～い！　すっごく会いたかったぁ」

「あの、お久しぶりです……少し離れてくれると……」

「そこは『欧米か！』とツッコミを入れないと～！　って、おやおや??」

　千聖さんは俺を解放すると、辺りをきょろきょろと見回した。

「ね～きっくん。真優はどこに行ったのぉ？」

「少し買い物に……」

「そうなのねぇ……ふむふむ。なにやら甘酸っぱい気配が……」

「何か……ありましたか？」

「あ～なるほどねぇ。まったく、真優ってばあと一歩が弱いんだから。勢いよくズバッと行かないと！」

「勢い？」

「こっちの話～」

　何かを理解したのだろう。

　千聖さんは、さっきよりもニコニコと笑みを深め、俺の横に来た。

　それから胸に手を当てて、上目遣いで俺を見つめてくる。

「ねぇねぇね～。きっくんは彼女はいないのー？」

「いませんよ。いたら、女性の家に上がりませんから」

「上がっただけなら問題ないって～。浮気にはならないならない～」

「……俺の基準ではダメだと思いますよ」

「どうしてかなぁ？」

　千聖さんは可愛かわいらしく小首を傾かしげ、俺の顔をじっと見つめてくる。

　その目は、答えるまで聞くのをやめない。

　暗にそう言っているように感じた。

　俺はため息をつき、答えを待っている彼女の顔を見た。

「浮気の定義は人それぞれ、許すか許さないかは、価値観の違いだとは思います。けど、仮に俺に彼女がいて、女性の家に上がったことを知ったら不安になると思うんですよ。なので、不安にさせるような選択を取る時点でダメだ……と俺は思っています」

「ふふ。真面目ねぇ～。ん～でもいい子だぁ」

「あの、頭をそんなに撫なでないでもらえますか……」

「え～。まぁしょうがないなぁ。じゃあ、連絡先を教えてくれるならやめてあげよー」

「連絡先？　突然ですね……」

「緊急連絡先の確保って感じかな？　安心して、悪用はしないからっ！　絶対に！」

「そう念を押されると逆に怪しく感じますけど」

　俺は疑いながらも千聖さんに連絡先を教える。

「約束通り放してください」とお願いをすると、不服そうに口を尖とがらせながらも俺を解放してくれた。

　……普段からこんな距離感だったら、勘違いをする男子を大量に生んでそうだよな。

　どっと疲れた気がして、俺はため息をついた。

「そうだ、きっくん。真優が戻ってくるまでやることがないよね？」

「まぁ野菜とかを切っておこうとは思っていましたが……」

「へぇ～。えーっと大根に、人参、ゴボウ……多分、豚汁かな？」

「はい。真優に教えてもらおうと思ってて」

「じゃあ、ここは千聖お姉さんが料理のなんたるかを教えてあげよう！　私のおつまみ作りついでに！」

「それはおつまみがメインなのでは……」

「いいからいいから～」

　機嫌良さそうに、自分のつまみ用だと思われる食材をいくつか冷蔵庫から取り出した。

　鼻歌混じりに、包丁を入れたり、何やら下処理を進めてゆく。

　はやっ……手際が良すぎるな。

　メモを取る暇なんてなく、あっという間に準備が終わってしまった。

「料理はまず、上手うまく作ろうとしなくていいの！」

「そうなんですか……？」

「ちゃちゃ～っとやればすぐできるんだからっ。炒いため物ものも、こうやって調味料を加えて……あ、このお肉は硬そうだからハチミツを使ったらよさそう～」

「ハチミツ？」

「お洒落しやれでしょ？」

「え、そんな理由なんですか……？　肉に切れ込みを入れている理由は……」

「なんかいいと思わない？」

「は、はぁ」

　正直、何をやっているか分からないけど、手際よく料理をしていることだけは理解した。

　おつまみというレベルではない量を作り終えると、今度は俺の横で野菜の皮を剥むき始める。

　流れるような手際、思わず感嘆の声が漏れた。

「かなり上じよう手ずですね……。とても真似まねはできそうにないですが……」

「そんなことないよ～？　せっかくだからもっと教えてあげよっか??　手取り足取り千聖さんに任せなさい～」

「距離が近いですって……。嬉うれしいご提案ではありますが……」

「ふふ。遠慮なんていらないって！　少年はおねーさんに甘えればいいんだからっ」

　手を伸ばしてきて、まるで『胸に飛び込んでいいよ！』みたいな仕草をみせる。

「そ、それは……ちょっと」

「え～。きっくんを見ていると可愛い弟ができたみたいで、母性本能をくすぐられるのよね～。あ、っていうか、あれよね？　本当に弟になっちゃうかもしれないし」

「それは……どういう意味で……」

　距離感がバグっている千聖さんは妖艶な笑みを浮かべて、俺の横にピタリとくっついている。

　……緩い格好に加えてのこの独特な雰囲気。

　朴念仁と言われることがある俺でさえ、ドキッとしてしまう。

　だからこそ俺は、千聖さんをなるべく見ないようにしてサラダ用のレタスを剥いた。

　考えるな、考えるなよ……と、そう頭の中で唱え続ける。

　俺が彼女にたじたじになっていると、横にいる千聖さんから「ちょっと聞いていーい？」とさっきとは違った声のトーンで話を振ってきた。

「何でしょうか？」

「真優は学校でどう？　楽しくやってる？」

「真優ママって呼ばれるぐらい頼られてますよ」

「そっか、頑張ってるんだね～」

　千聖さんは手を止めて、ふふっと嬉しそうに笑う。

　その表情はさっきみたいにからかうのではなく、優しいものに見えた。

「真優って昔はもっとオドオドしてて、誰かの相談に乗るなんて考えられなかったんだよ。だから、変わるキッカケになったきっくんには感謝してるの」

「……それは俺も同じですよ。感謝しっぱなしです」

「ふふっ。じゃあ、お互い様なのね」

「まぁ……そんな感じです」

　俺は照れ臭いのを隠したくて、いつも以上にぶっきら棒に言ってしまった。

　そんな態度を千聖さんは気にならないらしく、ただおかしそうに笑みを深めるだけ。

　全てを察していそうな感じがして、俺は余計に恥ずかしくなった。

「これからも頑張り者同士として、真優をよろしくね」

「はい」

　俺が返事をすると、一瞬だけ空気の流れるような音がした気がした。

　千聖さんも何か感じるものがあったのだろう。

　急に少し前の妖艶な雰囲気に戻り、俺をじっと見つめてきた。

「じゃあそろそろだし、頑張ってるきっくんにご褒美をあげちゃおっかなぁ～」

「ご褒美って……？」

　俺の反応にニヤリと笑った千聖さんは、背後から覆おおい被かぶさるように抱きしめてきた。

　まるでペットを可愛がるように「よしよ～し」と言いながら頭を撫でてくる。

「ご、ご褒美とかはいらないですから」

　くすぐったいし……恥ずかしい。

　それに加えて後頭部に当たる形容し難にくい感覚に、俺が狼狽うろたえていると、キッチンと廊下を繋つなげるドアが勢いよく開いた。




「……お姉ちゃん？」




　買い物袋を持って、真優がわなわなと震えている。

　こちらを見る視線は、彼女らしくない厳しいもので……そして、涙目だった。

「あ、真優お帰り～」

　真優は返事をせず無言のまま買い物袋を床に置き、俺の腕を掴つかんでぎゅっと抱きしめてきた。

「真優……？」
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「……むぅ」

「えっと、真優？」

「ん……」

　語彙力が消滅しているのか、短い言葉しか発してくれない。

　ただ、彼女にしては珍しく不満をそうな態度がありありと出ていた。

「お姉ちゃんの方が可愛いと思うよ……ね？」

　そんな消えるような声が、俺の耳に微かすかに届いた。

　頬ほおをぷくっと膨らませて、いじけたようにしている。

「いや、俺は真優の方がいいよ」

　聞かれたことに迷うことなくそうと言うと、彼女の顔は花が咲いたようないい笑顔になった。

　そして少し冷静になったのか、真優の顔がトマトのように真っ赤に染まってゆく。

　俺の腕を放した彼女はあたふたと、

「ち、違うの。違うからぁ。これは雰囲気と流れに……！　えっと……」

　と身振り手振りで必死にさっきのことを弁解している。

　そんな真優を見て千聖さんは、全てを理解しているような無駄に爽やかな笑み浮かべていた。

「良かったね、真優。チャンス到来、そして確変へ……じゃあ、お姉ちゃん。今日は家に帰らないでいた方がいいかな？」

「きっくん……お姉ちゃんがめんどくさいから、もう少し一緒にいてもらってもいい？」

　この後は料理を教えてもらうどころではなくなって、結局三人で食事をしてから俺は帰ることになったのだった。
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「……高校生になって初めて休んじゃったなぁ」

　定期テストが終わって数日経たった頃。

　私は風邪を引いてしまい、学校を休んでいた。

　咳せきがゴホゴホと出て、気け怠だるさが体を包み込んでいて、何かしようにも力が入らない……そんな状態になっている。

　きっと疲れが溜たまっていたのかな……？

　でも、仕方ないよね。色々と準備することが多かったから……。

　テスト勉強に、東ひがし浜はまさんやゆいなちゃんと話せるようになるための勉強。

　不器用な私が期待に応えられるようになるためには、時間をかけるしかなかった。

　睡眠時間を削って、時間を確保していたから、そのツケが回ってきたみたい。

　はぁぁ……学校を休みたくなかったなぁぁ。

　大好きな人と話せる貴重な一日がなくなっちゃったよ。

　私はため息をつき、布団を被ろうとすると。

　ちょうど部屋のドアが開いて「真ま優ひろー。何か食べる～？」とお姉ちゃんが入ってきた。

「食欲ないんだよねぇ……」

「そんなこと言ってぇ。食べないと早く治らないよー？」

「んー。でも、食べる気しないの」

　私はそう言って、頭を布団の中に入れた。

　このまま潜っていたいよ。貝に閉じこもるヤドカリのように……ハハハ。

　そんな私の希望は無視されて、布団が捲まくられた。

「もうっ。いつまでも落ち込まないの」

「だってぇ」

「いじけないの～」

　頬を膨らませた私をお姉ちゃんが何度も突つついてくる。

　なんで……不整脈って言っちゃったのかなぁ。

　風邪を引くと、心が弱ってしまうというのがあるのかもしれない。

　横になって寝ていると〝最近後悔した出来事ばかりを思い出しては落ち込む〟という連鎖が起きていた。

　……もし、あそこで私が『それが好きの始まりだよ』なんてことだけでも言えていたら、どうなっていたんだろう。

　私ときっくんが恋人同士になっている……そんな未来になっていたのかなぁ……？

　でもね、あの時に言わなかったからこそ、東浜さんとゆいなちゃんと仲良くなれたって思うの。

　押すに押せない……そんな性格の私だから、繋がれたんだって。

　けど、二人を知れば知るほど、彼女たちは私なんかより全然魅力的で、話しているだけで凹へこんじゃう。

　それに、私の行動は二人の邪魔でしかなかったよね。

　でも、ああやって動かないと、きっくんが困っちゃうから……。

「はぁぁ。あっちを立てればこっちが立たず……何が正解だったの～」

　自責の念に駆られた私の口からは、重たい息が漏れ出た。

「お姉ちゃんがせっかくお膳立てしたのにぃ。モノにしないのが悪いのよ～」

「……でもぉ。そんな急には勇気が出ないから……」

「まぁまぁ元気出して。今回のことは糧にすればいいのよ。何度ダメでも、諦めない限りは失敗とは言わないから頑張りなさい！　ネバーギブアップってやつねっ」

　お姉ちゃんは優しい笑みを浮かべ、目の横にピースポーズを持ってきた。

　写真を撮るわけでもないのに、無駄にキメ顔していて、私は思わず笑ってしまう。

「へへ～ん。笑えば元気が出るでしょ～。まぁとにかく！　可愛かわいい妹への協力は惜しまないからね？」

「ありがとう。でも、急にはやめてね？　この前みたいな感じだと、心の準備ができてなくて慌てちゃうからぁ……」

「そうは言うけど、男性って偶然とかに弱いのよ？　道端でぶつかっただけで運命を感じるぐらいに」

「……そんな単純では流石さすがにないと思うよ？」

「どうせ準備してたって、真優は肝心なところでビビるじゃない」

「むぅ……そうだけどぉ」

「恋は勢いと雰囲気。突き進むのも重要よー？　後は少しの勇気が出せるかどうか」

「…………」

　……勇気って簡単に言うけど、一番難しいよ。

　もし断られたらって考えたら……。

　私が黙って俯うつむくと、お姉ちゃんが頭をわしゃわしゃと乱暴に撫なでてきた。

「……もぅ」

　私は不満を訴えるように視線を向ける。

　すると、目が合ったお姉ちゃんは微笑ほほえみを浮かべて私の唇をつんと突いてきた。

「まぁ頑張んなさいな。だって、彼のこと小学生の時から好きなんでしょー？」

「うん……」

「諦めるつもりもないんでしょ??」

「……ない」

「ふふっ。ほんと一いち途ずって素晴らしいねぇ～。お姉ちゃんもそんな恋がしたいわ～」

　羨ましそうに笑ってみせて、お姉ちゃんは背を向ける。

　そして、部屋から出ていこうとした。

「後で蒸しタオルとか持ってきてあげるからね」

「自分で行くから大丈夫だよ？　今はまだぼーっとしてるから……もう少し楽になったら行くね」

「忘れずにね～」

「うん。じゃあ、また寝るね……」

「はいはい。でもね、真優。どんな時も身み嗜だしなみは整えておかないと、いつどこで誰が見てるか、分からないんだからっ！　もちろん、体がキツくない範囲でね？」

「……うん。ありがと」

　お姉ちゃんは、「ばいばーい」と手を振ってにこにこしながら部屋を出ていった。

　いつも明るすぎるよね……でも、今は元気がもらえた気がするよ。

　けど、そっか……身嗜み……。

　私は起き上がると、くしを持って部屋に置いてある鏡の前に行く。

　鏡に映った自分の姿は、髪がだらんと目にかかっていて、なんだかお化けみたいになっていた。

「ふふっ……なんだか懐かしいなぁ」

　お化けみたいな自分を見て、思わず笑ってしまう。

　それと同時に、ふと昔のことを思い出していた。

「……熱が出ると、夢で見ちゃったりするっていうよね」

　別に信じてるわけではないけど、私は辛つらい体を休めるためにベッドに倒れ込み目を閉じた。

　……あの頃からなんだよね、私の片思い。

　次第に眠気が襲ってきて、意識が朦もう朧ろうとしてくるにつれて──昔の光景が蘇よみがえってくるようだった。




　　　　◇ ◇ ◇




　──私が小学四年生の時。

　学校の帰り道、私の前を歩いていた同級生の男の子が目の前で給食袋を落としてしまった。きっと、話すのに夢中でランドセルに挟んでいた存在を忘れてしまったのだろう。

　私はそれを拾って近寄り、男の子の肩をちょんと叩たたいた。

『……あのね。落としたよ？』

『うわっ!?　〝お化けちゃん〟だぁ～！』

　私を見た彼は大おお袈げ裟さにそう言って、給食袋を奪うと逃げるように去っていった。

　彼らからしたら、ちょっとした弄いじりやからかいのつもりだったのだろう。

　本当に嫌いとか、そういう発想はなかったのかもしれない。

　だけど、小学生の私が〝嫌われてる〟と思ってしまうのは、無理もない状況だった。




　私のあだ名は──お化けちゃん。




　幼い頃は、今よりもかなり引っ込み思案でオドオドしていた。

　今では褒められるけど、昔はこの大きな目がコンプレックスだった。顔の大きさに比べて、大きな目をしていれば嫌でも目につく。

　最初は気にしてなかったけど、からかわれるようになってからは、とにかく恥ずかしく思って前髪を伸ばし、のれんのように目を隠すようにしていた。

　性格、ボソッと呟つぶやくような喋しやべり方かた、そして見た目……。

　この三つが揃そろった結果、そのあだ名が付いてしまったというわけだ。

〝からかわれるのは嫌だ。会いたくないよ〟

　そう思って、私はみんなと同じ時間に帰るのが嫌になり、わざと遅く帰ったりもしていた。

　でも、地元の小学校だと、残念なことに誰とも会わないことの方が難しい。

　だから、私は遊具がほとんどないせいで人が来ることが少ない公園のベンチで、いつも本を読んでいた。

　それが毎日だと、『真優？　帰り遅いけど、〝夕焼け小焼け〟が鳴ったら帰ってくるのよ？』と心配されることが増えてしまう。




　けど……本当のことは言えなかった。




　学校に行きたくないって気持ちはあったけど、〝親に心配されたくない〟、〝知られるのが恥ずかしい〟という気持ちが先行して、帰るのが遅い理由も『友達と遊んでた』、『友達と本を読んでるの』と……嘘うそをついていた。

　そんな嘘をつかないといけない自分にも嫌気がさしてて、〝どうして自分はこんな風にしか人と話すことができないの？〟と自分を責めた。

　今思うと、性格的なものもあるけど、何も言えなくなってしまったのは、自己嫌悪が原因であることがかなり大きかったと思う。

　人の顔色ばかり窺うかがって……それでいて何もできない。

　この時の私は、とにかく自分が嫌いだった。




　──そんな日々が続いたある日のこと。

　そう……あれは、まだ暑さが残る夏休み後のことだったと思う。

　私の学校に転校生がやってきた。

　普通、転校生が来たら盛り上がるものだけど、クラスは逆に静まりかえっていた。

　ガキ大将的な立ち位置の子も、借りてきた猫のように大人しくなっていて、転校生と目を合わせようともしない。

　けど……それは無理もない話。

　その転校生は、派手な髪色に、肩までかかる襟足、見た目からして近寄り難にくいやんちゃな雰囲気を醸し出していた男の子だったからだ。

『……彰しよう吾ご。よろしく』

　短くそう言って、むすっとした表情のまま用意された後ろの席に座った。

　無愛想な態度を見たあの時の先生の引き笑いは、今でもハッキリと覚えている。

　私も衝撃を受けたけど、第一印象はただ〝怖い〟の一言につきる。

　きっと、私が関わることはない。そう思っていたけど、その思惑は簡単に消え去ることになる。

『お化けちゃん。学校を案内してよ』

『……うん』

　休み時間になっても転校生に話しかけに行く人はいない。

　その結果、私が押し付けられる形で放課後に案内することになった。

　私が断れないことを知っていたから押し付けたのだろう。

　面倒なことを押し付けられてラッキー程度に思っていたのかもしれない。

　学校案内のことをめんどくさそうにしていた彼だけど、私が隣に行くと意図を理解してくれたのか、すぐに立ち上がって私の後ろをついてきてくれた。

『面倒だろうけどよろしく』

『……そんなこと、ないよ』

〝不快に思われないように気をつけないと〟って考えながら、私は彼に行きたいところを訊たずねた。

『……行きたい……ところ、あるかな？』

『じゃあ、体育館』

　私は頷うなずいて言われた通り体育館を案内する。

　不安を抱えながら、そうやって聞かれた場所をひとつひとつ案内した。

『……ここ。音楽室……だよ』

『うん』

『……保健室。先生は夕方……いないこと多いの』

『ん、覚えた』

　案内すると、彼はぶっきら棒な態度を取りつつも返事をしてくれる。

　普段は全く周りと話さない私だから、この程度のやりとりでもちょっと嬉うれしくなっていた。

『……次は、知りたいところはある？』

『そうだなぁ。ウサギの飼育小屋ってあんの？』

『……うん。でも、外だから行ったり来たりに……ううん、何でもない』

『ん？』

『……ごめんね。最初から、案内がちゃんと……できなくて。つまらない、よね？』

　私は目を伏せて、ぽつりと呟いた。

　自分の意思がないから、言われた通りに案内はしていた。

　けど、そのせいで何度も上の階に行ったり、外に出るために靴を履いたりすることになっている。

　だから、私は謝ったわけだけど、転校生は気にした様子はなくて寧むしろ逆。

『なんで？　冒険みたいで楽しいよ？』

　その時、初めて彼の笑顔を見た。

　目つきが悪く、一見怖そうだけど、笑顔だけは年相応で無邪気なものだった。

　思ってもいなかった反応に、私が驚いて目をぱちくりさせていると、

『なぁ他に、どこか静かで落ち着ける場所とかは？　学校以外でもいいんだけど』

　彼は続けてそう言ってきた。

『……あるよ。歩くけど』

『ん。全然オッケー』

　私たちは教室に戻ってから、ランドセルを背負って学校を出る。

　──今日は楽しかったな。

　いつもと違う流れに、私は少なからずワクワクしていた。

　だけど、学校を出てすぐ、

『あ、お化けちゃんだ！』

　と大きな声で言われて、私の気持ちはすぐにどん底に落ち込んでしまった。

〝反応したら、余計に酷ひどくなる〟って分かっていたから、私は黙って固まる。

　そして、相手が飽きるまで耐える……って考えていたのに、私の横から思いもよらない声が聞こえてきた。

『それ、気分悪いんだけど』

『お化けみたいに見えない？』

『そうか？　俺はそう思わないけど、目が悪い？　それとも本当は話したくて、そんなこと言ってるとか？』

　転校生がそう言うと、いつも私をからかってくる男子は黙ってしまった。

　けど少しの沈黙の後、『……ヤンキーのくせにうるせー』と吐き捨てた。

　今思うと、多分図星だったのかもしれない。

　だから、返す言葉がなくて揶や揄ゆする言葉しか言えなかったんだろう。

　でも苦し紛れに言った〝ヤンキー〟という言葉は転校生には地雷だったみたいだ。

『あ？　俺はヤンキーじゃねぇ！　ただ襟足が長いだけだ!!　そういう見た目で人を決めつける奴やつは大っ嫌いだ[image: かんてんふ]』

　転校生は声を荒らげて、馬鹿にしてきた男子に掴つかみ掛かかろうとする。

　腕は空振りしたけど、彼の勢いに圧倒されたクラスの男子は尻餅をついて、目に涙を溜ためながら慌てて逃げていった。

　行き場をなくした腕を恥ずかしそうに下ろして、

『あんな父親の趣味の髪なんて絶対切る……絶対。もう坊主でいい』

　ぶつぶつと恨みつらみを口にして、大きなため息をつく。

　私が彼の様子にびっくりして固まっていることに気がつくと、『ごめん』とバツの悪そうな顔をした。

『……ありがと』

『おっきい声でごめん……つい』

『……ううん。公園行こ？　静かで落ち着くよ』

　私がそう言うと彼は頷き無言になる。

　公園に着くまで私たちは一言も話さなかった。

　でも、公園に着いてベンチに座ると……黙っていた彼は気まずそうに訊ねてきた。

『……何でお化けなんて言われてるの？』

『……見たまんま。前髪とか……』

『切らないの？』

『恥ずかしい……。それに変だから、私の目』

『ちょっといい？』

　彼がそう言ったと思ったら、何な故ぜか目にかかる黒いカーテンは消えて、代わりに彼の顔が私の視界にハッキリと映り込んできた。




『全然変じゃないじゃん。大きくて綺き麗れいな目じゃん。見えなきゃ勿もつ体たいないよ』




　にかっと屈託のない笑みを浮かべて、そう言ってきた。

『変じゃ……ない？』

『全然、全く！　あ、でも急に髪を上げてごめん……』

『ううん……大丈夫』

　前髪を上げられた恥ずかしさよりも、家族以外で初めて言われた自分を肯定する言葉に、私の胸は高鳴っていた。

〝──大きくて綺麗な目じゃん〟

　そのたった一言で、いつもどんよりとして見えた景色に、鮮やかな色が付き……まるで世界が広がったように感じた。

　それと同時に、感じたことのないドキドキが〝もっと話したい〟と私を焦じらしてくる。

『あの……名前』

『自己紹介でも言ったけど、彰吾だよ。ただの彰吾』

『……しょーくん』

『う……なんか、ムズムズするな。君の名前は？』

『……ま……ひろ』

『ま??』

『………何でもない』

　ただ、話し方なんてものは、すぐには変わらなくて名前を上手うまく伝えられなかった。

　でも頭文字だけは伝わってたから、

『よし決めた！　まーちゃんだなっ。よろしく』

　この日を境に、私の生活は大きく変わった。




　まず、学校に行くのが苦ではなくなって、寧ろ凄すごく楽しみになった。

　行きも帰りもしょーくんと一緒で、学校でもいつも行動を共にするから、周りにからかわれたりはしたけど、それが気にならないぐらい楽しくなっていた。

　放課後になると、いつもの公園に行って日が暮れるまで遊ぶ。

　最初のキッカケも勿もち論ろん重要なことではあったけど、私はしょーくんにどんどん惹ひかれていった。

　何かあれば『俺が守ってやる』って、かっこいいことを言ってきたりして……。

　毎日話して心を通わせる内に、私もたくさん話すようになったし、しょーくんも私に色々話してくれるようになった。

　──本当の親のこと。

　──新しい親のこと。

　そして、部屋を出ない妹のこと。

　言いにくいことも、私に話してくれて……彼の生い立ちを聞いていくにつれて、寂しさや危うさを知っていった。

〝しょーくんのために私に何かできることはないの？〟

　って、私がそういう考えに至るのは極々当然の流れだった。

　自分が助けられたから、今度は私が彼を助けるって。

　できることは手伝いたいと思うようになって、たくさん悩みを聞いて、私なりの提案をするようになっていった。




『……今日、初めて妹とちゃんと話せたよ。ありがとう、まーちゃん』




　そう聞いた時は本当に嬉しくて、彼の役に立てたことに誇らしさと喜びを感じていた。

〝──そう言われると嬉しいなぁ。もっと頑張ろう〟

　私はそう思って、自分を磨こうと考えるようになった。

　勉強をして、本もたくさん読んで、期待に応えようと努力を続けてゆく。

　そんな努力の甲か斐いがあって、小五の終わり頃には、『真優ちゃんって話しやすいよね～』と周りから認められるようにまでなっていた。

　けど……そんな日々は突然終わりを迎えてしまうことになった。

　その日もいつもみたいに、しょーくんと話していたら、彼が『俺、また転校するんだよ』と突然言ってきたのだ。

　私は泣きそうになる気持ちをぐっと堪こらえて『……そうなの？』と聞き返した。

『愛子さんが仕事でお世話になっているところに引っ越すんだ。だから、小六は別の学校』

『……そうなんだ。寂しくなるね』

　私は自分の服を掴み、溢あふれ出しそうになる気持ちをなんとか抑え込む。

　なるべく笑顔を見せて、『応援してるからね』と声を絞り出した。

『ありがとう。……俺さ、立派な人間になるよ』

『……立派な人間？』

『そう、つまりはエリートだな！　金をいっぱい稼ぐんだ』

『ふふ。分かりやすい夢だね』

『だろ？　達成までの道筋は考えたんだよ』

　わざとらしいぐらい軽い口調で話す彼の目は僅かに赤かった。

『教えて？　どんな道筋なのかなぁ？』

『まずは～、言葉遣いを直すだろ？　それから喧けん嘩かもしないし、すぐキレない。けど、ダメなことはしっかり言える……真っすぐでみんなに尊敬される人間になるんだ。勿論、勉強はたくさんする』

『ふふっ。たくさんだね』

『まぁね。そのためには県内トップの高校に行って、国立大に行って……少しでも愛子さんを楽させて、誇れるような人を目指す。そして、育ててくれた恩返しをしたい！』

　ベンチから立ち上がった彼は、腕を組んで自信たっぷりに言う。

　自分を奮い立たせるための宣言をしているようだった。

『私も恩返ししたいな～』

『お、まーちゃんも？』

『うん……私は人生規模。だから、私も頑張るね？』

　私がそう言うと、彼は微笑ほほえんだ。

『ねぇ、また会えるかな？』

『会えるよ、絶対。約束だ』

『約束だねっ』

　小指を出してきた彼と指切りをして約束を交わした。

　涙を堪えていた私だけど、最後はちゃんと笑顔で送り出せたと思う。

　……家に帰った後は、家族が心配するぐらい大泣きだったけどね。




　──これがきっくんと私の昔話。

　残念なことに、彼はこの時のことを覚えていない。

　覚えていたとしても、私とまーちゃんは一致していないと思う。

　だから、彼がこの時の話をしてくることはないし、私もしない。

　これは勇気をくれた大切な思い出として、今でも私の胸にしまわれている。

　……でも、覚えてなくてもいいんだ。

　だって、〝また会う〟という約束は高校で果たされたんだから。




　　　　◇ ◇ ◇




「うーん……」

　温かい感覚が手に感じられ、私は微睡まどろみから呼び戻された。

　なんだか……懐かしい夢を見ていた気がする。

　俯ふ瞰かんしているように見ていたから、どこか体にふわふわとした感じが残っていた。

　現実にいるような、いないような、そんな感じだ。

　熱特有の気け怠だるさはかなり楽になっていて、回復するぐらいたくさん寝ていたんだろう。

　カーテンから差し込む光はやや茜あかね色いろになりつつあった。

　……なんだか、まだ夢の中にいるみたい。

　顔でも洗いに行こうと思って起き上がろうと、顔を横に向けた。

「……ふえ？」

　私の口からそんな素っ頓狂な声が出る。

　視界に飛び込んできたのは、いつもの部屋の風景じゃなくて──さっきまで夢で見ていた彼の顔だった。

　目を擦こすり、何度か瞬まばたきをする。それでも信じられなくて、また瞬きを繰り返す。

　そこまですれば、流石さすがに体も幻覚ではないことに気がついて、意識が一気に現実へと引き戻された。

「え、あれ……。なんで、きっくんがいるの!?」

「すまん、起こしたか」

「だ、だいじょうぶい！」

　嬉うれしさと、寝起きの恥ずかしさで感情がおかしくなっている。

　私はそんな気持ちをなんとか落ち着かせようと、「ちょっと一拍待って」と言ってから何度か深呼吸をした。

「……取り乱しました」

「気にするな。起きて家族以外がいたら誰でも驚くって。一応、スポーツドリンク買ってきた。後はお粥かゆも準備したんだが……」

「えへへ……ありがとう。ありがたくもらうね？」

「おう……」

　何な故ぜか恥ずかしそうに返事をするきっくんの反応が気になった。

　私が首を傾かしげると、彼の視線は手の方に動いていく。

　そんな動きにつられて、私も彼が見ている方に目を向けると──私の手が彼の手を握っていた。

「「…………」」

　どうしようびっくりしすぎて声が出ない……。

　きっくんもどうすればいいか迷っているようで、無言のままだ。

　互いに目を合わせることもできなくて、部屋がシーンと静まり返っている。

　……もしかして、ずっと握ってたの？

　確かに手汗が出ているような……。

　それなら早く放さないと……でも、もう少し握っていたい気持ちが……。

　頭の中でそんな葛藤が膨らんでいく。

　でも、ここにいるのは私ときっくんだけ……だったら、もう少しだけ、甘えてもバチは当たらないかな？

　私は、握っている手に少しだけ力を入れた。

　きっくんは、そんな私の反応を見てくすりと笑う。

「こんなところにいたら風邪が移っちゃうよ？」

「お見舞いに来て風邪を引くなんて馬鹿なことにはならないよ」

「……それフラグって言うんだけど」

「ははっ。まぁ、思ったより元気そうで良かったよ」

「うん。きっとお見舞いのお陰かな。でも、思ったよりって？」

「ああ。千ち聖ひろさんから連絡があったんだよ。真優がうなされながら、俺を呼んでるって」

「あはは……なんか、お姉ちゃんがごめん」

「元々お見舞いに行くつもりだったから問題ない」

　そうやって微笑む彼の姿を見ると、髪は若干跳ねていて、ワイシャツには乱れが見えた。

　きっと、急いで来たんだね……ありがとう。

　そんな彼の心遣いに嬉しくなった。

「本当にありがとね」

「気にすんな。それよりもお粥を食べるか？　着替えたりするなら部屋を出るが……」

「着替え……あ、ちょっと髪もボサボサだね。恥ずかしい姿を……ちょっと、顔を隠しとこー」

　私は自分のカッコ悪い姿を隠したくて、前髪で目を覆う。

　……お姉ちゃん、だから身み嗜だしなみって言ってたんだ。

　きっくんが来るって知っていたら、もっとバッチリ決めたのにぃ……もう！

　私が心の中で文句を言っていると、そんな私を見て彼がおかしそうに笑った。




「そうしていると、〝昔に出会った時〟みたいだな」




　──え？

　きっくんが言った言葉に私は耳を疑った。

　その言い方だと、最近の話ではなくて……まるでもっと昔の話をしているみたいだったから。

　心臓がバクバクと急に高鳴っていくのを感じる。

　私は恐る恐る、「お化けって懐かしい？」と彼に聞いた。

　すると、

「そのあだ名を付けた奴やつは見る目がない」

　きっくんの口からは、私の求めていた答えが返ってきた。

　……私だけじゃなかったんだ。

　頭の中を覆っていた霧が晴れていく。同時に、今まで我慢してきた想おもいが一気に溢れ返って来るようだった。

「知ってたの!?　いつから!?!?」

「受験会場ですれ違っただろ？　その時には気が付いていたが……」

「そんな前!?　それなら入学前から話せたよ～！」

「入試の邪魔になったら悪いだろ。一生に一度の大事な日なんだから」

「うっ……確かに、そうだけど……よく気づいたね？」

「すぐ分かるよ。優しい雰囲気の笑い方とか、俺が好きだった目とかは変わらなかったからなぁ～」

「ふぇ……」

　私はにやけてだらしなくなりそうな顔を必死に我慢する。

　片方の手で自分の頬ほおをつねり、彼の手を握っている方には不服を伝える意味を込めて、ぐりぐりと動かした。

「ど、どうして今まで言ってくれなかったのかな!?　私だけ、覚えていると思ってたんだけど！」

「ほら、見ない間に見た目とか風貌は変わっただろ？　仮に高校デビューだとしたら、過去には触れない方がエチケットかなと思って」

「あーもう！　こういう時だけ気を回せるんだねっ！」

「それに、俺だけ『うわぁ！　めっちゃ久しぶり！　会えて嬉しいわ～』みたいなテンションで再会を喜んでさ…………空回りしたら辛つらくないか？」

「あはは……それは凄すごく分かるかも」

「だろ？　すぐ泣いてたとか、いつもおどおどしてて、話すようになってからは俺に引っ付いてた話とかは、今言われると恥ずかしく感じるに違いないし。俺だって、小学生らしくカッコつけていたこともあるしさ」

「『俺が守ってやる』とか？」

「くっ……言うなよ、恥ずかしい」

　きっくんは顔を赤らめて苦笑いをした。

　そっか……あの時の思い出は私の中だけじゃなかったんだね。

　私はそれが嬉しくて、気怠さも全てが吹っ飛んだ気がした。

「しょーくん、お粥を食べさせてほしいなぁ～」

「急に甘えてきて……まぁいいけど。てか、その呼び方は恥ずかしいからな？　真優もまーちゃんって呼ばれたら背中の辺りがムズムズするだろ？」

「えへへ」

「……寧むしろ嬉しそうだな」

　きっくんは微笑ほほえんで、お粥を私の口に運んでくれる。

　多分、次に会った時はいつも通りの呼び方に戻っているとは思うけど……。

　また、『しょーくん』って呼びたいな。
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　二人っきりの時とかは……。

　そんなことを考えながら、私は彼のお粥を味わった。







[image: 第八話　兄妹、ふたりっきり]







　──城き戸どゆいなは自他共に認める甘えん坊。

　いや、所謂いわゆるブラコンってやつらしい。

　俺との距離感を見たら、誰でもそんな感想を抱くことだろう。

　最も早はや、甘えん坊を通り越して、依存気味と言ってもいいかもしれない。

　それについてゆいなは否定しないし、寧ろ自分で認めている節がある。

　その他にも、『おにぃ。甘えるのも、話すのも、ゲームをするのも、何をしても楽しいしだ～いすき』と、恥ずかしがりもせずに言ってくることだってあった。

　そのぐらい懐いていると言えば聞こえはいいが、兄離れできないのではないか……と心配になってしまう。

　まぁ、ただこうなった原因は俺にもあるから、彼女を無下にすることはない。

　──男嫌いの人間不信。

　親の二度の離婚によって、心が傷ついたゆいなは、過去に引きこもり状態になっていたことがあった。

　今ではそんな片へん鱗りんを微み塵じんも見せないが、当時の悩んでいた記憶は今でも覚えている。

　何度も歩み寄って、拒絶されても隣に居続けて……そして打ち解けていったからこそ、今みたいな関係があるのだ。

　そんな流れがあったから、再婚によって繋つながった偽物の兄妹きようだいではあるけど、本物以上に仲が良くて今の関係性に幸せを感じていたりする。




　──そんなことを思っていたある日の土曜日。

　真ま優ひろのお見舞いに行った次の日のことだ。

　毎朝の日課である勉強をしていたら、申し訳なさそうにして愛子さんが声をかけてきた。

「彰しよう吾ご君、勉強中にごめんねぇ。あの子を起こしてもらってもいーい？」

「いいですよ。こういう日はいつものことですから」

「ほんと、何であの子はこんなに起きないのかしら」

「ははっ。ゆいなは寝つきがいいですからね。それに梓あずさがいない日は、仕方ないですよ」

　俺は苦笑して、気け怠だるい体を伸ばしてからゆいなの部屋に向かった。

　彼女の部屋に入ると、ベッドの上にミノムシが一体転がっていて、ぴくりとも動かない。

「起きろー」

「んんっ……」

「…………」

　ゆいながくるまっている布団を揺らしたら、妙に艶なまめかしい声が聞こえてきた。

　俺はため息をつき、頭があるであろうところをめくる。

　すると、悪戯いたずらをする子供のような無邪気な顔をしているゆいなと目が合った。

「起きてるなら遊ぶなよなぁ……。変な声を出して……」

「だって、おにぃが変なところ触るんだもん。にしし……」

「顔がニヤついてるじゃないか。いいから起きろー」

「え～あとちょっとだけ～……。せっかく、うるさーいあずあずもいないんだからぁ～。ねっねっ。少しだけだから」

「少しって、いつまでも起きてこないだろ？」

　俺がそう言うとゆいなはまた布団を頭から被かぶってしまった。

　布団の端をしっかりと掴つかみ、彼女からは『絶対に出ない』という固い意志が感じられる。

　……仕方ない。ってか、俺が折れるまで不毛なやりとりが続くからな……。

「……ほら、連れていってやるから顔を洗え」

「うぃ～」

「すぐに出てきたな……変わり身はや」

「それが取り柄だからね。ねーおにぃ。おんぶ～」

「それはしないよ……おい、勝手に腰に手を回すんじゃない」

「いつもより、ぬくぬくだねぇ……？」

　こんな軽いやりとりが、梓がいない日限定の恒例行事だ。

　朝は今みたいに甘える行動をして、寝る時は『寝かせてぇー』と甘えてくる。

　こんなことを人に話したら、きっと『高校生にもなって何やってるんだ！』って言われるかもしれない。

　だが、ゆいなの押しにずっと根負けし続けた結果、それが自分にとっての〝普通〟となっている。

　自分の生活や考えを見直すと決めてからは、余計に悪化しているし、自分もかなり毒されている気もするが……。

　まぁ大した手間でもないし、仲が悪いよりはいいと割り切って考えることにしている。

　そんな甘ちゃんな妹を連れてリビングに行くと、愛子さんがキャリーバッグに荷物を詰めているところだった。

　ゆいなは首を傾かしげて、不思議そうな顔する。

「あれぇ？　どっか行くんだっけ??」

「友達と一泊二日の温泉旅行よ～。って、この前話したじゃない」

「そうだったっけ??　まぁ楽しんできてねん。ゆいなはおにぃとがんばるー。家事もじゃんじゃんやるし……おにぃが」

「結局、俺かよ……」

「もうっ。彰吾君に頼り切らないの。自分でやらないとダメ人間になるわよ？」

「だいじょーぶい。既に底辺だよ～。ひとりじゃ生きられないぐらい弱者ですぅ～」

「はぁ。そういうこと誇らしげに言わないの！」

「にゃん!?」

　愛子さんにおでこをぺちんと叩たたかれたゆいなは、目に涙を溜ためて俺を見てくる。

　うるうるとしているが、同時にどこか嬉うれしそうだった。

「痛いよー……」

「自業自得だ。てか、微妙に口の端が笑ってるからな？」

「ありゃ。これは不覚」

　ゆいなは舌をちょこんと出して、あざとくポーズを決める。

　……この角度で見せたら可愛かわいいと分かっているような動きだよな。

　そんな娘の態度を見て愛子さんはやれやれとため息をつき、時計を確認すると玄関へ向かった。

「二人とも本当にありがとう。ごめんね」

「謝る必要はないですよ。ずっと時間が取れなかったわけですし、たまには羽を伸ばして休んでください。こっちのことは大丈夫なんで」

「そお？　洗い物とかは全然置いておいていいからね？　普段やり慣れてないだろうし、いつもは梓ちゃんに任せっきりなんだから……」

「ふっふっふ。ゆいながいれば百人力だよぉ～」

「それが一番心配なのよ……」

　愛子さんは嘆息して、肩をすくめる。

　俺が微笑みを向けると、微笑み返してきて、「行ってくるわね～」と元気な声で家から出ていった。

　ドアがバタンと閉まり、家の中がシーンとなる。

　そう……今、家には俺とゆいなの二人だけ……。

　しかも、梓は家の用事でこの土日は来られない。

　そうなれば……。

「とりあえず勉強だな」「パーティーと行こうぜっ！」

「「うん？」」

　全く噛かみ合わない意思に、二人して首を傾げた。

「ちょっとおにぃ!?　楽しまなきゃ損でしょ～!!」

「勉強は日課だからなぁ。やることやってから、心置きなく遊んだ方がいいだろ？」

「せっかくの夫婦水入らずなんだから、やらなきゃ勿もつ体たいないぜ？」

「変に格好つけた言い方してもダメ。てか、誰が夫婦だ」

「ぶぅー」

「頬ほおを膨らませても折れないからな？　それに、梓から聞いてることもある」

「うーん??　何をー？」

「学校の課題が出てるんだろ？　えーっと、定期試験と模試の解き直しに、それから生徒会が発行するお便り……そんな感じだったかな？　梓から頼まれてるんだ」

「あずあずめ……ちっ」

　ゆいなは舌打ちをして、苦虫を噛み潰したような顔をした。
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　いつものあざとい感じが薄れ、見てはいけないような表情をしている。

　まぁ課題はしないといけないからな。

　梓からわざわざ、『生徒会の沽こ券けんに関わるから絶対にやらせて。一日中身動きが取れないように、徹底的に!!』って言っていたぐらいだし。

　一日中ってことだから、相当な量なんだろう。

　心を鬼にして、しっかりとやらせよう。

「いやぁ～。死ぬぅ……」

「ま、諦めてやることだな」

「にゃーん……」

　俺はゆいなの頭をぽんぽんと叩き、部屋に行くように促した。

　口を尖とがらせて、嫌がる素振りを見せるが、〝終わったら絶対に遊ぶ〟という約束をしたら、「約束だからねっ！」と念押しをしてからすぐに部屋に入っていった。

「……俺も頑張るかなぁ」

　俺は肩を回し、ふぅと息を吐く。

　そして、自分の部屋へと戻った。




　──二時間後。

　俺の部屋のドアが勢いよく開いて、ゆいなが入ってきた。

「うん？　なんか助けが必要だったか？」

「終わったよ～ん」

「え……マジか。ちょっと見せて」

「はいはーい」

　ゆいなはそう言って、終わった課題を差し出してきた。

　俺はひと通り目を通しながら見ていく。

　……字が無駄に上手うまい。てか、本当に終わってる……？

　いやいや、流石さすがに解き直しは答えを写したとかだろうな。

　答えと照らし合わせれば…………ってなんか別の解法？

　しかも合ってるような……。

　思った以上に完璧で戸惑っていると、ゆいなは俺の肩を突つついてきて、横目で見るとニヤついた顔をしていた。

「凄すごいでしょ～？　今日は遊びたくて頑張っちゃったぁ！」

「いつもこのぐらいやってくれよ……」

「むふ～」

「めっちゃ得意気だなぁ」

　俺は苦笑して、課題をゆいなに返した。

　今度はドヤ顔で見つめてきて、ゲーム機をチラつかせてくる。

　ノートを閉じて、引き出しにしまっていたゲーム機を取り出した。

「まぁ、約束だし、ちょっと遊ぶか」

「わ～い。んじゃやろやろ～」

　ゆいなは上機嫌で俺のベッドに座り、隣に来るように促してくる。

　バシバシと布団を叩き「早く～」と呼ぶ。

　俺が重い腰を上げて、肩を並べて隣に座る。

　嬉しそうにするゆいなだけど、俺の顔を見るなり、急に難しい表情になった。

「ねぇ、おにぃ。最近はちゃんと寝てるのぉ？」

「必要な休息は取ってるよ。急に体のリズムを変えるのはよくないから、生活自体は変わらないかな」

「んじゃ、今まで通りってこと？」

「まぁな」

　口ではそう言ったが、最近までテストがあった関係でいつも以上に寝ていない。

　体を動かせるから問題はないが、流石に勉強疲れはしていた。

　みんなとの関係を見直しても、自分を高める努力は怠ってはいない。

　単純に今までのルーティンに、みんなとの関係がプラスされただけだ。

『明日やろう』なんて思うぐらいなら、『今やる』が正解。今後に憂いを残したくはないからな。

　そんなことを考えながら、俺はゲームを起動する。

　が……何な故ぜかゆいなにゲームを取り上げられてしまった。

「やっぱり、ゲームやめる！」

「……え、いいのか？　俺としては全然大丈夫だが……？」

「んー、大丈夫！　それよりもおにぃ、城戸家にシエスタを導入しな～い？」

「なんで急に」

「時代はグローバルだからねん。ってことで……ど～ん！」

「お、おい!?」

　俺はゆいなに押し倒され、ベッドに横たわった。

　不意にやられたからか、がくっと力が抜けて俺の意識が傾いてゆく。

　……やばい。

「……ゆいな、せっかくのゲーム」

「いいから一緒に寝るよ～。子守歌を歌ってあげるねぇ」

　ゆいなはそう言って、眠くなるような子供っぽい声で歌を歌う。

　やや聴き取りにくいその声を拾っているだけで、一瞬にして意識が遠くなっていくのを感じた。







「んっ……」

　目を開けると、部屋は薄暗く窓から月明りが差し込んでいた。

　そんな月明りに照らされて、ゆいなが心配そうに俺の様子を窺うかがっている。

　どうやら、俺は相当寝ていたらしい。もう夜になっていた。

「……すまん。寝すぎた……すぐ起きる」

「ああ、ダメだよぉ」

　ゆいなが静止するのを無視して体を起こそうとするが、全身が重りをつけているように重く、そして筋肉痛のような痛みと怠だるさがあった。

　……結構熱があるのか。

　そこまで来れば俺でも理解できる。

　微熱程度だったら、問題なく動けるけど、今回の風邪は厄介らしい。

　力も抜けて、思考も鈍り、どこか弱い気持ちにもなってしまう……そんな辛さを感じた。

　……情けない。

　自分の不ふ甲が斐いなさにため息をつき、手のひらを額に当てる。

　額には冷○ピタが貼ってあるが、既に冷たさは失われているようだ。

「ありがとう……ゆいな」

「ううん。それよりもお母さんに」

「いや……誰にも連絡しなくていい。寝れば治るから、頼む」

　俺は首を振り、ゆいなに頼んだ。

　愛子さんはずっとひとりで俺たちの面倒を見てくれた。

　きっと友達と話したかったり、遊びたい時もあったと思う。

　だけど、今日までそんな素振りを見せたことは一度もなかったのだ。

　元旦那に文句を言うことはあっても、子供に対して言うことはない。

　血の繋つながらない、しかも恨めしい元旦那の子供である俺を育ててくれた。

　……だから、せめて今日ばかりはゆっくりと羽を伸ばしてほしい。

　俺が寝込んだと知れば、絶対に駆けつけてきてしまう筈はずだから。

　俺のせいで旅行を台無しにしたくはない……。

　ゆいなもそれを理解しているのか、諦めたように深いため息をついた。

「じゃあ言わない代わりに、今日はちゃんと休むこと」

「……分かった」

「家のことはゆいながやるし、おにぃの看病もするから」

「いいよ。別に……無理すんな。俺が楽になってから──」

「いいから病人は寝てろ～！」

　そう言って、起き上がろうとする俺を押さえてきた。

「看病って……」

「ゆいなは〝やればできる子〟なんだからねっ。お粥かゆとか食べる??」

「食欲はそんなにないけど、お粥ぐらいなら……食べられるよ。ただ、家にレトルトなんてあったか……？」

「ふっふ～ん……。んじゃ、暗いと見えないから明かりをつけるね」

　ゆいなはそう言って、部屋の明かりをつける。

　そしてすぐに部屋を出ていって、数分後に湯気が上がっている器を持ってきた。

「ってことで温めてきたよん。これ、ゆいなが作ったんだぁ」

　ニコニコと得意気な顔を向けてくる。

　トレーに載せて持ってきたお粥は卵粥で、上には刻んだネギが散らされていた。

「……見た目めっちゃ美味うまそうじゃないか？」

「味見をしたから、味も折り紙つきだぜ」

「ははっ。頼もしいなぁ」

　世話されてばかりの妹の成長した姿に、込み上げてくる感動があった。

　……ゆいなも変わってきてるんだなぁ。

　そう思うと、油断したら涙腺が緩くなってしまいそうだ。

「……ありがとう。情けない兄ですまん」

「ううん。ゆいなにとっては、情けなくないよ。いつもありがとー」

「……そっか」

「じゃあ冷○ピタを貼るね～」

　とっくにぬるくなっていた冷○ピタを額から剥がして、新しいのに貼り替えてくれた。

　頭にひんやりとした感覚が広がって、痛みも和らいでいくようだ。

　俺の様子を見て、ゆいなはくすりと笑い目を細めた。

「懐かしいなぁ。ゆいなもこうやって面倒見てもらったよねぇ」

「愛子さんが忙しい時は、いつも二人だったもんな……。ゲームもよくやったっけ……」

「あの頃より上手くなったでしょ～？」

「ははっ。比べものにならないぐらいにな。けど、ずっと同じのやってて飽きないのか？」

「飽きないよぉ～。ってほらほら～、もういいから寝ようよ！　たくさん寝て、たくさん汗をかかないと、熱は下がらないよん」

「分かった……」

　俺は頷うなずいてから、目を閉じる。

　けど、瞼まぶたはぴくぴくと動き、中々眠れない。

　いつもは倒れるように寝ていたから、普段は自ら望んで意識を鎮めようとしない。

　だから、なんとか寝ようとすると、脳裏に過去のトラウマなんかが過よぎってしまう。

　……嫌なことばかり考えるな。

　俺はそれでも目を閉じて寝ようと努力していると、ゆいなが頭を撫なでてきた。

「眠れない？」

「いつも寝る時は、限界が来て倒れ込むようにしてたから……まだ体力がある感じだ。だから、寝るのに時間がかかるかもしれないから、部屋を──」

「出ていかないよー？　だっておにぃは目を離したら無理しそうだし」

「……そんなことはない。そのぐらいの分別はある……」

「アハハッ！　いやいやぁ～おにぃの目が泳いでるからねぇ？　ってことで、ゆいなは監視しときますっ！」

「…………」

「まぁ眠れるように、腕とか足とかマッサージしてあげるから、とりあえずは目を閉じるんだよぉ」

「……悪い」

　俺は苦笑して、再び目を閉じた。

　風邪の辛つらさが徐々に増してきて、体に妙な力が入ってくる。

　そんな状況を察したのか、ゆいなは無言でマッサージをしてくれた。

　……足裏、腕、首や肩……体が怠くなりそうなところを揉もんでくれる。

　揉みながらゆいなは、

「……恋人がいたら、こんなことしてくれると思う？」

　と、呟つぶやいた。

「……どうなんだろうなぁ」

「おにぃは恋人が欲しい？」

「恋人はどうだろう……。ただ、ちゃんと結婚したいとは思うよ」

「あんなに色々あったのに？」

「……だからこそ、俺は幸せな家庭を築きたいな……」

「…………そっか。じゃあ誰が好き？」

　ストレートに聞かれて、俺はゆいなを見る。

　いつもと同じ無邪気な表情を見て、俺は彼女の頭に手を伸ばした。

　俺が頭をポンポンとすると、嬉うれしそうに頬ほおを緩ませる。

　そんな彼女を見ていると、大事にしたいと思う反面、複雑な気持ちになった。

「……気持ちが揺れ動いたぐらいで、『好きだ』、『愛してる』なんて口が裂けても言えないよ。目を閉じるとさ。たまに思うんだよ……。次に起きた時は誰もいないんじゃないかって」

　言うつもりがなかった弱音が口から不意に出てしまった。

　自分の弱さが腹ただしくて、俺は目を閉じて苛いら立だつ気持ちを落ち着かせる。

　だが、こんな話をしたせいなのか……いなくなる前の親の言葉を思い出していた。

『女の子が目の前にいて、少しでも視線が動くならそれは恋』

『心のコンパスに従うの。知ってる？　恋はいくつしてもいいの。だって、輝かしくて素敵だから。けど、目に見えないから心と体を繋げて、確かめるのよ。それでイマイチだったら〝バイバーイ〟でいいじゃない』

『とりあえず女の子には〝好き〟、〝愛してる〟、〝君だけだよ〟と言うことが大事さ。そして、やって分かる恋もある』

『合わなかったら、次だ次！』

　──クソみたいな言葉だ。

　彼らは俺にとっての──反面教師だ。

　だからこそ、『好きになる』というのに特別慎重なんだろう。

　自分の中にある好意が本当なのか、違うのか……。

　梓あずさにゆいな、そして真優のことが気になって気持ちが揺らいでいるのは、動物的な本能から来ているのだろうか……。

　人肌が恋しくて、触れ合っていたくなる……謂いわば性欲のようなものに揺らいでるだけなのかもしれない。

　だから『少し揺れ動くぐらいでは、恋だと認められず』、自分の口から『愛してる』なんて好意がハッキリと伝わる言葉を軽々しく言えなかった。

「悪い。変なことを言った……忘れてくれ」

「ゆいなはずっといるよ。だから、安心して寝てね？」

　耳元でそんな優しい言葉を囁ささやかれ、手をぎゅっと握られた。

　それから俺の意識がなくなるまで、その手が離れることはなかった。




　　　　◇ ◇ ◇




　──おにぃが風邪をひいた。

　ゆいな的には一大事だった。

　あずあずは家の用事でいないし、お母さんは友人たちと久しぶりの旅行。

　連絡を取ろうとしたら、おにぃに全力で止められてしまった。

『頼むって』って。

　きっと、『俺のせいで帰ってくることになったら、一生後悔してしまう』と思っているのかもしれない。

　普段の態度とは違って、風邪にやられたおにぃの声は力がなくて、かなり弱気になっていた。

　だからといって、幻滅することはない。

　寧むしろ、そんな状況だったからこそ、聞けなかったことが聞けた気がする。

「……ぐっすり寝てるなぁ」

　眉間に寄っていたシワはなくなっていって、おにぃは可愛かわいらしい寝息を立てていた。

　握った手をもう片方の手で優しく撫でる。

　……この手を見ていると落ち着く。

　昔より大きくて、男らしい感じになったけど……この手は塞ぎ込んでいた私を救ってくれた手。

　握っているだけで、幸せな気分になってくる。

「……おにぃはどうなるかなぁ」

　男なんて信用してないし、どうでもいいけど。おにぃだけは違うって思ってるよ……。

　だって、同じ痛みや苦しみを知ってるから。

　知ってるから、絶対に同じことはやらないって信じられるよ。

　知らない人は平気で言うもんね。

『俺は前の人とは違う。裏切らないよ』って。

　根拠もないのに、いけしゃあしゃあと言うんだから、言葉って安いよね。

　だって、そう言ったおにぃの父親は再婚して一年後にすぐ出ていったよ？

　アレが特殊って可能性もあるけど、ゆいなは信じない。

　ゆいなの態度で、コロッと揺らいで声をかけてくるような奴やつも信用できない。

　その点、おにぃは違うから。

　態度も変わんないし、妹思いの優しいところも変わらない。

　だからこそ……。

「……おにぃもゆいなと一緒だと思ったんだけどなぁ」

　そんな呟きが口から漏れ出た。

　──結婚なんてしない、ただ一緒にいるだけでいい。

　──付き合わないし、告白も断り続ける。

　おにぃは、そういう考えで過ごしていると思ったのに。

　けど、実際は──結婚という幸せを求めている。




　──結婚というのは自分の人生の枠組みを固定する鎖のようなもの。




　そして残念なことに、縛りがあるほど人は、そこから解放されることを本能的に求めてしまう。

　人は刺激的で、劇的なものを無意識に求めてしまうから、浮気や不倫に繋つながることがあるんだろうね。

　だけど、兄妹きようだいの縁は切れない。

　結婚よりも、兄妹で心が許せる間柄。

　喧けん嘩かを恐れて、気を遣いすぎることも、『仕事と私どっちが大事なの!?』みたいな悩みも皆無だ。

　──そう思うと最強だよね？

　それにゆいなが隣にいることに対しても疑問は生まれないし、ベタベタしても〝兄に甘える妹〟としてしか映らないから。

　けど、それでいい。いや、それがいいの。

　結婚とか、付き合うとか、そんな枠組みなんて私からしたら欲しくない。

　だって、いくら義理とはいえ家族なんだから、ゆいなが求めたらおにぃは困ってしまう。

　でも、そんな肩書きがなくたって、ゆいなはずっと隣にいるよ。

　結婚って離婚とか別れる理由が生まれるけど、兄妹なら一緒にいてもおかしくないよね。法律も義務も、拒絶することもない。会っていけない理由なんてないし、喧嘩だって、兄妹喧嘩という可愛いものだけ。

　今生の別れにもならない。

　……辛そうなお母さんの姿を何度も見た。

　実の父親、そしておにぃの父親。それぞれに浮気されて、捨てられて……泣いていた姿は今でも頭から離れない。

　だから、壊れるのが怖いなら最初から作らなければいい。そうすれば、何も変わらないから。




　──病んでるって？

　寧ろ聞きたい。子供の頃に歪ゆがまされて、何で病まないと思ったのって。

　きっとこの考えは、経験のない人には理解されない。だから、言うつもりもない。

　密ひそかに抱き続けて、そっと自分のポジションに収まるだけ。

「ゆいなと一緒だよ」

　ゆいなはおにぃの手を優しく撫なでた。

　今はとにかく、この一緒にいる生活が長く続けばいいなって。
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「……来ちゃったなぁ」

　私は手にお菓子を持って、きっくんの家の前にいた。

　風邪がすっかり治ったから、あの時のお礼を──という体ていで来ている。

　まぁ……普通に話したかったというのが大きいけど。

　一応断られた時のために保険も考えている、いざとなれば、『あの日のお礼だよっ！』と言えば問題ない！

　あ、でも待って……。きっくんって、私の家に来たことを絶対に二人には言ってないよね……？

　そうなると、私がぽろっと言ったらトラブルになっちゃう……？

　いやいや……頑張って。

　逃げてばかりではなくちゃんと向き合っていかないと！

　とは言っても……。

「やっぱり緊張するなぁ……。プレッシャーに潰されないように、手に〝人〟ってたくさん書いておこう……」

　私は手のひらに何度も人の字を書いて飲み込んでいく。

　簡単なおまじないではあるけど、次第に気分が落ち着いてきた。

　すると、別の懸案事項が頭に浮かんできてしまう。

　いや、待って……そもそも、まだ知り合って浅い私が来たら、『図ずう々ずうしいな』って思われたりしないかな……？

　それが原因でめちゃくちゃ嫌われでもしたら…………。

　ってダメダメ！　弱気になってはダメだよ真ま優ひろ!!

　ここは堂々と、そして図太く考えないとねっ！

　あ、その前に呼び鈴とか鳴らして大丈夫……？

　みんなで盛り上がっていたり、きっくんが勉強していたら水を差すことにならないかな……。

　きっくんのスケジュールがいつも通りだったら、今はお昼の筈はずなんだけど……今日に限って違うというパターンも。

　…………うぅ、あれこれ考えていたら、なんかお腹なかが痛くなってきたよ。

　私は家の前で葛藤を続けていた。

　ずっと家の前にいるから、周囲から不審者に見えるかもしれない。

　考えることに夢中になっていた私の後ろから、

「……食べちゃうぞ」

　そんな声で囁かれ、私は「きゃぁっ!?」と飛び跳ねてしまった。

「アハハ！　まひろんハロハロ～」

「ゆ、ゆいなちゃん!?　はぁぁぁ……心臓が止まるかと思ったぁ」

「にしし～してやったりだねぇ」

　ゆいなちゃんは満足そうに笑った。

　不審者かと思って鳥肌が立ったよ……。

　体に変な力が入ったせいで、肩が急にこっちゃうし。

「ん～」

　私は肩をぐるぐる回しながら、大きく伸びを一回。

　ほっと息をつくと、家のドアが気になった。

　……あれ？

　きっくんなら気が付いたら出てくる気がするけど……出てこない？

　私は首を傾かしげ、ゆいなちゃんを見る。

　彼女もつられるように首を傾げた。

「ところでまひろん？　何してんの～？」

「今日はお礼を……あ」

「お礼？」

「あはは……とりあえず甘い物をお納めください」

「ふむふむ。良きに計らえ……」

　ゆいなちゃんはこの前と同じような感じで軽いノリに付き合ってくれる。

　だけど、妙な違和感があるのは気のせいなのかな？

　どこか疲れているような……。

　そう思った時、私は胸騒ぎがした。

　もしかして、『私の風邪がうつって寝込んでいるんじゃないか』というそんな嫌な予感だ。

　違和感の正体も、ゆいなちゃんが看病していて、それで寝不足になっているんじゃないかって。

　だから、

「上がってもいいかな？　少しでも手伝えることがあると思うんだぁ」

　と、ゆいなちゃんに提案した。

　最初は渋り気味な彼女だったけど、少し悩んでから私を家に招き入れてくれた。

「……お邪魔します」

　私はゆいなちゃんに聞こえるぐらいの小さな声で、家に上がると、閑散とした雰囲気が漂っていた。

　……靴はあるけど、きっくんは出てこない。

　だとしたら、間違いないよね……。

　申し訳なさを感じつつ、リビングに通された私の視界に飛び込んできたのは、部屋の残念な惨状だった。

　微妙な形で畳まれた洗濯物に、散らかった台所。

　シンクには卵の殻が散乱していて、若干焦げた匂いも残っていた。

「……泥棒でも入ったのかなぁ～。ゆいな、ちょーびっくり。これはやばいねぇ～」

　棒読みで気まずそうな声を出す。

　彼女に視線を向けると、顔を背けてしまって目を合わせようとはしなかった。

「……よし。じゃあ、ここは私がお手伝いしようかなぁ～」

　私はこの散らかり具合について、特に触れることなく片付けをすることにした。

　厄介そうな汚れや、鍋の焦げ付きなどから優先的に掃除をしていく。

　そんな私の様子を見ていたゆいなちゃんが、

「やっぱり、ゆいなと違って手際がいいなぁ～。すっごい～！　……邪魔になっちゃうから、後は任せよっかなぁ」

　半笑いで頭を掻かきながら言ってくる。

　自嘲気味なその笑顔を向ける彼女に、私は微笑ほほえみかけた。

「慣れないことをするのって凄すごく大変だよね。いつまで温めればいいんだろうとか、卵に火を通しすぎて硬くなったりとか……。後は、洗濯物も畳み辛づらいのあるよね～。私も女の子特有の服を畳むのは苦手かなぁ」

「…………」

「でも、ゆいなちゃんの一生懸命さが伝ってくるよ。すっごく頑張ったんじゃない？」

「…………めっちゃ調べた」

「ふふっ。私もね、ひとりでできないことが多いんだぁ。だからお願いがあるの。ゆいなちゃんも一緒にやってくれる？」

　私がそう言うと、ゆいなちゃんはきょとんとした。

　それでも、私が笑顔を絶やさずにいると、ゆいなちゃんの表情が徐々に緩んでいく。

　そして、ふっと余裕の笑みを浮かべると、見せつけるように胸を張った。

「しょうがないなぁ～。ここはゆいなが手伝ってあげるよん」

「ありがと～。じゃあ、一緒にやろう！」

「うっす！」

　体育会系のような声を出して、私の横で洗い物を始めた。

　私のやり方を見て真似まねをしてくれる。

　洗い物が終われば洗濯物を畳んだり、汚れたところを一緒に磨いたり……おぼつかない部分はあったけど、ゆいなちゃんは相当物覚えはいいようだ。

　作業を続けていると、ゆいなちゃんの方から「ねぇまひろん」と、話を振ってきた。

「思った通りにならないもんだねぇ……。もっと上手うまくできると思ったのにぃ」

「知識が体を活いかしてくれるかは別だもんね。頭では分かってても体が動かない感じ」

「そうそう！　『あれれぇ？　おかしいぞぉ？』って何度もなったもん」

「初めてなら十分、凄いんじゃないかなぁ。それに残ってたお粥かゆを見たけど、美味おいしそうだったよ」

「ふっふっふ。これが匠たくみの技」

「あははっ。確かにそうだねぇ」

　ニコニコ顔をしているゆいなちゃんは、すっかり元気になったみたいだ。

　……良かった。ちょっとは元気が出たみたいだね。

　そのことに、私はそっと胸を撫なでおろした。

　私たちは会話をしながら作業を終えて、ソファーに座る。

　見るも無残だった部屋は、元通りになっていた。

「ん～っ。部屋が綺き麗れいになって、ゆいなは嬉うれしいなぁ～」

「頑張った甲か斐いがあるね」

「だねだね～。いやぁ～今日話して思ったけど、まひろんは絶対にいいお嫁さんってやつになるねぇ～」

「えへへ……そう言われると嬉しいなぁ。ありがとう」

　ゆいなちゃんが平然とした顔でその言葉を言ってくるから、何だか照れくさい。

　……認められたって気がして嬉しい。

　ゆいなちゃんとは、もっと仲良くなりたいなぁ。

「ねー。まひろんはおにぃのどんなところが好きなの？」

「ふえっ!?」

　油断していた私に突如投げられた質問。

　あまりに突然で裏返った情けない声が出てしまった。

「ねーねーどうなのぉ？」

「そ、それは……」

「はりぃ～はりぃ～」

「急せかして言うことかなぁ!?」

　軽い口調に軽い態度。

　一見、彼女は能天気でお気楽に見える。

　だけど、そんな間延びした言い方と態度の中に、どこか真剣さを感じた。

　……聞き出したい、知りたい、確かめたい。

　そんな意思が潜んでいるようである。

　だから、

「……私の人生を変えてくれた人だからかな」

　私は、そう真面目に答えた。

　恋に落ちる瞬間があるのなら、私の長い片思いは小学生の頃から続いている。

　私にとっては劇的で、見えない暗闇から救い出してくれた王子様みたいな人。

「白馬の王子様なんているわけないって思うけど。……自分がそうなると、夢中になっちゃうものだよね。そう考えると、私って単純かなぁ」

　そう言うと、ゆいなちゃんは首を振って薄く笑う。

　そして、何な故ぜか私にピタリとくっついてきた。

「ゆいなちゃん？」

「……ゆいなも同じ。ゆいなもおにぃだけだから」

　小さい声で言ってきて、その言葉が部屋に溶けるように静かになった。

　…………やっぱり、みんな理由があるよね。

　次の言葉が見つからなくて、黙ってしまう。

　そんな重い空気になりそうになった時、ゆいなちゃんが私の膝を枕にするようにして、目が合うとにへらと可愛かわいらしい顔を向けてきた。

「ゆいなに結婚願望はないよ～」

「……そうなの？」

「まぁねぇ」

「あれ、でもきっくんが告白されたって……」

「あれは、あずあずが先走ったからだよぉ～。平和が一番なのに困っちゃうよねぇ」

「困っちゃうかな？」

「激おこぷんぷん丸だよぉ～」

　ゆいなちゃんは、大きなため息をついた。

　……どういうことなんだろう？

　好きだけど、付き合いたくない？

　あれ？　でも告白するつもりも、結婚も興味ない？

　えっと……どういうことなのかな？

　彼女の本心を掴つかみ切れなくて、私の思考がぐるぐると堂々巡りをする。

　首を傾げ悩んでいると、ゆいなちゃんがまた話を振ってきた。

「もし仮にだけど、まひろんが結婚するとしてぇ。二世帯住宅ってどう思う??」

「急に家の話??」

「まぁまぁ。例えばの感想を聞きたいんだよ～」

「賑にぎやかで楽しいんじゃないかな？　ただ、嫁よめ姑しゆうとめ問題とかはちょっと怖いけどね？」

「あー、『ここも汚れてますよ、真優さん？』みたいなやつね」

「そういうの大変って聞くから、でも好きな人のためなら頑張れると思う」

「じゃあ城き戸ど家に嫁に来る場合は、心配ご無用だねん？　ゆいなもお母さんもまひろんと仲良しだしぃ」

「ふふっ。確かに安心だね」

「ねっ！」

　ゆいなちゃんが私の膝の上で頭をゴロゴロと動かす。

　くすぐったいけど、今は普通に話せるのが嬉しかった。

　でも、ちょっと反省しないと。

　きっくんに迷惑をかけないように、気をつけないとね……。

　また風邪とか引いたら困るし、何がキッカケで問題が大きくなるか分からないから。

　そんな私の心配を知る由もないゆいなちゃんは、元気よく立ち上がり、

「じゃあ、お近づきの印に色々と語ってゆくよぉ～」

　と、キメ顔でそう言ってきた。

　そんな提案を皮切りに、思い出話を交えて大好きな人について語り合っていく。

　前に三人で話した時よりも深い──二人の内緒話。

　それは、夜になって東ひがし浜はまさんが来るまでの間、ずっと続いたのだった。
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「……会長。なんか深刻な顔をしていますね」

　私がパソコンの画面とにらめっこしていたら、副会長が声をかけてくれた。

　いつも通り抑揚のない淡々とした喋しやべり方かただけど、どこか心配してくれてるみたい。

　私は、手を顎の前で組み目を伏せた。

「分かる？　ちょっと一大事なのよ……」

「なるほど……。もしかしてですが、定期試験の結果に問題が……」

「ああ、それはまた一位よ。生徒会長だもの」

「……流石さすがです。では、そんな会長が直面した一大事を宜よろしければお話いただけませんか？」

「えぇ」

　私は辺りを見回す。

　今日はゆいなが愛子さんと買い物に行く用事があって、先に帰っている。だから、この部屋には会長の私と副会長だけ。

　……他に誰もいないわね。壁に耳あり障子に目ありと言うから、油断ができないわ。

　他の生徒には、こんな悩む姿なんて見せたくないから。

「ゆいなが白しろ中なかさんと仲がいい……いや、最も早はや侵食が進んでいると言っても過言ではないわ」

「……はぁ」

「外堀の埋め方がえげつないのよ。あんなニコニコして世渡りが下へ手たそうなのに、ちゃっかりしてると思わない？　この前なんて、ゆいなと二人で遊んでいたのよ？」

「……私は存じ上げませんが、話を伺って想像してみますと、策士なのではと思いますね」

「でしょ？　あの子は、中々に腹黒いと思うわね」

「……会長が勘違いしている可能性もありますが？」

「ないわよ。私の第六感があの子はしたたかな子って告げているわ」

　だって、普通は恋のライバルと仲良くなろうなんて思わない。

　恋なんて蹴落とし合いのサバイバルゲームみたいなものなのよ？

　話してみると、人の良さとかが伝わってくるのも厄介ね。

　攻める気が失われていって、流されてしまうし…………はっ!?

　その瞬間、雷に打たれたように電流が走った。

　もしかして────これも作戦だって言うの!?

　やる気を削そいで、戦意を失わせる。相手が二の足を踏んでいる間に、自分は地固めに徹する。

　家族と仲良くなれば、結婚してからも安泰ってことなのね!?

「でも、じゃあ……何で今になって動いたの？　急に家に……」

「……そうですね。単純に考えれば『残るは家のみだから』という説が濃厚かと」

「ちっ」

　私は舌打ちをして、下唇を摘つまむ。

　思考を加速させていくけど、残念なことにいい対策がすぐには出てこない。

　……どうすればいいの？

　焦る気持ちばかりが増して、私の苛いら立だっていると副会長が、

「……こんな言葉があります。『虎穴に入らずんば虎子を得ず』と」

　と言ってきた。

「まさか……。けど、彰しよう吾ごは学校には絶対に来るなと言ってたわよ？」

「……確かに彼にとって嫌な行動になるかもしれません。ですが、多少のリスクを負わないと、変化が起きないのも事実です」

「だけど……」

「……相手がまさか自分の牙城を崩しに来るとは思っていません。ですので、攻めの行動を提案いたします」

　……副会長の意図は分かる。

　だけど、念押しされていることだけに、学校まで会いに行くことに迷いがあった。

　でも、このまま何もしなかったら以前のままで何も変わらない。

　そして、白中さんみたいに彰吾のことを好きな人が他に現れないとは限らない。

　だったら、牽けん制せいの意味を込めて……勇気を出して踏み込むしかないわ。

「……私がここで悩んでいても仕方ないわね」

　私は時計をちらりと見る。

　今から急げば、学校での勉強を終えた彰吾と合流できるぐらいの時間だった。

　勇気を出して……絶対に負けない。よしっ。

　気合を入れた私は急いで荷物を片付ける。

「ありがとう。じゃあ、早速行ってくる」

「……ご武運を」

　副会長は丁寧に腰を折り、私を見送ってくれた。

　見てなさい……！　これが私の攻めよっ！

　私は急いで、彰吾の学校に向かったのだった。




　　　　◇ ◇ ◇




　彰吾の学校に着いた私は、一瞬で後悔していた。

「……こうなるわよね」

　そんな言葉がため息に混じり、零こぼれ落ちる。

　彰吾のことになると、いつも想像力が欠如してしまうのは、私の悪癖だ。

　直したいと思ってはいるけれど、いざ何か起きればいつも頭から抜け落ちてしまう。

　そう……今みたいに。

「おい、話しかけに行ってこいよ」

「無理だって。絶対、彼氏待ちじゃん」

「だよなぁ。じゃあ相手は誰なんだろう。話しかけてみるか？」

　そんな会話が私の耳に届いてきた。

　……話しかけてこないで。

　そう思って、スマホを握る手に力が入った。

　今は下校時間で多くの生徒たちで校門前は賑わいを見せている。

　そんな中で待っているものだから、奇異に満ちた視線を向けられていた。

　じろじろと観察するような視線には、げんなりしてしまう。

　まぁそれもその筈はず……お嬢様学校と呼ばれるところに通っている生徒が校門前で立っていたら、誰もが気になるしね。

「……早く彰吾。来てよ」

　聞こえないぐらいの小さな声で、私はそんな不安を口にした。

　中々出てこないから、周囲と視線を合わせないように、私はスマホの画面を見続ける。

　秘密にしているから、当然ながらメッセージは来ていない。

　彰吾が学校にいるかも分からないけど、内緒で来たから聞くに聞けない……。

　自分で探しに行きたいけど、他校の生徒は入れないから校門で待つしかない状況だ。

「誰、待ってんのー？　俺が良かったら呼んでこようか??」

「……結構です」

「もしかして彼氏？」

「…………」

　私が黙っていると、諦めた生徒は去っていった。

　本当は、いつも彰吾に話しているみたいに言えれば良かったけど……私はそれができない。

　小学校の頃からずっと女子校の私は、同じ高校生の男の子に免疫がなかった。

　一応、男性と話す機会は父親の食事会とかであるけれど、そのほとんどが年上だ。

　だから、今みたいに囲まれてあちこちから話されると、心臓からバクバクと嫌な鼓動を感じてしまう。

　また話しかけられても、「結構です」と断りを入れて、学校にいる時と同じように体面を取り繕う。

　不安で泣きそうになる気持ちを抑えて必死に我慢する。

　だけど、緊張のあまり表情筋が限界を迎えそうだった。




「東ひがし浜はまさん!?」




　そんな声が私の耳に届く。

　声のする方を向くと、ようやく現れた知り合いは私のライバルだった。

　彼女は野や次じ馬うまが多くいる中を掻かき分けて、私の方に向かってくる。

「ごめぇ～ん待たせちゃったかなぁ～！」

　目の前に来たら、両手を胸の前で合わせて謝る素振りを見せてきた。

　白中さんの行動に、周りからの興味が薄れていくのを感じる。

「……白中さん？　どういう……」

「とりあえず、すぐに呼んでくるから……あ、でも私が教室に戻ったらダメだよね……。だったら──」

「え、ちょっと」

　白中さんは私の手を引いて、校門から少し離れた通りまで引っ張っていった。

　それからすぐにスマホで電話をかけ始める。

「ごめんね！　ちょっと急いで来れるかなぁ？　うん……あ、荷物を持ってきてくれると嬉うれしいかも……うん。よろしくね」

　話し終えると、彼女は私の方を向いて優しく微笑ほほえんできた。

「今、きっくんを呼んだからね」

「……ありがとう」

「ううん。気にしないで。あんなに人がいたらびっくりするよ」

「ちょっと、驚いたわ……」

「ふふっ。私も。でも今日はどうしたの？」

「一緒に行こうと思って……バイト先と塾がそんなに遠くないから」

「そっかそっか～」

　白中さんが私を元気づけようとしているのが伝わってくる。

　その……彼女の心遣いに心が痛かった。

　本当にいい子なんだと、再認識させられると同時に、自分が惨めに思えてしまう。

　自分勝手な私と、人を気遣ってばかりの彼女。

　人として好ましいのに、受け入れてはいけない。

　そんな相反する気持ちがせめぎ合い、私の心を大きく揺さぶってきた。

「真ま優ひろ、どうしたんだよ急に…………梓あずさ？」

　動揺が解消されないまま、大好きな人の声が耳に届いた。

　会いたくて、待ちわびた……彼の声だ。

　私は声のする方向に視線を向ける。

「……彰吾？」

「どうしてここに……？」

「彰吾!!」

　彼の顔を見た途端、走り寄って勢いそのままに私は抱き着いていた。

　緊張の糸が切れ、体に上手うまく力が入らない。

　でも彼の胸から感じるぬくもりに安あん堵どし、私の気持ちは少しずつ落ち着きを取り戻していった。

「「「………………」」」

　何とも言えない無言の視線を感じる。

『正妻戦争か!?』、『うわぁ修羅場』みたいな声が聞こえてくる。

　そして、自分のとった行動の恥ずかしさが急に込み上げてきた。

　私は彰吾から離れて腕を組み、ふんと鼻を鳴らす。

　髪を手でサラッと掻き上げて、余裕の笑みを作った。

「お、欧米式挨拶よ」

「……え？」

「海外にいたこともあるから、つい出ただけよ。もしかして、ドキッとした……とか？」
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「仕方ないだろ……それは」

「ふふっ。ちょろいわね」

　私がそう言うと、彼は「じゃあ、早く行くぞ」と不ふ貞て腐くされたような態度をとった。

　三人でその場を後にして、並んで目的地まで向かう。

　道中で普通に会話をしているけど、私のドキドキはまだ収まっていなかった。

　それどころか、余計に高鳴るばかりである。

　だって、よくよく考えてみれば、彰吾と一緒に帰るのは初めてのことだから……。

　私の動揺を知らない白中さんは、のんびりとした口調と話を切り出してきた。

「こうやってみんなで帰るのも楽しいし、また帰るのもありかなぁ？」

「そうね。悪くないんじゃない」

「それで今日はどうしたんだよ」

「塾にひとりで行くと不安でしょ？　か弱い女の子だからね」

「家の教えで合気道とか極めてなかったか？」

「プロは素人しろうとには手を出せないの。だから結果的に無防備と一緒」

「……そういうものなのか？」

「そういうものよ」

　何気ない会話をしつつ、歩いていると楽しい時間はあっという間で……。

　気が付いたら塾の近くまで来ていた。

　もう終わっちゃうの……？

　そんなことを思っていたら、

「先輩方。お疲れ様です……」

　髪がグレーの子が曲がり角から現れて、彰吾にぺこりと頭を下げた。

　一緒に話すと思ったけど、私と目が合った彼女は、

「先輩、行きましょう。お願いします。緊急ですので」

「え、どうしたの急に」

　バイトの後輩と思われる子は、何やら慌てた様子で白中さんを引っ張っていってしまった。

　……何だったの？　まぁいいけど。

　それを見ていた彰吾は苦笑して、同じようにバイトに行こうとした。

「じゃあ梓。また帰りか？」

「……うん」

「了解。じゃあ勉強頑張れよ」

「彰吾もバイト頑張って……」

　彼は背を向けて、バイト先に向かおうとした。

　三人に対して……私は一人。

　そのことが急に寂しく感じた私は、彼の袖を思わず掴つかんでいた。

「塾に行きたくない……」

「どうしたんだよ、今日は」

「行く気分じゃない」

「おいおい。そんなこと言ったって……せっかく頑張ってるんだろ？　それに夏期講習だって」

「夏期講……」

〝夏〟という言葉を聞いた途端、私の中でどうしても譲れないものが浮かんだ。

　今までずっと、叶かなわなかったこと……。

　でも最近の彰吾なら、私とも向き合ってくれるかもしれない。

　だから──

「じゃあ……頑張るから。私にご褒美をくれない？」

　私は彼にそう我わが儘ままを言った。

「ご褒美？」

「普段のお礼とか、そういうのじゃなくて……私だけに対しての」

「どんなのが希望なんだ？」

「ほら、夏休みって四十日近くあるじゃない？」

「まぁそうだな」

「だからね。四十日ある中のたった一日だけでいいの……」

　私は息を呑のみ、彼にぐいっと近づいて下から見つめた。

　真っすぐと、目を逸そらさずじっと彼を見る。

　勇気を振り絞って、

「私に彰吾の一日を独占させて」

　と、彼にお願いをした。

　彼は私の勢いに押されたのか、頷うなずいて返事をする。

「いい？　これは絶対だから」

　──顔が熱い。

　失敗が多い私だけど、これでいいし、後悔はない！

　自分勝手で我儘な私だけど、そうじゃないとできないこともあるから。

「じゃあ、また帰りね！」

　私はそう言って、塾に向かって走ったのだった。
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「今日は早い到着ですね、先輩」

　夏休み直前のバイトに行くと、俺を出迎えたのは不愛想な後輩だった。

「南なん條じようも早いな」

「短縮日程になりましたからね。なので、十四時からバイトというわけです。先輩もですよね？」

「ああ。俺もそんな感じ」

　そんな返事をして、鞄かばんを控室に置く。

　今日のバイトメンバーを確認しようとシフト表を見ていたら、後ろから抑揚のない声が聞こえてきた。

「先輩はこの前のテストはどうでした？」

「ちゃんとキープしたよ」

「と、いうことは学年一位で」

「まぁな」

「嫌いや味みですねー」

「お前から聞いてきたんだろ……。そういう南條はどうだったんだ。高校生になって、テストは二回目だろ？」

「先輩よりは下ですね」

「答えになってない気がするが……」

「まぁほどほどってことですよ」

　どうやら答える気はないようで、俺が見ると顔を背けてしまった。

　……成績は悪そうな感じはしないけど、話すのが嫌そうだな。

　嫌がる相手から無理矢理聞くのは忍びないし、まぁ彼女が望むならスルーでいいだろう。

　じゃあ、そもそもなんでこの話題を振ったんだって謎が残るが……。

　いや、ってか南條はよく分からないから仕方なかったな。

　俺はそう納得して、頭を切り替えることにした。

「そういえば先輩、来月のシフト希望は出しましたか？」

「出したよ」

「では、毎日バイトというわけですね」

「いや、今回は休み多めかな」

「珍しいですね。先輩のことだから、バイト戦士になると思っていましたが」

「俺にも考えがあるんだよ」

「はぁ」

　期待していないと言いたげな反応だな……。

　そうやってため息をつかれると、流石さすがの俺も傷つくんだが。

「ったく。そういう南條は夏休みどうするんだ？」

「ナンパですか？　ごめんなさい無理です」

「違う。一般的な夏休みの過ごし方について、意見を聞きたいだけだ」

　俺は自慢じゃないが、夏休みを遊んで過ごしたことがない。

　その言い方をすると語弊があるかもしれないが、中学生の夏休みからは自分を高めることだけを考えて生活をしてきている。

　何な故ぜなら、約四十日間……学校に行かず、自分のためだけに使える魔法のような時間だから。

　俺にとっての夏休みは、そういった意味では特別である。

　だが、最近から他のことに目を向けるようになった結果、自分の不ふ甲が斐いなさに気が付いて、こうやって知識を深めようと思っている……というわけだ。

　梓あずさに誘われて、全て受け身でいるわけにもいかないからな。

　それにゆいなも、梓の話を聞いた結果……俺と約束することになったわけだし。

　うん……色々と悩ましいことが増えたな。

「どうかしました？　何か考えているようですが」

「いや、何でもない。それでどうなんだ？」

「過ごし方についてでしたら、聞く相手を間違ってますね」

「そうか？　女子高生はわいわいするもんだろ？」

「そもそも私が一般的であると？」

「あ…………悪い。すまなかった」

「ガチで謝られると傷付きますからね？」

　彼女はそう言うとジト目で俺を睨にらんでいた。

「まぁそれなりに予定はありますよ。高一の背伸びしたいお年頃なので」

「自分で言うことか？」

「なので、聞きたいことがあればお答えしますよ。遊びなれている私が」

「……じゃあ聞くけど、夏休みを過ごす上でオススメの遊びは何がある？」

「そうですね。あくまで一般論ですが、海や川にプール、キャンプにバーベキューが主流かと思いますね。勿もち論ろん、私はどこにも行きませんが」

「行かないのかよ……」

「おひとり様なので」

「悲しいこと言うなよ。俺まで辛つらくなってきたじゃないか」

　冗談ではなく、本当に友達がいないんだな。

　聞いた俺まで悲しくなるって、なんか聞いたことが本当に申し訳ないんだが……。

　本人が本気で気にしている様子がないのが幸いだけど。

　俺は肩をがくっと落とし、ため息をついた。

「じゃあ、先輩が私を遊びに連れていってくれます？」

「ナンパは嫌なんじゃなかったのか？」

「人に誘われるのが嫌ですが、自分から誘うのは別ですよ」

「どこか行くか……？」

「いえ、結構です」

「はぁ。だと思ったよ」

　俺の気遣いを返せと言いたい。

　まぁだが、彼女としてはこういう軽口でふざけただけなんだろう。

　そんなことで目くじらを立てることでもない。

「なぁ。バイトメンバーで遊びに行くとかはあるのかな？」

「そうですね。みんなの予定もありますのでなんとも言えませんが……。結局は、新あら井い先輩が言い出すかどうかだと思います」

「言い出したら止まらなそうだよな」

「ですね。私でも断るのは骨が折れそうです」

「結局、断る前提なのな」

「まぁ夏なんて浮かれた男女が過ちを犯すと相場が決まってますから」

「偏見が凄すごいな、おい」

　恨みがこもった目で、遠くを見る彼女に俺はこれ以上……何も聞けなかった。
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　──学校の終講日。

　早帰りというのもあって、クラスのみんなは早々に学校から帰っていた。

　部活動もやっている人が少ないのか、いつも聞こえてくる大きな掛け声なんかも聞こえてこない。

　だから、閑散とした校舎は教室で話しているだけで、廊下の先まで声が届きそうである。

　夏休み前のこの静けさに、俺はどこか寂しさを感じていた。

　みんな、口を開けば遊ぶ約束をしていたよな。

　今からカラオケとか言っていたか……？

　俺はそんなことを思いながら、いつも通りノート開きペンを走らせていた。

「なんか静かだね。取り残されて私たちだけしかいないみたい」

　真ま優ひろも似たようなことを思っていたのか、おかしそうにそう言ってきた。

　……感性が似てるよな、こういうところ。

　俺も同意して頷うなずくと、なんだか面白くなってきてお互いに、ぶっと吹き出してしまった。

「なぁ真優は昨年の夏休みは何して過ごしたんだ？」

「ん？　色々かなぁ。でも急にどうしたの？」

「いや、ちょっと気になって。去年の夏休み期間は一度も話さなかっただろ？」

　高一の時も今日みたいに話すことはあっても、遊ぶことはなかった。

　連絡先は知っているのに、夏休み中は連絡を取り合わなかったし……夏休み明けまでニアミスすらなかった。

　まぁ今思うと、真優のことを知ろうとしていなかったというのもあるし、彼女は彼女で気を遣っていたんだろう。

　そう考えていると、真優は口に指を当てて頬ほおを緩ませた。

「ふふっ。確かにそうだね～。でもそれはきっくんがずっと勉強してたからでしょ？」

「うっ……確かに」

「じゃあ今年は何か予定あるの？　『予習と復習のコンビネーションは夏だからこそ光る』って、去年は言ってたけど」

「勿論、勉強に手を抜くつもりはない。だが……決めたことはある」

「そうなの？　良かったら教えてー」

「ああ。とりあえず勉強以外も考えようと思うよ。夏休みらしい予定をしっかりと立てるつもりだ」

「夏休みらしい予定？」

「ああ。なんでも主流の遊びが満載らしいからな」

「えっと、プールや海のことかな」

「そんなところだよ。真優はそういうところは行くのか？」

「ん～っ。泳ぐのは得意じゃないから行かないかなぁ」

「そうなのか？」

「だから、高校ではプールの授業がないから助かってるよ。中学生の時は夏の体育は、かなり辛かったからね……あはは」

　……初耳だな。

　真優ってなんでもそつなくこなすから、できないことはないと思っていた。

　けど、この反応を見る限り、謙遜ではなく本当に苦手なんだろう。

　改めて思うが…………なんも知らないんだな、俺。

　自分の無関心さに、落ち込んでいると真優が頭をポンポンと叩たたいてきた。

「ふふっ。それで、きっくんは今のところどんな予定を組んでるの？」

「それは……ちょっと待って」

　俺は鞄かばんから手帳を取り出して、一日ごとの時間配分のスケジュールを真優に見せた。

「……凄いびっしりだね」

「勉強やバイトだけじゃなくて、梓とゆいなとも約束してるからな」

「東ひがし浜はまさんとゆいなちゃん？」

「まぁな。ただ、全てこなすとなると……中々に過密だ」

「そっかぁ。大変だね……」

　今までの生活に加えて、予定を入れるとなるとどうしてもやることが多くなる。

　そのせいで、手帳にびっしりと計画を書く羽目になっていた。

　俺の手帳を見た真優は、苦笑いである。

「そうだ。風邪はもう大丈夫なの？」

「ああ、もうバリバリ筋トレをしてるよ。休んだ分、取り返さないとな」

「急に詰めると怪け我がするよ？　まずは体を慣らしながらじゃないかなぁ。継続的にやってこそ効果があるんだから」

「そこは抜かりないよ。自分の体のことは自分が一番分かっている」

「きっくんが言っても説得力ないよ～。絶対に無理しちゃダメだからね？」

「問題ない」

「めっ」

「……はい」

　頬を膨らませて「めっ」と言われたら、反論なんてできなかった。

　それどころか、不覚にもドキッとしてしまっている自分がいる。

　……最近の俺、動揺するのが早すぎだろう。

　深呼吸だ。深呼吸……。

「きっくんはしっかりと前を向いて、そして……進んでて偉いね」

　気持ちを落ち着かせようとしている俺に、真優はそう言った。

　微笑ほほえんで優しい表情をしている……。

　だけど、俺はその表情が何な故ぜか気になった。

　だから、真優を誘おうと思って、

「なぁ真優。良かったら──」

「夏はやること多いから大変なんだぁ」

『良かったら遊ばないか』と言おうとしたら、遮られてしまった。

　……どうやら、予定が既に決まっていたらしい。

　そのことに寂しさを感じるが、それを顔に出さないようにして彼女に訊たずねることにした。

「やることが多いのか？」

「うん。夏休みは、おばあちゃんの家に行くことが多いんだぁ。家族で旅行して、ずっとそっちで過ごしたりするよ。庭の手入れや畑の手入れをみんなで手伝ったりするの」

「そっか。忙しいんだな……まぁまたの機会か」

「ごめんねぇ。大変な部分はあるけど、みんなで出掛けるのが大好きだし、おばあちゃんの料理は美味おいしいんだよ。いつも教えてもらったりしてるの。それにね──」

　真優はそう言って、楽しそうにおばあちゃんの話をし始めた。

　俺は相あい槌づちを打ちながら、彼女の話を聞く。

　聞いたことのない彼女の夏休みの過ごし方を知れて、それは嬉うれしく思えた。

「けど、バイトは入る予定だから……あ、きっくんはいつ入るつもり??」

「もう提出したよ。真優はまだ？」

「忘れてたぁ。はぁ、八月はまだ間に合うかなぁ」

　俺は真優のことをもっと知りたいと思っている。

　だが、彼女と夏休みに会うのはバイトだけになりそうだ。

　……仕方ないよな、用事があるなら。




　そのことを考えた時、なんとも言えない苦しさを胸に感じていた。
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「体の緩みは心の緩み……。全てにおいてやりきるためにはまずは形から」

　夏休みの初日。

　俺は以前、真ま優ひろと来た大型のショッピングモールへ買い物に向かっていた。

　少し家からは遠いが、ここなら必要なものが揃そろえられるだろう……という安易な思いつきの結果である。

　まぁそもそも、そんなに出かけたことのない俺に新しい場所を開拓するのは無理があった。

　調べるだけでも時間がかかる上に、行けば間違いなく迷う。

　そんな確信があるから、俺はこの人が多いところに単身で来ている。

「……あっちもこっちも……多いな」

　俺は嘆息し、駅の改札をくぐった。

　夏休みに入ったということもあり、駅前には学生っぽい人たちがたくさんいた。

　映画館にレジャー施設、ショッピング……ほぼ全てが揃っているんだから、人が集まるのは当然だ。

　ただ、ひとつ肩身の狭さを感じてしまうことがあるとすれば、ひとりで来ている人が見当たらないことだろう。

　まぁ……これも当然と言えば当然か。

　俺は、さっさと用を済ませて帰ろうと思ってスマホの買い物リストに目を通す。

　立ち止まって画面に夢中になっていると、

「ああ！　きっくんってば遅いよ～っ！」

　急にそんな声が聞こえてきて、俺の胸に柔らかい衝撃が生まれた。

「……え」

「もう待ってたんだからねっ」

　俺の胸にその女性は顔を埋うずめていて、体を押し当てるように背中に手を回してくる。

　周囲には、イチャついたカップル同士の抱擁に見えてしまうことだろう。

　周囲の視線がどこか突き刺さるようになった気がした。

「……千ち聖ひろさん？　どうしてここに」

「えへへ～」

「えっと……」

　なんだこの展開……てか、千聖さんは何故抱き着いてるんだ？

　置いてけぼりにされていた思考が徐々に戻ってきて、俺は彼女の目を見る。

　すると、千聖さんは何度もウインクをしてきて、その目はまるで『話を合わせて』と言っているようだった。

「なんだ……彼氏持ちかよ。しかもイケメン……ハァ」

　千聖さんが走ってきた方からそんな声が聞こえて、俺が視線を向けると、いかにもと思える男性が立っていた。

　だが、俺の姿を見るなり、声の主は残念そうに肩を落として、すぐに立ち去っていく。

　なるほど……ナンパされて困っていたのか。

　まぁ、千聖さんを見ていると声をかけたくなるような雰囲気があるというのは、俺でも理解できる。

　確かに、お姉さんの千聖さんは、真優と同じで綺き麗れいだとは思う。

　俺でも驚くぐらい距離感がバグっている部分もある上、その性格を体現しているような緩い服装は、『誘っているのでは？』と勘違いしてしまいそうだ。

　……客観的に見ても、ノリが良さそうで話しかけやすく見えてしまう。

　ただ、だからと言って、見た目だけで判断して迫るのはどうかとは思うが。

　俺は抱き着く千聖さんを離し、笑いかけた。

「あの、もう行きましたから大丈夫ですよ」

「ナンパとか困っちゃうよねっ！　私はそんな安い女じゃないって」

「……言いにくいですが、格好とか雰囲気だと思いますよ？」

「だって、こういう格好が好きなんだもーん。可愛かわいいでしょー？」

「ま、まぁ」

　上目遣いが……あざとい。

　可愛らしいゆいなと違った、大人のあざとさを感じてしまう。

　俺みたいな性格じゃなければ、きっと勘違いを増長させて間違った行動をしてしまうに違いない。

　……真優は苦労してそうだなぁ。

　俺がそんなことを思っていると、千聖さんがぐいっと再び寄ってきてにこりと笑顔を向けてきた。

「ねーねー。きっくんは今日から夏休みよねっ！　こんなところで何してるの～？」

「普通に買い物です」

「あ、もしかして彼女とデートとか～??」

「違います。初日なので、夏休みに必要なものを揃えに買い物に来てるだけですって」

「ふーん。必要なもの？」

「参考書にノート、それから握力グリップ……後は本も欲しいところですね」

「……へぇ。話に聞いていた通りなのねー」

「……??」

「ううん。こっちの話よ。ただ、前途多難だなぁって思っただけ」

「そうでしたか？」

　俺は言っている意味が分からず、首を傾かしげた。

　千聖さんはそんな俺を見て、何故か楽しそうにしている。

「そういえば、きっくんは真優と夏休みに遊ぶ約束はしたの？」

「いえ、真優は用事があるようでしていないですよ」

「えっ!?　……何やってるのよ、あの子は」

「どうかしました？」

「ううん！　なんでもなーい。まぁまぁ用事は誰にもあるものね～」

　納得したように頷うなずいて、スマホをちらりと見る。

　画面を見て、目を輝かせた彼女は、

「ちょっとだけ彼ピに電話してくるねぇ～。だから、ちょい待っててー」

　そんなことを言って、少しだけ距離を開けて電話を始めてしまった。

　……彼氏いたんだな。

　それは意外でもないけど、この距離感に嫉妬とかして、彼氏は苦労してそうって思うよ……。

　俺はそんなことを思いつつ会話が終わるのを待っていると、数分で千聖さんが戻ってきた。

「おっまたせ～」

「いえ、大丈夫です。それよりも待ち合わせの時間は大丈夫ですか？」

「まだまだ来ないのよ～っ！　ってことでちょっと付き合ってね」

「え？」

「せっかくだからお洋服も見たいわ～。待ち合わせまででいいの。また絡まれたら嫌だし……。ちょっとだけ、ちょっとだけでいいからぁ」

「……それは」

　俺が渋ると、千聖さんは腕を掴つかんでゆらゆらと揺らしてくる。

　猫撫なで声で上目遣い、そして潤んだ瞳を向けてきていた。

「流石さすがに彼氏さんに悪いので……」

「許可を取ってるから大丈夫よ。それに私って女子力高いから、買い物に付き合ってみると勉強になるかもと思わない？　特にきっくんみたいに経験値が低い男の子には」

「勉強…………」

　これからデートについて本を買うつもりだったが、そこに実地での勉強が加われば完璧なんじゃないか……？

　だったら、お願いする以外に選択肢はない。

「では、お供いたします」

「了解の仕方が武士かっ！　じゃあ張り切っていこう～」

　こうして俺は千聖さんと一緒にショッピングモールを回ることになった。
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「……人に酔ったな」

　買い物に付き合って二時間。

　俺は疲れて、ショッピングモール内にある椅子で休憩していた。

　人がこんなに多いところに来たせいもあるが、精神的に疲れたというのもあるだろう。

　流石に下着売り場とかは、心臓に悪すぎた……。

「炭酸でも飲んで元気出して。よしよーし」

　千聖さんは俺に飲み物を手渡して、頭を撫でてきた。

「……子供扱いはやめてください」

「だって弟ができたみたいで可愛いんだもん。出来の悪い子ほど可愛いって言うし」

「それ……褒められてないですよね」

「褒めてるのよ～」

　俺が不服そうに視線を向けると、屈託のない笑みを向けてきて俺の髪をわしゃわしゃとした。

　……犬みたいな可愛がり方だな。

　そんな感想を抱きつつ、座っていると千聖さんが「夏休みどうしよっかなぁ～」と言ってきた。

「夏は家族旅行に行くんですよね？」

「あ、真優から聞いたのねー。まぁウチの恒例行事だし、みんなで海に行ったりもするのよ？」

「仲がいいんですね」

「まぁねぇ～」

　家族の話を聞くと羨ましい反面、ちょっとした寂しさが湧いてくる。

　普通の家族としての感覚がない俺からすると、自分の欠落した部分にどうしても喪失感を感じてしまう。

　今の家族との関係に不満があるわけでは勿もち論ろんないが……それでもそう思ってしまうのだ。

「家族で海って楽しそうですね」

「そうね～。けど、真優は海に入らないんだけどねぇ」

「ああ、泳ぐの苦手って言ってましたね」

「苦手どころか、全くなのよ」

「そうなんですか？」

「ほら、プールって体が冷えるじゃない？　それで小さい頃にプールで遊んでたら、それで足をつっちゃってね……溺れかけたことがあるの」

「……知りませんでした」

「真優はそういうの言わないから……」

　千聖さんはそう言って、少し寂しそうな顔をした。

　言ってくれないことに、落ち込んでいるような感じだ。

「あの子なりに克服しようとしているのよ？　でも中々上達しないの」

「真優なら呑のみ込みが早そうですけど……」

「知識だけならいいけどね……。体を動かすのは違うじゃない？」

「聞いてこないんですか？」

「みんなが楽しみたい中で邪魔になると思ってるのか、教えてほしいって言わないのよ。私から言っても嫌がるし、だからといって習いに行く時間もない。その結果が今って感じ」

　大きなため息をつき肩を落とした。

　自分の無力さを痛感しているような、そんな風に見える。

「真優って、他人を頼るのが苦手だから心配なのよ～。だから、あの子の力になってあげてね」

「勿論です。俺にできることがあれば何でも」

「本当に？」

「ええ」

　俺が頷くと、その返しに満足したのかにんまりとした笑顔になった。

　それから俺の肩に手を置いて、何かを頼むような仕草をする。

「じゃあ早速だけど真優に泳ぎを教えるために、良かったら水着選んであげてほしいかな～って」

「……真優はそういう買い物に俺と行かない気がしますよ？」

「ふふっ。それは勇気がないだけよ」

「勇気の問題じゃないと思いますが……」

「まぁまぁ、そこは千聖さんにまっかせなさーい。ちゃんとバトンタッチをするから！」

「お願いねっ！」と俺の背中を軽く叩たたいて言っってくる。

　横目で見るそんな彼女の表情は、嬉うれしさが溢あふれているように明るいものだった。




　　　　◇ ◇ ◇




　休憩してから、数十分後。

　千聖さんと話していたら、優しそうな見た目の男性が近づいて来て、声を掛けてきた。

「ごめんね。千聖が迷惑をかけなかった？」

「いえ、大丈夫です」

「あ、遅いよ寛かんく～ん！」

　反応を見るに千聖さんの彼氏なのだろう。

　……よかった。ちゃんと迎えに来たんだ。

　俺は安あん堵どして、ふぅと息を吐いた。

　待っている間にちょくちょく電話したり、どこか行っていたからそろそろだとは思っていたけど。

　それにしても、べったりだな。

　千聖さんは彼氏の腕にぎゅっと思いっきり抱き着いてすりすりしている。

　見ているだけでこちらが恥ずかしくなってくる。

「じゃあ、俺は帰りますね」

　お役御免となった俺はそう言って、別れようとすると「ちょい待って！」と腕を掴まれてしまった。

「何かありました？」

「最後に一か所だけ～」

「え、ですが……」

「ごめんね。僕からもお願い」

「……分かりました」

　彼氏さんから言われると断り切れず、イチャつく二人についていく形で後ろを歩く。

　なんとも言えない羞恥の感情に襲われながら歩いていると、水着などの用品がある売り場に到着した。

「何か買うんですか？」

「まぁね～」

　千聖さんはそう言って、一人で試着室がある方に向かう。

　そして、奥で誰かと喋しやべっていると思ったら手招きしてきた。

　試着室前の椅子に座らされる俺に、千聖さんが耳元で囁ささやいてくる。

「きっくん、後は任せたからよろしくね？　ちゃんと見てあげるのよ？」

　口元に人差し指を当てて、しーっとする。

　それからウインクをして、俺を置いていってしまった。

　あまりにも自然な流れで、状況が理解できていない俺だったが、

「お姉ちゃん？　この水着じゃなくて、もっと地味なのでいいから、早く他のにしてほしい……の？」

　試着室からひょこっと顔を出してきた真優を見て、すぐに状況を呑み込んだ。

　……任せたってそういうことか……！

　目が合い固まる俺と真優。

　髪も整えているのか、真優の髪には前にあげた髪ゴムがついていて、海仕様の可愛かわいらしい髪型になっていた。

　ただそんな彼女は驚きすぎて、口をパクパクとさせ、目を丸くしてしまっている。

「よ、よお」

「ど、どもー」

　カーテンから顔だけ出す真優と俺はそんな挨拶を交わす。

　だが、すぐに真優はカーテンの中に消えて、

「もう……お姉ちゃんのバカバカバカっ。聞いてないよ～。けど、試着して買わないのは言いにくいし……。って、さっきお姉ちゃんが見て選んであげるってこういうことなの!?　しかも『このままだと私がきっくんとイチャイチャするよ？』ってメッセージまで来てるし……。『ファイト！』じゃないよ、もうっ！」

　と、中でそんなことを言っていた。

　このまま何も話さないのは俺も堪えられなくて、中にいる真優に声をかけることにした。

「真優、そのヘアゴムって」

「ああ、これは水着と似合うかなぁって！　特別な時に着けたいし……もし、きっくんと行くことになったら────って何でもないの!!」

「お、おう……」

「とにかく……見ても幻滅しないでね……最近、甘い物とか食べすぎてるし」

　自信なさげにそう言って、顔を引っ込めてしまった。

　着替え始めて数分だが、体感時間はやたらと長く感じる。

　時間が経たてば経つほど、緊張が増してくるようで、そわそわとしてやたらと喉が渇いていくのを感じた。

　そんなことを思っていたら、

「いいよ……」

　と消えそうなぐらい小さな声が俺の耳に届く。

　試着室のカーテンを開けようとすると、カーテンが押さえられてしまった。

「開けてくれないと見えないんだが……」

「わかってるけど……でも……」

「うん？」

「えっとね……似合ってなくても、笑わないでね……絶対」

　真優は自信なさそうにゆっくりとカーテンを開ける。

　先に見えた顔は赤く、唇を噛かみ、恐る恐るといった感じだった。

「あの、どう……かなぁ？」

「…………」

　ようやく姿を現した真優を見て、時が止まったように固まってしまった。

　真優の制服や私服は見たことはある。

　服は体の線を隠すから、真優が水着だとどんな感じになるかは俺自身、予想もできていなかった。

　白いフリルの可愛らしい水着は、真優の白くて細い脚が惜しげもなく披露されている。

　それは、思わず「……おおっ」と感嘆の声を漏らしてしまうほどのものだった。

　俺は口を押え、つい漏れ出そうになった心の声を必死になって堪こらえる。

　そんな様子で何も言えなくなっている俺を見た真優は、赤くなっている顔を更に赤く染めた。ぷるぷると小刻みに震え、今にも泣き出しそうである。

　見るに耐えないぐらい酷ひどかったのか……そう思ったような反応だった。
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「……何か言ってよ。黙られると恥ずかしくて死にそうなんだからぁ……」

「あ、いや、すまん。あまりに似合いすぎてて、声が出なかったというか……見み惚とれてしまったというか……」

「に、似合いすぎてて!?」

「……あ、いや」

「嬉しい……」

　動揺して出た本音に俺の顔が熱くなった。

　真優も同じように紅潮させて、耳までも真っ赤だ。

　そんな状況の俺たちは向かい合い、次の言葉が出なくて互いに黙ってしまう。




　──あの子の力になってあげてね。




　ふと、千聖さんに言われた言葉を、俺は思い出した。

　他人に頼れない彼女は、克服したいこともできないでいる。

　だったら……背中を押してあげるのが俺に必要なことなんじゃないだろうか。

　ここで何も言わなければ、真優はこの水着も買うことも、泳ぐ練習をすることもないかもしれない。

　だから、

「……プールとか行かないか……？」

　俺は、羞恥の感情と緊張で張り裂けそうなぐらい高鳴る胸を抑え、そう聞いた。

　真優は数秒の沈黙の後、もじもじとしながら「……行く」とか細い声で呟つぶやく。

　大きな目を何度も瞬まばたきして、その後カーテンを閉めてしまった。

「きっくん……本当にほんと？」

「嘘うそは言わないよ」

「……えへへ」

　二人して黙り、何とも言えない静けさが訪れる。

　そして、静寂の中に布の擦れる音だけが響いた。

「それで真優。それ買う……？」

「…………買う、絶対」

　気を遣ってばかりで遠慮がちな彼女。

　ただ知れば知るほど可愛らしい一面が見えてくる。

　カーテンの向こうから小さく「やったぁ……」という声まで聞こえてきた。

　……こんなの反則だよな。

　俺は天を仰ぎ、ざわつく気持ちを抑えるために何度も深呼吸を繰り返す。

　この後──真優は試着した水着とプール用品を数点購入して、日が暮れるまで一緒に過ごすことになった。
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　──彰しよう吾ごがバイトに入っていないある日のこと。

　私とゆいなは生徒会室に集まっていた。

　部屋にある大きなホワイトボードに、私は今日の議題を書き込んでいく。

「今日の議題は『彰吾に新たな女の気配』よ」

「いえすまむ～」

　私の言葉に反応したゆいなが間延びした声で返事する。

　ソファーで横になり、脚をバタつかせながら全く危機感がない。

「はぁ。気の抜けた声……もう少し気合いを入れてよ」

　大きくため息をついて、手に持った指示棒でホワイトボートをペシペシと叩たたく。

「ゆいな的には、おにぃの交友関係は邪魔したくないから、いまいち気合いが入らないんだよねぇ」

「わ、私も男友達だったら邪魔しないけど……。でも……私は、男女間の友情は存在しないと思うから認めないっ。それに今回は、間違いなく女よ……しかも親しい筈はず」

「本当なのかなぁ？」

　ゆいなは、お菓子を口に頬ほお張ばり首を傾かしげた。

　餌を頬に溜ため込こんだリスを彷ほう彿ふつとさせる姿に、私は頭を抱える。

「ほんと、考えが行き届かないわね」

「そう？　またあずあずの空回りな気がするけどねん」

「今回、可能性は非常に高いから」

「なんでぇ？」

「根拠はあるの」

　ふんと鼻を鳴らして、胸の前で腕を組んだ。

　私も好き好んで、こんなことをしようとはしていない。

　こんな決断に至った経緯はちゃんとある。

　風邪をひく前日、家に帰ってきた彰吾から──いつもと違う匂いがした。

　女性ものの香水で甘い匂いがするもの……。

　それは、私の知る限り彼の周りにはない匂いだった。

　新たな女の陰があると踏んで、今日の会議に至ったわけだ。

　私の話を聞いたゆいなは、うーんと考え込んで……それから何な故ぜかニヤニヤとし始めた。

「……何がおかしいのよ」

「匂いって言ったよねぇ～？」

「えぇ、そうよ」

「へぇ……それって制服の？」

「そういうことね」

　私の言葉に対するゆいなの顔が、無邪気なものに変わった気がした。

　それは、おもちゃを見つけた子供のような……そんな嫌な表情。

「あずあずは……なんで、制服の匂いが違うなんて気が付いたのかにゃん？」

「あ……」

　自分の失言に気が付き、私は固まってしまった。

　悪事が見つかった子供のように顔が強こわ張ばってしまい、額には嫌な汗が滲にじみ出す。

「えーっと……」

「まさかと思うけどぉ。あずあずは、毎日おにぃの匂いでも嗅いでたのかなぁ？　確かにおにぃの服を用意するのは、あずあずがやってるけど、それはあくまで洗った後の服だもんねー？　あれれぇ、おっかしいなぁ～～」

　逃げ道をなくすように私を煽あおってくる。

　ここは、動揺を見せずに言い逃れるのが得策ね……よし。

「にゃにを言ってるにょ！」

　──盛大に噛んだ。

　私の顔が熱くなり、ゆいなはニタニタとする。

「ウケるねぇ」

「人聞きが悪い……あらぬ疑いね。冤えん罪ざいには断固抗議するわ」

「アハハ！　そういうの犯人の慌て方だよぉ……」

「うっ……本当に嗅ぐことまでは……してないの」

「近いことはしたんでしょ??　いやぁ～思春期だなぁ。あずあずはおにぃのこと大好きだねぇ～」

「────っ!?」

　ゆいなの言葉に体は更に熱くなった。

　鏡を見なくても分かる。

　きっと顔は紅潮していて、トマトみたいになっていることだろう。

　さっきの発言といい、態度といい……今から誤ご魔ま化かそうにも残念ながら説得力は皆無だった。

　その様子を見たゆいなは、くすくすと笑う。

「あずあず可愛かわいい～」

　そして煽るように口笛を吹こうとする……が、何度やっても『ふー、ふー』と空気を切る音しかでない。

　あざとい可愛さは少しズルいと思った。




　　　　◇ ◇ ◇




「ちょっと、ゆいな……あれ見なさい」

「ん～？　おにぃが年上女子に抱き着かれてるねぇ。わぁ～お」

「なんであなたは冷静なのよ!?」

　夏休みの初日。

　会議を終えた私たちは、出かける彰吾の後を追いかけてきていた。

　目的は勿もち論ろん、例の女性と接触するかの調査だ。

　一人で出かけたから、会うのかもしれない。

　そう思って来たわけだけど……でもまさか。こんなに早く正体を掴つかむことになるなんて……。

　私は彰吾といる女性を見て唇を噛かんだ。

「……羨ましい」

　美男美女の理想カップルを目にして、私の顔がぴくぴくと引きつり、表情筋は限界に近かった。

　年上美人……しかも、何あの綺き麗れいさ。

　スタイル良すぎるんだけど……？

　背が高かったら胸は削りなさいよっ!!

　……あれ？

　なんか……私、完全敗北してない？

　焦る私とは裏腹に、ゆいなは楽しそうに眺めているだけだ。

　どうしていつもそんなに余裕があるのよ……私だけ焦って馬鹿みたいじゃない。

　そう思っていると、ゆいなが子供をあやすように「まぁまぁ」と背中を優しく叩いてきた。

「堅物おにぃが年上に惑わされることなんてないって～」

「だったらなんで『参考書を買いに行くだけだ』って言ったのよ！　思い切り休みを堪能し始めているじゃない！」

「確かにおにぃは照れてるね～。可愛いなぁ」

「くっ、実は年上好きってこと……？　ついていくわよ」

「はいは～い」

　ゆいなは暢のん気きな態度でついてくる。

　興味ないならついてくるなと言いたいのだけれど……もし見つかった時に一緒にいた方が言い訳がたつから仕方ないわ。

　背に腹は代えられないわけだし。

「彰吾離れなさい……ああ、腕まで組んじゃって……なに鼻の下を伸ばしてんのよ」

「まぁ戦闘力があずあずとは違うからね～」

「どういう意味？」

「あはは～顔がこわーい……むぎゅ」

「うるさいのはこの口～？」

　ゆいなの視点が私のある一点に向いていて、私は彼女の頬をこねくり回した。

　そんなことをしていると彰吾たちは下着売り場に入っていく。

「下着売り場に入っていったんだけど!?」

「本当だねぇ。うわぁ……大きい」

「サ、サ、サイズが……が……」

「おにぃ恥ずかしそう～。ラブラブだぁ」

「ぐふっ……」

　そこで私の戦意が消失し、この後あっさり見失うことになった。




　　　　◇ ◇ ◇




「諸行無常……理不尽だわ」

「見失っちゃったねぇ～。アイスうまうまー」

「あんたがアイスを買うから見失ったんでしょ！」

「でもあずあずも食べてるじゃん？　それに落ち込んでて歩くの遅かったし」

「うっ……」

「寧むしろ、甘い物を食べて少しは元気出たんじゃないのぉ？」

「……それは」

「ねーねー」

「ありがと……」

　私とゆいなは駅に向かっている。

　気持ちが少し落ち着いてきたけど、圧倒的な敗北感は私の気力を打ちのめしていた。

　でも……なんで年上なのよ～!!

　彰吾の欲が一気に溢あふれだしたわけぇ……？

「はぁ」と私はため息をつき、心の中でさっきのようなことを嘆く。

　そんな時、急にゆいなが足を止めた。

「あれぇ？　さっきの女の人だぁ」

「本当ね……あれ、彰吾じゃない男の人？」

「今度の人は優しそうだねぇ。爽やかな感じ～」

「……そうね」

　あれ？

　あの距離感もカップル……？

　でもどうして……まさか。

　嬉うれしそうに笑う年上の女性を見て、私の脳内ＣＰＵが推理を始めてゆく。

　全ての状況が線で繋つながった時、ひとつの結論が導き出された。




「もしかしてレンタル彼女!?」




　間違いない。

　真面目な彰吾のことだ。

　私とデートの約束をしたことで、勉強をしようと思ったのだろう。

　向上心が高くて何事にも一生懸命な彼のことだ。

　今のままではダメだと考えて行動を起こすのは自然の流れといえる。

「……良かった。誑たぶらかされたわけじゃないんだ」

　そのことに、私はほっと胸を撫なでおろした。

「あずあずの脳内は楽しいなぁ～。一生のお花畑で」

　ゆいながそんなことを言いながら、後ろでけらけら笑う。

「ふん。せいぜい笑ってなさい」

　余裕があるのは今だけよと、私は鼻で笑った。

　レンタルになんか頼らなくてもいいって、教えないといけないわね。

　彰吾のことを一番分かっている世話焼き幼おさな馴な染じみが一番いいってことを分からせるからっ!!

　そんなことを漠然と考えながら、帰路についたのだった。
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「お疲れ様です。今日も相変わらず仏頂面ですね」

　夏休みが始まって最初のバイトに行ったら、今日も変わらない挨拶が聞こえてきた。

「そういう南なん條じようは無愛想だな」

「お褒めに与あずかり光栄です」

「褒めてないよ」

　そんな軽口を互いに言い合い、俺たちはシフトの時間まで控室で待機している。

　壁に寄りかかり、スマホでニュース記事を読んでいると、南條が俺に話を切り出してきた。

「まだ彼女はできないんですか？」

「できないも何も、高校生には早い。結婚できるような経済力もないしな」

「結婚はともかく、付き合うことは全然、早くないとは思いますが……。これでは先が思いやられますねー」

「うん？　どういう意味だ？」

「このままだと先輩は、結婚まで素人しろうとをこじらせるだけになるってことです」

　指をさしてきて、そんな棘とげのある言い方をしてきた。

　まぁ確かにこのままでは頭の知識だけが豊富になる。

　素人と言われても、ごもっともって感じだが……。

　俺は腕を組んで、南條に言われたことについて考える。

　黙っていると、彼女が近づいてきて話しかけてきた。

「そこで、先輩に提案します。付き合うことの練習というのはどうでしょう？」

「どうって……しかも練習？」

「はい、練習です。つまりは偽の恋人ってことですね」

「……偽の恋人？」

　思いもよらない提案に、俺は彼女に聞き返した。

　南條はくすっと笑ってから、控室の机に腰を下ろして足を組んだ。

「メリットはたくさんありますよ。まずは、可愛かわいい後輩でいいように遊べます」

「……欲望の捌はけ口ぐちとか最低だろ」

「まぁ、それは冗談ですよ。ただ、『付き合うなら結婚』みたいな堅い考えをお持ちなら断る理由はないと思います」

「……魅力的には聞こえるな」

「ですよね。何と言っても結婚するまでの予行練習にもなります。結婚となって失敗は人生に響きますからね。今まで見えなかった嫌なことも良かったことも……いえ、嫌な部分の方が多く見えるかもしれないですね。恋は盲目と言います通り、一緒になるまでは案外気が付かないもんなんです」

「知ったような口ぶりだな」

「ただの一般論ですよ」

「……そうか」

「付き合うことで成功と失敗が分かるのなら、最初からお試し前提の〝偽の恋人〟って魅力的だと思いません？　偽と言っても本物と同じようにすることもあるかもしれませんし、失敗しても本質的にはミスではありません。ただ今後の糧となるだけです」

　そう言う南條は、いつもの無表情の鉄仮面ではなく、どこか妖艶で挑発的な表情をしていた。

　じっと見つめて、俺の反応を見逃さないようにしているようだ。

　俺に近づくと胸を突いてきて、斜め下から見上げるように視線を向けてきた。

「それでどうします、先輩？」

「悪いが断る」

　俺がそう言うと、彼女はスッと離れていつも通りの表情に戻った。

　だが、納得していないのか……どこか不満そうである。

　俺はそんな彼女を見て嘆息した。

「理由を伺っても？」

「簡単な話だ。俺がその選択を取ることで、確かに前よりも女性に対して賢く、そして付き合うことへの満足度を上げられるかもしれない」

「だったらいいじゃないですか」

「だが……偽者でも、それを知ったら傷つく人がいる。偽者だとしてもショックを受けるかもしれない。そして、迷惑もな。だから、絶対にない」

　俺の頭に浮かぶ三人の顔……。

　仮に俺が今みたいな提案を受け入れていたら、悲しむかもしれない。

　……あの三人の泣いた顔を想像するだけで、胸が苦しくなる。

　考えるだけで俺も嫌だと思うし、自分が嫌だと思うことをみんなに味わわせたくない。

　こんなデメリットだらけの提案を俺が受けるわけなかった。

　それに、それだけじゃない。

「迷惑をかけるのは、南條も同じだ」

「……私ですか？」

「少なくとも俺に合わせて時間を使うことになるんだからな。時間は有限、俺と付き合って無駄に使うのは勿もつ体たいない」

「…………」

「そんな時間があるなら、一日でも多くバイトに入った方がマシだろ」

　俺がそう言うと、南條はため息をついた。

「優しいですね。甘ったるくて胃もたれしそうです。先輩は面白い人ですね」

「面白さは求めてないけどな」

「ひと夏の経験ということで、付き合ったりしないんですか？」

「ないない。てか、こんな提案を他にするなよ？　本気にされたら大変だ」

　俺はため息をつき、南條の頭を優しくぺしっとした。

　彼女は不満そうにしながらも、何な故ぜか嬉しそうに顔を緩ませる。

　そして、「馬鹿ですねー」と言ってやれやれと肩をすくめた。

「さっきの提案は冗談ですよ。あまりにもフラフラしているようだったので、先輩がほいほい靡なびくような、クズ男か確かめてみただけです」

「え、冗談？」

「はい。了承されたら、偽者の関係でも報酬をもらうつもりでしたし、レンタル彼女的な感じですね」

「営業だったのかよ……ったく」

「売り込み切れなくて残念です。けど、流石さすがに全然動じてくれないと、少しばかり腹が立ちます……」

「……そこまで弱くないよ。鍛えられてるからな」

「どんな鍛えられ方ですか。これでは先輩を好きな人たちは心を動かすのに苦労しそうですね。いくら仕掛けてもドキドキしてくれなそうですし」

「そんなことない。いつも考えることが多い」

「考えること？　では、先輩はどうしていきたいんです？」

　実際、みんなのことを考えるようになって、前よりも気持ちがざわつくことが増えたと思う。

　意識を変えただけで、今まで見てきた世界がこうも変わるとは思ってもみなかった。

　思い悩むなんて贅ぜい沢たくで、おこがましいことだが、気持ちにはしっかりと向き合って整理をしていきたい……そう思っている。

　だから、

「今、感じている胸の高鳴りを大切にしていきたい。俺も言葉に出して言えるように。そして、胸を張って自慢できるぐらいの男になりたいと思う。バイトと勉強ばかりの夏休みじゃなくて、初めてやってみようかなと思ってるんだ……青春を」

　俺が気持ちを新たに宣言すると、南條は何故か申し訳なさそうな顔をした。

　手を肩に置いて、同情的な視線を向けてくる。

「えーっと……それ言ってて恥ずかしくないんですか？」

「言うなよ……俺も少しは自覚がある」

「ですよねー」

「ただ、言わないと始まらないからな。意識を変えるためには口に出さないといけない」

　南條は俺を見て苦笑する。

「恥ずかしいですね」と馬鹿にしてくるような言葉を口にして、俺に背を向けた。

「まぁでも、何事も真剣に取り組む姿勢。私は素晴らしいと思いますよ」

　一言、最後にそう言い残して俺よりも先に控室から出ていった。

　残された俺は自分の手帳を見る。

　ぎっしり詰まった予定の中にある今までにない文字の羅列。

　見ていると、自然と頬ほおが緩んでしまうのを感じた。

「頑張らないとな」

　俺は頬を両手で叩たたき、気合を入れ直したのだった。




　　　　◇ ◇ ◇




「白しろ中なか先輩、なんだか落ち込んでません？」

　バイトが終わって更衣室で着替えていたら、南條さんが話しかけてきた。

　無表情ながらも、どこか心配しているような視線を向けてくる。

　私は彼女に、

「そんなことないよ？　元気元気～」

　と、できもしない力こぶを見せるような動きをした。

　実際は、彼女の言う通り、ものすごーく落ち込んでいるんだけど……。




　────私のあほぉ～っ[image: かんてんふ]




　更衣室に誰もいなくて、防音設備が完璧だったら叫んでしまっているかもしれない。

　そのぐらい叫びたい気分だった。

　お姉ちゃんのアシストがあって、せっかく約束したのに……。

「具体的な日にちを決める前に解散するなんて……はぁぁ」

　私はため息をつき、肩をがっくしと落とす。

　……本当は私も東ひがし浜はまさんやゆいなちゃんみたいに、きっくんと一緒に過ごしたい。

　去年の夏休みだって、そうだったけど……。

　きっくんの邪魔をしたくなくて、結局誘えなかった。

　勿もち論ろん……自分にその勇気がなかったというのもあるけど……。

　でも、今年は去年と違って最近の出来事の結果、きっくんとの関係も劇的に変化している。

　良い方向なことも多いし、前より嬉うれしいことがとにかく増えた。

　それに、みんなとも話せるようになったからそれも嬉しくはあるんだけど……。

　変わったことに悩んでいる、そんなきっくんを見ていると、『一緒に遊ぼう』なんて言えなかった。

　全てを頑張ろうとするきっくんに私まで言ってしまうと、また無理させちゃう……。

　この前みたいに、風邪を引いてしまうかもしれない。

　関係が動きすぎて、東浜さんが学校に来るような騒ぎがまた起きるかもしれない。

　そう考えるとトラブルを気にするきっくんの望みとは別の方向に行ってしまう。

　だから、この前の放課後は、『私も一緒に遊びたいな』って我わが儘ままは言えなかった。

　……結局は、お姉ちゃんの助けで話すことはできたけど。

　でも、日時を決めてないから、状況としては何も変わらない。

　バイトで会える点だけは、進歩とは言えるけど……。

「はぁぁ、どうしよー」

　口にしたくなくても、ため息とともについ声が出てしまう。

「やっぱり落ち込んでるじゃないですか」

「ふぇ!?」

「そんなに驚かなくても……心の声がダダ漏れでしたよ？」

「え、あ……嘘うそ？」

「マジのマジです。そんなに好きなら突撃あるのみだと思いますが」

「……簡単に言わないでよぉー」

　それができれば、ここまで片思いをこじらせてなんかいない。

　片思い歴で言ったら小学校を卒業できてしまいそうだもん……。

　なんか、自分で言ってて泣きたくなってきたよー。

　情けない事実を自覚して、私は大きなため息をついた。

　そんな私を見て、南條さんが肩を叩いて励ましてくれる。

「元気出してください」

「うん……ありがとう」

「そんなに悩むのなら、解消するため……前に話した『協力の話』はどうですか？　必要であれば今から実行しますけど」

「協力ってどういうことなのかな……？」

「恋のキューピッドになりますってことですね。じれったいので、ここはビシッと行こうかと」

「それは……」

　魅力的に聞こえる提案に、私は思わず口ごもった。

　でも、すぐに『お願いします！』と頷うなずけなかったのには、少なからず後悔があるからだ。

　それは……自分に対して後悔。

　だって私は……今回も、今までも、いつだってそうだ。

　自分から動けなくて、常に受け身で、自ら切り開こうとしてきたことはない。

　なんとかついていくのがやっとで、今のイメージを守ろうと必死なだけで、元々はきっくんが小学生の時に導いてくれた副産物でしかない。




　──このままでいいの？




　私の中には、いつもこの思いがあった。

　どこかで誰かが助けてくれて、背中を押され続けて……それではダメだと思う。

　どこかで一歩を踏み出して、自分で道を作らないと私は一生何もできないままになる。

　──誰かに言われて動くなら、自分から動いて。

　──動けないほど、自分の気持ちは弱くない。

　私は自分にそう言い聞かせて、

「誰かにじゃなくて、自分の力でやりたいの」

　と、南條さんの提案を断った。

　彼女は無表情のまま私の言葉に耳を傾けていた。

　そんな彼女に私は、ぺこりと頭を下げた。

「だから、ごめんね。そう言ってくれたのは嬉しかったよ。でも……自分で追いかけて、掴つかみ取とるのが恋だと思うから」

　私がそう言うと、「そうですか」と呟つぶやいて南條さんは部屋を出ていこうとした。

　ドアノブに手をかけたところで振り返り、

「ひとつお節介ですが……さっき出たばかりですよ先輩は。では……また」

　そんな言葉を残して彼女は帰っていった。

　残された私は、ハッとして急いで着替えて荷物をまとめる。

　髪がちょっと跳ねてるけど、直すことなく飛び出した。

　きっくんが向かう方角に走り、少ししたところで見慣れた背中が視界に入ってくる。

「きっくん！」

　私は、彼を呼び止めた。

　声に気が付いた彼は立ち止まり手を振ってくる。

　急いで駆け寄って、少し上がった息を整えようとした。

「真ま優ひろ。お疲れ」

「うんっ。お疲れ様」

「珍しいな帰りに話しかけてくるなんて」

「う、うん。ちょっとね。話したいことがあって」

　バイトの帰り、駅までひとりで帰ることが多い。

　南條さんと途中まで一緒のことはあるけど、きっくんとは帰らない。

　それはバイト帰りに、東浜さんが待っているのを知っているから……。

　今日もこの先のコンビニで、きっくんが来るのを今か今かと待っていることだろう。

　……だから一緒に帰らなかった。

　恋に我儘になれない私は、その時間を奪ってしまうのをどうしても躊躇ためらってしまう。

　蹴落として、奪い合って……なんて言われても私はそこまで強く出られないよ。

　……東浜さんにも言われたけど、本当に損な性格だと思う……。

　それは、自分でも自覚している。

　でも……待ち合わせまでの僅かな距離なら、邪魔にはならないと思うから。

「一緒に来るか？」

「そ、それはやめておくね。お腹なかがキリキリしちゃうかもだから……」

「そっか。あ、そういえばこの前はありがとう。勉強用の参考書を選んでくれて」

「あれいいでしょ～？　私のオススメなんだぁ」

「真優が勧めてくれるのは本当に助かってるよ」

「うんっ。また買いたいのがあったら教えてね」

「おう」

　彼は爽やかに笑った。

　って、違うよ!!

　こんな会話がしたいわけじゃないって！

　待たせたら鉢合わせしてしまう……そんな焦りと、早く誘わないといけない。

　という気持ちが合わさって、会話の糸口が見えてこない。

　だけど、なんとか私は言葉を振り絞った。

「……私もこの前、ありがとう。選んでくれて……」

「いや……恥ずかしかったよな。すまん」

「ううん。きっくんなら別に……」

「ヘアゴム、大切に使ってくれて嬉しいよ」

「可愛かわいいのもらったから、特別な時につけようと思って大切にしてるよ。ありがとね～」

「……おう」

　互いに静かになって、なんとなく気恥ずかしさが生じた。

　雰囲気的には悪くないけど……これも違う。

「あ、やばい。梓あずさからのメッセージだ。じゃあ、またな真優」

　そんなことをしていたら、とうとう時間が来てしまった。

「……うん。またね」

「ああ。じゃあまたバイトで」

　そう言って、彼は背を向けてしまった。

　途端に悲しさが私の胸に押し寄せる。

　転校する彼を見送った時と、どこか重なった気がした。

　……行かないで。

　勝手に手が伸びて、私は彼の服を後ろから掴んでいた。

「……真優？」

「八月！　八月の最初の月曜日……」

　続けての言葉が出てこなくて、私は黙ってしまう。

　考えを邪魔するように、鼓動は激しさを増して、耳までその音が届きそうだ。

　足が震えて、手が震えて、体には力が入るのに口からは息しか出てこない。

　声がなくなってしまったように、空気だけが通過していく。




「──あなたの大切な時間を私と共有してください」




　私は彼の手を握り、そう伝えた。

　確かな胸の高鳴りとともに、夏とは違う熱さを感じる。




　──私たちの間を、一陣の風が吹き抜けていく。

　それはまるで、私の長かったプロローグを区切り、新しい始まりを告げているようだった。








あとがき






　本書をお手に取っていただきありがとうございます。紫しユウです。

　皆さんがこのあとがきを読む頃には、地獄のような会社の繁忙期が終わり、次の繁忙期を迎えている頃だと思います……ハハハ。『この仕事を倒した!!』となっても、次がありますからね。この仕事は四天王の中でも最弱で……みたいな感じで謎のレベルアップを遂げて降ってくることもありますから。そのせいで、右目の下した瞼まぶたの痙けい攣れんが一時やばかったですね。

　みなさんも仕事のしすぎは気をつけてください!!

　では、ネガティブな話はここまでにして……ここからは本書に触れていきます。

　まだ読んでいない方は、本編を見ていただいてからご覧下さいませ。




　さて、今回の話はいかがだったでしょうか。

　主題としては『踏み出す一歩』というところです。

　梓あずさの一歩は、関係の変化を求めての更なる一歩。彰しよう吾ごの学校を訪れたのなんて、かなり勇気がいったことだったと思います。

　私が彼女と同じ立場だったら、正直なところ行きたくはないです……。部活動で他校に行くことはありましたが、なんとなくアウェイな感じがして落ち着かなかったです。まぁ部活の練習試合とかなので、人がたくさん行き交っているわけではないですし、部活なのでひとりでの行動ではありません。その点では、そわそわとする感覚はあっても、その程度です。

　ただ、梓の場合は『下校時間で人がたくさんいるのにもかかわらず単身で行く』という中々に勇気のいる行動をとりました。後輩の助言という部分も関係がありますが、それでも自ら変えようと動いたという点が、大きな一歩だったかと思います。

　まぁその一歩も、結果として他へ波及するわけですけど……笑。

　そして、ゆいなは一歩というよりは〝停滞〟ってところですね。ゆいなの気持ちは本編で書いた通りなので、梓以上にヤンデル部分はあるかもしれません。

　──最後に真ま優ひろですね。

　語る前に……自分の好きな人に対して同じような想おもいを寄せる人がいると知ったら、次の①と②のどれが皆さんの選択に近いですか？

　①他の人は気にせず、自分が付き合おうとする。

　②自分は無理だと素直に諦める。

　この二つとは限らずに、それぞれが色々な考え方を持っていると思います。

　もし、私がその選択を迫られれば、②を選ぶと思います。基本、平和主義なので揉もめ事ごとは避けたいですので。そもそも、迷う時点で『そこまで好きじゃないんじゃないか？』と考えることでしょう。

　バトルフェイスにはなれないってことですね……笑。

　さてさて、話は逸それましたが……さっきの選択を真優だったらどうするか??

　その答えが、本編における彼女の行動だと思います。

　真優という人物は、ハッキリ言うと『優しすぎる』性格です。言い換えれば、優柔不断というところでしょうか。周囲に気を遣ってばかりで、自分のことは後回しで相手を立てる行動ばかりをしてしまう。だからといって、願望がないわけではありません。

　諦めたくなくて、主人公との関係を進めたいとは思っていますからね。

　けど、どうしても進みきれないし、他人のことを気にしてしまう……損な子です。

　でも、今回は『ようやく一歩進んだ！』というのが、本書の内容です。

　真優は前途多難なんですけどね……胃がキリキリしていることでしょう。

　では、最後に。編集部のＫ様、イラストレーターのぶし先生には、またまた大変お世話になりました!!　中々原稿を提出できず、本当にご迷惑をお掛けいたしました……。

　ぶし先生！　二巻でも素敵なイラストの数々をありがとうございました！

　自分にとって、物語を書いていて一番の生いき甲が斐いと言えるのが、イラストを拝見した瞬間なので、見る度に元気をもらっています。見ていなかったら、激務に耐えられず、Ｋさんから捜索願いが出ていたかもしれません！

　最後と言いましたが……、追加で次巻を書くとしたらの話をさせて下さい。

　内容は勿もち論ろん──夏休み編ですっ！

　夏と言えば『アレ』というのがありますので、『アレとアレとアレ！』を書きたいところです。今回、新登場したキャラも絡んできて、恋愛模様が沼に……と思っています。

　沼と言ってもドロドロ、バチバチの胃が痛くなるような話は書かないつもりです。

　なるべく楽しく、それをモットーにしておりますので！

　それでは皆様、また会えると信じて……ばいっ！
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